















































さて、異世界ゲームガルドを攻略しようか。３
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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エピローグ





プロローグ




　一夜が明けても、俺おれの頭は混乱したままだった。

　俺が愛して止やまないゲームのシナリオライター有あり瀬せ香か奈な子こが、かつての──一〇〇〇年前の救世主だった。

　その有瀬香奈子の幽ゆう霊れいは、この異世界ゲームガルドの成り立ちや、俺や柚ゆ比び坂さかをこの世界に喚よんだ当人を知っているような口ぶりだった。それを言おうとした途と端たん、何者かに支配されたように俺たちに襲いかかってきた。

　そして、クエストを解いて街に戻ってきた後に見かけた、クラスメイトの古ふる掛かけ光こう一いち郎ろうにそっくりの人物。

　もしかしたら、ゲームガルドと日本には、俺たちが思っている以上の深い関かかわりがあるのかもしれない。

　──あれは、本当に光一郎だったのだろうか……？

　疑問は堂どう々どう巡めぐりするばかりだ。

　あの『檻おりの壁』の向こう、遥はるか遠くに見える塔にたどり着く過程で、それらの疑問は解けていくのだろうか。





　　　　＊






　いつものように、柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナと、四人で一緒に学院へやってくると、中庭の方から何やら言い合うような、騒がしい声が聞こえてきた。

「何かしら？　今朝は妙に騒々しいわね」

　黒くて綺き麗れいな髪を指にくるくる巻きながら柚比坂がそう呟つぶやいたのは、いつもは学生たちはほとんどが冒険に出かけてしまって、高等部の校舎は閑かん散さんとしているからだ。ときおり必修の授業もあって賑にぎやかなこともあるが、今日はそういう日ではない。

「だな」

　そううなずきつつも、柚比坂から目を逸そらしてしまったのは、ビキニアーマーが申し訳程度にしか隠していない真っ白い肌に、目のやり場に困ってしまうからだった。特に、こぼれそうなあの胸ときたら、けしからんことこの上ない。

「きっと、昨夜クエストが解けまちたから、みんな新しいクエストの確認に来ているのだと思いますわ」

　シェリスはピンク色のふわふわツインテールを揺らしながら、たったったっと数歩駆け出して、

「ヨシュア様、わたくちたちも行ってみましょう！」

　と舌っ足らずに言って振り返った。

　背せ丈たけもスタイルも控えめなシェリスだが、だからこそゴスロリ衣装のような特注アーマーがとても似合う。

　ただし、手にした特大トゲトゲ鉄球が可愛かわいらしい容姿に全然そぐわないが。

　シェリスの言葉に、

「（もぐもぐ）」

　とクルミ入りのパンで一人だけ朝食継続中だったティーナが、食べる速度を上げた。リスのように口いっぱいにパンを詰め込んで、無む理り矢や理り飲み込む。

「クエストの内容は確認しておくべき」

「そうだな」

　言いかけた俺おれの腕に、ティーナが自分の腕を絡めてきた。

「早く行こう」

　ぐいっと腕が引っ張られる。

「いや、ちょ……！」

　引っ張られた拍子に、腕にティーナの柔らかい胸が目一杯触れた。俺の顔にほんの数センチまで近づいた銀髪のポニーテールから、ミルクのようなバニラのような、ほんのりと甘い香りがした。

「あ！　もー、ティーナっ！　どさくさに紛れて何をやってますの!?」

「別に。仲間同士のスキンシップ」

「そ、そ、そういうのは良くないと思いますの！」

　柚ゆ比び坂さかは、ぎゃーぎゃーと騒ぎ始めた二人に「やれやれ」とため息をついて、

「いいから、早く中庭に行きましょう？　志し度ど君も、デレデレしないの」

　と醒さめた声で言うのだった。




　中庭には──というか、中庭の入り口には人だかりができていた。

「うえ、なんだこりゃ」

　最初は中庭に入れないほど混み合っているのか、とも思ったが、どうやらそういうわけでもないらしい。

「なんで啓けい示じ板ばんを見せてもらえないんですか！　説明してください！」

「だから、何度も言っているだろう！　評ひよう議ぎ会かいからの通達があったのだ！　広がった街の警備体制の整備が追いつかないから、しばらくクエストを解くのは禁止だと！」

　そんな、学生の質問と、それに答えるレッドドラゴンの教頭先生の野太い声が聞こえてきた。












　要するに、中庭には誰も入れてもらえてないらしい。

「クエストを解くな、だって？」

　思わず呟つぶやいた俺おれに、周囲の学生たちが気づいて、

「あんたは……救世主ヨシュア……！」

「救世主殿のパーティが来たぞ……！」

　と、ざわめきながらザザッと左右に分かれて道を空けてくれた。え、何？　俺、畏い怖ふされるような扱い？

　人ひと垣がきが割れてできた道の先には、中庭の入り口を塞ふさぐように立ちはだかるレッドドラゴンの巨きよ軀くと、そこに食い下がるトップクラスの学生たちの一団の姿があった。

　もちろん、その中には委員長こと聖騎き士しのリムルと、エルフの弓使いレーナ、クビハネウサギを従えた猛もう獣じゆう使いのサリナの三人、聖なる盾たて隊の顔もあった。

　とにかく、委員長たちや教頭先生に歩み寄って、

「どういうことなんです？」

　と訊きいた。

「どうもこうもあるものか。一方的にクエストを解くのは当面禁止だから、啓けい示じ板ばんにも近寄るな、の一点張りだ」

　委員長が肩をすくめた。

「理由は何度も言っているだろう。開かい墾こんも調査も、ダンジョンからモンスターが出てこないよう守備を固める警備隊の編成も追いついていないのだ。これ以上、今の速度でクエストを解かれては街の治安を維持できん、とのことなのだ」

　なるほど、確かに一〇〇年も解かれていない状態だったのだから、クエストが解かれた場合の対応に街が不慣れになっていた、というのもわかる話だ。マニュアルくらいはあったのだろうが、実際に対応したのが曾ひいお祖じ父いさんの代とかでは無理もない。

　そんなところにクエストが立て続けに三回も解かれたとあっては、処理能力を超えてしまっても責めることはできない。

「しかし、街が学生に対してクエストを解くな、と言うなど前代未聞なのです」

　一羽のクビハネウサギを抱いて、サリナが不満そうに言った。

「そうよ！　昨日はせっかくクエストを解いたっていうのに、結局救世主組と協力したって形になっちゃって、差は全然縮まってないんだからさ！　あたしたちは早く追いつきたいってのに！」

　エルフ特有の尖とがった耳同様に、つんつんと尖った口調でレーナも同調する。

　さらには、今のレーナの言葉に周囲の学生たちも不満の声を一斉に上げ始める。一気に中庭へ続く廊ろう下かはうるさくなって、話をする環境ではなくなってしまった。

　あーもう！

「少し落ち着けって！」

　大きな声で、言った。

　途と端たん、不満の声はぴたりと止やむ。……この場にいる全員、たぶん俺おれという人間をかなり誤解してると思うぜ。まあ、こういう局面では助かるけど。

「なあ、この場にいる全員さ、欲しいのはクエストを解いたって実績であって、反逆者の烙らく印いんじゃないだろ？　わがままを言ったって街側の準備は終わらないし、対応は変わらない。何もずっと禁止って言ってるわけじゃないんだからさ。むしろこんな騒ぎを起こして邪じや魔ましてたら逆効果だと思うぜ」

　学生たちの間に、理屈はわかるが納得できない、と言いたげな、微妙な空気が流れる。

　俺はしょうがねえなあ、と頭を搔かいた。

「とにかく、場所を変えないか？　こんな狭い廊ろう下かでぎゅうぎゅうになってたって、教頭先生は通してくれないだろうしさ。一回外に出て、新鮮な空気を吸って冷静になった方がいいんじゃねえかな」

「ふむ。私も救世主殿の意見に賛成だ。ここで押し問答していても埒らちがあかない。一度、この場を離れよう」

　委員長が大おお仰ぎようにうなずいた。

　さすがに、周囲から一目置かれている委員長の言葉にはみんな納得したのだろう、ゆるゆるとした足取りではあったが、学生たちが外へと流れ始めた。

　教頭先生が、やれやれと言わんばかりに安あん堵どのため息をつく。

「助け船、ありがとうな」

　委員長にそう言うと、

「何、私も救世主殿の意見が正論だと思っただけさ」

　と、屈くつ託たくのない笑みが返ってきた。




　豪ごう奢しやな学院と、その中庭にそびえ立つ不ふ思し議ぎな啓けい示じ板ばん。街を囲むようにそびえる壁と、その壁を動かすためのクエスト。

　学生の大半は、武器や魔法の杖つえを手にして、クエストを解くために、あるいは身の丈に合った実績を得るために奔ほん走そうしている。

　そう、ここは剣や魔法がものを言う冒険の世界。エルフやドワーフが行き交いドラゴンが空を舞い、ダンジョンではモンスターが大手を振って闊かつ歩ぽする、まるでＲＰＧのような異世界、ゲームガルド。

　そんな世界で、今日も俺と柚ゆ比び坂さかは、日本に帰るために冒険者をやっている。

　……いきなりクエストを解くことを禁止されて、出鼻をくじかれたけどな。





第一章▼　クエストクリア禁止令




　校舎から前庭に出た学生は、俺おれたちを除のぞいて、ざっと目算で四〇人ほどだった。斧おのの守護者の件で、委員長たちと連合を組んでいた顔ぶれも数多く見受けられる。

　おそらく、ここにいる面々がいわゆる最前線組で、新たに発見されたダンジョンや、もっとも難易度が高い部類のダンジョンを探索しているのだろう。

「ヨシュア君。さっきの言葉は本心なのか？」

　背中に大きく長い剣を背負った長髪の男子生徒が、痺しびれを切らしたように俺に詰め寄ってきた。いかにも剣の達人といった眼光の鋭さが怖い。

「は？」

「そんなはずはあるまい。あの場を納めるための方便だろう」

　真っ黒い鱗うろこのドラゴンが言った。教頭先生ほどの貫かん禄ろくはないが、それでもかなり見上げなければならないほど体格が違うので、間近で見ると迫力がある。

「いや、ちょ……」

「ねえ、あたし、チラッとだけど啓けい示じ板ばんを見たの。他に見た人、いない？　みんなで覚えてる文章をつなぎ合わせたら、クエストの内容がわかるんじゃないかしら」

　魔女っぽい大きな三角帽子を被かぶったエルフの女子が、そんなことを言い出した。

　そこかしこから、俺もちょっとだけなら、私も見た、と声が上がり始める。

「確かに、これだけ見た人がいるなら、ある程度なら内容の予想はできそうね」

　柚ゆ比び坂さかまでがそんなことを言って同調し始める。

　おいおい、ちょっと待てよ。

　しかし、俺がそう言う前に、

「ちょっと待ってくださいですわ！」

　と、シェリスがいつになく大きな声で言った。

「そ、それで、クエストの内容を突き止めて、どうするつもりですの!?」

「決まってるじゃない。あたしたちは冒険者よ。やめろと言われて、はいそうですかと引き下がったりできるもんですか」

「その通りだ」

「解いてしまえばこっちのものってね」

　周囲のやる気満々な反応に、シェリスが困り果てた顔をした。

「そりゃあ、学院長の妹って立場上、あんたが乗り気になれないのはわかるけどさ」

「こっちは救世主ご一行様に活かつ躍やくを見せつけられて、今度こそって張り切ってたんだ。燃え上がったやる気をそんな簡単に消せるかよ」

　そうだそうだ、と集まった面々がヒートアップし始める。

　が。

「まあ待て」

　委員長が盛り上がりに待ったをかけた。

「みんなも聞いていると思うが、立て続けにクエストが解かれたのは救世主殿の天才的な頭脳によるところが大きいという」

「ちょ、待て！　委員長、これ以上ハードル上げんなって！　っていうか、みんなに聞かせてるのは主にあんただろ!?」

「ふむ、まあ、そうともいうな。だが、事実には違いない。だから、私は救世主殿の意見を聞きたい。考えを聞かせてもらえないだろうか」

　一気に盛り上がっていた場は静まって、視線が俺おれに集中する。

「まったく……」

　やれやれ、と頭を搔かきながら、俺は、

「まあ、クエストの内容を知っておくべき、ってのは俺も賛成だ」

　と答えた。

「そんな、ヨシュア様まで……」

　シェリスが泣きそうな顔をする。

　俺はそのシェリスの肩をぽんと優しく叩たたいて、

「ただし、それは『偶然クエストを解いてしまう』という事故を防止するためだ。さっき廊ろう下かで言ったのは俺の本心だよ」

　シェリスの顔はパッと綻ほころんだが、当然のように、周囲からは不満の声が上がった。

「逸はやる気持ちはわかるけど、別に今から一〇〇年間クエスト解くの禁止、ってわけでもないだろ。再編成とか整備とか、終わるのが何日先かは知らないけど、きっと大至急やってるんだろうし、そのくらいは待つべきだと思うぜ」

「そりゃあ、あんたらはもう充分な実績があるからな」

　誰かが言った。

「そうだそうだ」

「でも、こっちは斧おのの守護者でボロ負けして以来、全然いいところがないんだぜ!?」

「まったくだ」

「こっちだって卒業までに実績が欲しいんだから、もたもたしてらんねえんだよ」

　が、それらの声に対して、

「それは違うんじゃないの」

　と異を唱えたのは、意外にも聖なる盾たて隊の赤髪外ハネショートエルフ、レーナだった。

「あたしもさ、その救世主には負けっ放しでムカついてるんだ。けど、そいつはさ、そんなせこいヤツじゃないよ。クエストを解くための超重要な情報を、訊きかれたからってだけで惜しげもなく喋しやべっちゃうようなヤツなんだから。誰が解いてもあの塔には近づけるから、なんて言ってさ」

「私もそう思うのです」

　わざとらしくそっぽを向いて言うレーナの態度に小さく微笑ほほえみながら、サリナもうなずいた。

「救世主様たちの目的は、あの塔にたどり着いて故郷に帰ることなのです。こちらのお二人は、そうしなければ生まれ育った家にも帰れず、家族にも会えないのですよ？　実績だの手柄だのといった、私たちの動機よりずっと切実なのです。クエストを解くなと言われて一番歯がゆい思いをしているのは、間違いなく救世主様たちだと思うのです」

　ざわめきが消える。

　静まり返った中、「わりい」と誰かの謝罪の声が聞こえた。

「別に、気にしないでくれ。まあ、俺おれが思うに、俺たちが冒険に打ち込めるのは、『街にさえ帰ってくれば安全だ』っていう土台があるからだ。でも、整備が間に合わないままクエストを解き続けたら、ダンジョンから出てくるモンスターを止めきれなくなる可能性だってあるだろ。俺、街の中でモンスターに襲われたり、ゆっくりメシ食ったり寝たりできなくなるのはいやだぜ」

「……そうね。私たちだけじゃなく、戦う力のない子どもやお年寄りが襲われるようなことになったら大変だものね」

　柚ゆ比び坂さかも、ちょっぴり決まり悪そうに言った。

　熱くなっていた人の輪に、納得が浸透していくのが目に見えるようだった。明らかに、高かったテンションが下がっていっている。

「みんな、わかってくれたみたいだな。じゃ、この話は終わりにして、見てきたヤツの証言を元にクエストの文もん言ごんを推測しようぜ」

　何を言ってるんだ、と言いたげにポカンとしている面々に、俺は笑って、

「言っただろ？　偶然解いちゃうことがないように、さ」

　と言った。





　　　　＊






　どうやら学院長も忙しいらしく、その日の救世主クラスの授業は教頭先生や他の先生方によって行われた。

　そして、授業が終わった後、

「今朝は生徒たちを諫いさめてくれて助かった。その礼もあるが、妻も君たちには申し訳なく思っているようで、話がしたいと言っている。すまないが、今日の午後、我が家へ来てもらえないだろうか」

　と、教頭先生に家へと招かれた。

　教頭先生は婿むこ養よう子しに入っているそうで、それはつまり、妻であるという学院長の家であり、義理の妹に当たるシェリスの家、ラフローリア家に招かれたということだった。

　そんなこんなで、学食で昼食を済ませたあと、訪れたラフローリア家の門の前で、

「すげえな……」

　と俺おれは度ど肝ぎもを抜かれることになった。

　輝くような白はく亜あの洋館は一目で全容を把は握あくできないほど大きく、庭には手入れの行き届いた植え込みや豪ごう奢しやな噴水があり、そして大きな門が開くとビシッと整列したメイドさんたちが声を揃そろえて「ようこそお越しくださいました、救世主ご一行の皆さま。お帰りなさいませシェリスお嬢様」と深く頭を下げる。その広い敷地の上空では、ドラゴンに跨またがったメイドさんたちが旋せん回かいし警備に当たっていた。

　俺たちがクエストクリアの報ほう酬しゆうとしてもらった屋や敷しきもたいがい豪華だが、ラフローリア家は少なく見積もっても俺たちの屋敷の数倍、もしかしたら一〇倍以上の広さと豪華さだった。

「お母様が竜りゆう騎き士し団の副団長を務つとめているせいか、我が家ではメイドさんの中にもたくさん竜騎士がいるんですの」

　案内してくれる槍やりを背負ったメイドさんの背中を追って屋敷の中を歩いているときに、シェリスがそう教えてくれた。学院長も竜騎士だということだから、そういう家柄なのかもしれない。

「こちらでレオナ様がお待ちです」

　メイドさんがドアを開けて、俺たちに部屋に入るよう促うながした。

「ええと、失礼します」

　そう言って部屋に足を踏み入れると、そこは応接室ではなく、どうやら学院長の書しよ斎さいであるらしかった。

　応接用のソファやテーブルはあるが、それよりも大きく重厚な仕事用の机が圧倒的な存在感を放っていた。日本の学校の校長室を数百倍豪華にした感じ。それが、この部屋の印象だった。

　その重厚な木製の机にペンを置いて、学院長が立ち上がる。その机には恐ろしい量の書類がうずたかく積まれていて、その書類の山の高さが学院長の多忙さを物語っていた。

「お姉様！」

　シェリスが学院長へと駆け寄って、抱きついた。小柄なシェリスが抱きつくと、ちょうど学院長の豊かな胸に顔を埋うずめる格かつ好こうになる。

　学院長は微笑ほほえんでシェリスの頭を撫なでて、

「ようこそ。ごめんなさいね、お礼を言うのに呼びつけてしまって」

　と俺おれたちに軽く頭を下げた。

「いえ、どうせ暇ひまになっちゃいましたし」

　俺の言葉に、学院長が申し訳なさそうな顔をする。

「そのことについては、本当にごめんなさい。早く帰りたいあなた方にとって、受け入れがたい決定であることは重々承知しています。なのに、他の生徒たちをなだめてくれたのだとか。あなたたちには助けられてばかりですね」

「変に揉もめ事ごとが起こって、クエストクリア禁止の期間が延びる方が困りますから」

「そう言ってもらえると助かります。こちらでもなるべく早く体制を整えられるよう善処しますから、少しのんびりして英気を養っておいてください」

「それなら……！」

　シェリスは学院長に抱きついたまま顔を見上げて、

「あの、アンナ様があちらの世界のお菓か子しやお料理をいつも作ってくださいますの！　甘くて可愛かわいいお菓子とか、ラーメンっていうとっても美お味いしいスープ料理とか。是非、お姉様も一緒に……」

「ごめんなさいね、シェリス。わたくしもとてもお呼ばれしたいのだけれど、とても忙しくて手が離せそうにないの」












「……どうちてですの!?　学院が管理している冒険に制限がかかれば、お姉様のお仕事は減るはずですのに！」

「学院としても、いつまでも冒険に制限をかけておくわけにはいかないもの。だから、お父様に頼んで評ひよう議ぎ会かいのお手伝いをさせてもらっているのよ」

　口ぶりからすると、シェリスの父親は評議会に勤めているらしい。なんとも絵に描いたようなエリート一家だ。

「そんな……」

　シェリスは伏し目がちに学院長から離れ、

「みんなみんな、お姉様に頼りすぎなんですわ──っ！」

　と叫んで部屋から飛び出していった。

「あ、おい、シェリス！」

　追いかけようとした俺おれの腕を、ティーナが摑つかんだ。

「ヨシュア殿とアンナ殿は、まだ学院長に言うべきことが残っているはず。ここは私が行ってくる」

　そして、返事も待たずにティーナも出て行ってしまった。

「学院長、ほんの少しでもシェリスさんのためにお時間を割いてあげることはできないのでしょうか？」

　柚ゆ比び坂さかが訊きいた。

「そうしてあげたいのは山々なんですが、今回の件以外でも、色々と放ほうってはおけない案件がたくさんあるのです。ところで、わたくしに言うべきことというのはシェリスのことですか？」

「いえ。まあ、それもありますけど、もう一つ」

　俺は学院長に向き直り、首を横に振った。

「クエストの内容を開示してください。強引にでも解こうって言ってた面々も、ちゃんとわかってくれました。もし不安なら、前回みたいに、クリア禁止の命令を無視してクリアしても、報ほう奨しよう金も栄えい誉よも与えないって法令でも出しておけばいいんです。それより、偶然クエストをクリアしてしまう事故を回避するべきです」

　俺の提案に、学院長は困ったような顔をした。

「そうですね、わたくしもできれば生徒を信用したいところなのですが……。わかりました、評議会にはそのように進言しておきましょう」

　微妙に歯切れが悪いのは、評議会の人たちの意見を変えられる気がしない、ということだろうか。

　うーん、どうせクリアを避けるなら、クエストの内容を隠すより、メリットを取り上げて避けるようにした方が確実で合理的だと思うんだけどな。

　でもまあ、そんなものなのかな。お役所の腰が重いのは、こっちの世界も同じということか。

「言いたいことはそれだけです。じゃあ、俺おれもシェリスがちょっと心配なんで」

　そう言って、俺も部屋を出ようとする。

「はい。シェリスをよろしくお願いしますね」

「仲間ですから」

　そして、部屋を出た俺を、

「私たちは大人しくしてますから、一日も早くクエストクリア禁止を解いてください」

　と言って、柚ゆ比び坂さかも追いかけてきた。

　さて、シェリスとティーナはどこだろう？

　そう思って広い廊ろう下かを見回した瞬間、

「救世主様、シェリスお嬢様をお捜さがしでございますか？」

　と、恐ろしく背筋の伸びたお婆ばあさんメイドに声をかけられた。まるで、俺たちが部屋を出るのを待ち構えていたようだった。

「あ、はい、そうですけど……」

「シェリスお嬢様がムシャクシャしたときに行く場所でしたら、庭の隅の訓練場でございましょう」

「あー、お見通しなんですね」

　俺と柚比坂が苦笑すると、お婆さんメイドもしわしわの相そう好ごうを崩して、

「それはもう、レオナお嬢様もシェリスお嬢様も、おしめの頃からお世話させて頂いておりますので。さ、こちらでございます」

　そう言って、先に立って歩き始めた。




　お婆さんメイドに案内してもらって庭の隅の方へと来てみると、植え込みが途切れた一画があり、その中央には地面に立てられた木製の的があった。古いが傷一つないその的の周囲には、クレーターじみたトゲトゲ鉄球の痕こん跡せきが数知れず穿うがたれていた。

「革命！　もうこうなったら革命あるのみですわ！」

　どーん！　と、また一つ地面に大きなクレーターができあがる。

「あーもう！　どうして当たりませんの!?」

「……魔法、使う？」

「それじゃ意味がありませんわっ！」

　シェリスはご立りつ腹ぷくの様子でトゲトゲ鉄球を振り回して、しかし的にはかすりもせずに地面ばかりを叩たたいた。そして、鉄球の鎖くさりが届かない場所に立ってその様子を見守っているティーナの姿があった。

「……荒れてるわね」

「ここまで徹底的に外れるってのも、逆にすごいよな」

　とにかく、このままでは簡単に死ねそうで迂う闊かつに近づけない。

「シェリスお嬢様。救世主様をお連れしましたよ」

　お婆ばあさんメイドがそう声をかけると、シェリスは、

「あ、ばあや！」

　と振り返った。

　ばあやか。超お嬢様ワードだな。なんか、そんな言葉をリアルに聞く機会があるとは思わなかった。

「とりあえず破壊活動を止やめてくれないか。もう運悪く当たって死亡するフラグにしか見えないから」

「もー、ヨシュア様までそんなことを仰おつしやいますの!?」

　ぷーっと頰ほおを膨ふくらませて、シェリスが振り返った。

「では、わたくしめはこれで。救世主様、当家のお嬢様をよろしくお願いいたします」

　そう微笑ほほえんで優ゆう雅がに一礼し、お婆さんメイドは去っていった。

「話は終わった？」

　ティーナの質問に、俺おれと柚ゆ比び坂さかはうなずいた。

「でも、志し度ど君の提案は見送られそうな感じだったわね」

「手伝いの学院長でさえ忙しいんだから、評ひよう議ぎ会かいも余計な議題を増やしたくないんだろうぜ。しかし、だとしたら、やっぱこっちで内容を推測して避けていくしかないな」

「ええと、なんでしたっけ？　日の……日の……」

「ちょっと待ってくれ」

　顎あごの辺りに手を当てて考え込むシェリスにそう言って、俺は腰のポーチから『冒険の書』を取り出した。パラパラとページをめくり、ちょっと前に記したメモを探す。

「あった、これだ。『日の水を受けし皿より天に●●る白き水●●●て三●●●を●●せ』だな」

　ちらりとでも啓けい示じ板ばんを見たという学生の記憶を付き合わせて、可能な限り再現したクエストの文もん言ごんである。前半部分は覚えてる学生も多かったのだが、後半に行くにつれて怪しくなってくるのは記憶頼りの悲しいさだめである。

　しかし、さすがに確定できない部分が多すぎて、推測も何もあったものじゃない。

「後半が虫食いだらけなのは仕方ないとしても、今回のクエストは今までのと少し趣おもむきが違う気はするわね」

「ああ。今までのは『どう実行するか』がキモのクエストだったけど、おそらく今回は文言自体の意味を探る必要がある、いわゆる謎かけリドル系っぽいな」

「リドルってなんですの？」

「んー、そうだな。例えば、『朝は四本足、昼は二本足、夜は三本足。これは何か』みたいなヤツだ」

「有名なスフィンクスの謎なぞね」

　さすがに柚ゆ比び坂さかは知っていたようだが、シェリスは「？」と首を傾かしげていた。

「なんですの？　それ」

「もしかして、答えは人？　ドラゴン以外の」

　首を傾げながらも、ティーナが言った。

「正解。確かにこの世界では、エルフやドワーフもひっくるめての人、だな。ドラゴンは例外にしないと成り立たなくなるし、微妙にそぐわない例だったかも」

「ちょ、ティーナ、どうして今のが人になりますの？」

「人は赤ん坊のときはハイハイで四本足、大人になったら立って二本足、歳としをとると杖つえをつくから三本足になる。人の一生を朝、昼、夜に例えてるんだと思った」

「その通りよ。非の打ち所のない、模も範はん的てきな回答だわ」

「なるほど、リドルってそういうものですのね。面白いですわ」

「……しかし、シェリスの反応からして、これまでのクエストにこの手のリドルは登場してないみたいだな」

「そうね。過去に出題されているなら、そういうタイプのクエストもあると学院で教えそうなものだものね」

「ああ。確実にバリエーションを増やしてきてる。もしかしたら、難易度も徐々に上がっているのかもしれないな」

　難易度が上がっているとしたら、その上に虫食いだらけって、とんでもない難度じゃないか……？

「それで、今回のクエストのリドルはどうなんですの？」

　俺おれと柚比坂とティーナは苦笑しつつ、

「それがパッとわかればいいんだけどな」

「ただでさえ比ひ喩ゆ的な表現が多くなりそうなのに、こうも欠けていたのではね」

「シェリスも少しは自分で考えるべき」

　と、それぞれシェリスに言うのだった。

「だって、日の水とかなんのことかさっぱりわかりませんもの」

「だな。何かの比喩だと思うんだが」

「水、という単語が二度出てきているわね」

「ああ、そうだな。日の水、白き水……か」

「白き水って、牛乳とかのことですの？　あ、お酒の『キマイラのミルク』も水で割ると白く濁にごりますわ」

「日と天は、なんだか高いところを示しているようにも思えるわ」

「しかし、比ひ喩ゆだとしたら水が液体を指しているかどうかも怪しい気がするな」

「でも、確かに、今の時点では二回出てくる水っていう単語と、高いところっぽい感じは印象的」

「もしかしたら、どこかのダンジョンにそんな仕掛けがあるのかもしれませんわよ？　すっごい上の方からチョロチョロ落ちてくる水を受けているお皿があるとか」

「なるほど、後半部分でその仕掛けをどうするかが指示されているパターンか。だとしたら、話は簡単だけどな。クリアしないためには、それっぽい仕掛けに触れなければいいんだから」

「やっぱり、後半がまるっきりわからないのが痛いわね」

「どうしたって読もうとすれば頭から見るからな。後半ほど記憶が曖あい昧まいになるのは仕方ないさ」

「そもそも、わたくちたちは見ることさえできませんでちたものね」

「とにかく、今の俺おれたちにできることは、水と高いところを避けるくらいか」

「そうね。そのくらいしかできそうにないわね」

「じゃ、用も済んだし、帰って、それを踏まえてクリア禁止が解けるまで何をするべきか考えようぜ」

「じゃあ、帰りに会議用に何か美お味いしいお茶請けを買っていくべき」

「あ、それでちたら、近くに蜂はち蜜みつをたっぷり練り込んだ焼き菓が子しで有名なお店がありますわよ」

「じゃあ、シェリス、そのお店に案内してくれないか」

「はいですの！」

　駆け出したシェリスの後を追って歩き出しながら、さっきまでの不ふ機き嫌げんはどこへ飛んでいったのだろうか、と肩をすくめた。
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　夕食どき。

　朝食に出た二枚貝たっぷりの味み噌そ汁しるに俺は感動を覚えたものだったが、どうやらシェリスやティーナにとっては少し物足りない味だったらしい。俺たちの世界の調味料、ということで柚ゆ比び坂さかが自作した味噌に対する期待値が高すぎたのかもしれない。柚比坂曰いわく、ゲームガルドには鰹かつお節ぶしや昆こん布ぶのようなダシを取る素材も、そもそもダシを取るという概がい念ねんもないため、きちんと味み噌そ汁しるを作るのも大変なのだそうだ。

　柚ゆ比び坂さか自身、当の味噌の味に満足はしていないようだった。まあ、確かに俺おれの舌でも、慣れ親しんだ味噌とちょっと違うな、ってのはわかる。ほんの少し、ややもすれば気付かないくらいだが、微妙な苦みがあるのだ。それが不満なのだろう。しかし、異世界で初めて作った味噌なのだから、上出来だと思う。ちゃんと味噌だし。

　まあ、柚比坂はリベンジに燃えているようだし、次に作る味噌はもっとクオリティが上がっていることだろう。

　そんなこんなで味噌汁は思ったより不評だったわけだが、夕食の「豚肉とナスの辛味噌炒いため」は二人にも大好評だった。

　ティーナはもちろん、シェリスからもひっきりなしにお代わりの声が飛ぶ。

「やっぱり、こっちの人にはガツンとくるハッキリした味の方が好まれるのかしらね」

「みたいだな。あるいは、こってり系とか。味噌ラーメンも、シンプルなヤツより味噌バターとかの方が受けがいいかもしれない」

「醬しよう油ゆラーメンなら昔ながらの東京風より、背せ脂あぶら系ってことね……。まったくもう、こっちの人たちの好みは美容の敵だわ」

「柚比坂はそんだけ美人なんだし、あんまり気にする必要ないと思うけどな」

「……え？」

　柚比坂は驚いたような顔でフリーズし、直後に頰ほおを赤く染めた。

　そんな反応をされると、こっちまで照れくさくなってくる。

「あ、いや、別に他意はないというか、客観的事実を述べただけでだな……。ってか、こっちの生活は冒険に出たり訓練に勤いそしんだりで体力使うから、あんまり気にしなくても収支は釣り合ってるんじゃねえかな、たぶん」

「そ、そうかしら」

「つーか、急にそんな女の子っぽい反応するなよ」

「なっ、ちょっと、私だって女の子なのよ？　そういう言い方ってないわ！」

「俺の目の前で女の子の仮面を脱ぎ捨てて、こっちの幻想を粉々にしたヤツがそれを言うのかよ！」

「あんたの幻想なんか知らないわよ！　仮面や幻想がどうなろうと、私が女の子であることに変わりはないじゃない！」

「あのなあ……！」

　反論しかけて、シェリスとティーナが食べる手を止めて白い目で俺たちを見ていることに気がついた。

「なんだか、面白くない空気ですわ」

「まったく同感。痴ち話わげんかにしか見えない」

「ちょ、二人とも何を言ってるのよ！　私は別に……」

「でも、美人だって言われて露ろ骨こつに照れてましたわ」

「誰に言われたって、いきなりそんなストレートに褒ほめられたら照れるわよ！」

「最近はアンナ殿もヨシュア殿のことを認めてきている」

「それは、好きとか嫌きらいとかとは違う次元で、努力や創意工夫をきちんと評価しているだけで……」

「必死に言い訳するのが図星の証しよう拠こですわ」

「だーかーらー、そういうことじゃないのよ！」

「おーい、二人とも、柚ゆ比び坂さかが本気でキレる前にやめておけよ。馬乗りになられるくらいで済めばいいけど、明日からご飯抜きとか言われたら困るだろ」

　それでピタリと静かになる辺り、二人とも柚比坂の怖さをよくわきまえている。

「もう……！」

　まだ憤ふん慨がいしている柚比坂と目が合ったが、柚比坂は拗すねたような顔でプイッとそっぽを向いてしまった。

　……やれやれ。





　　　　＊






『火の月五九日

　死にそうな目に遭あってクエストをクリアしたはいいが、今度はクエストを解くなと言い渡されてしまった。

（中略）

　一応、水や高いところはなるべく避ける、という方針に落ち着きはしたが、今回のクエストがリドルであるならば、その対策も見当違いである可能性が高い気がする。

　いずれにしても、虫食い状態の文もん言ごんでは、これ以上何も引き出せないだろう。

　クエストを解く手を止めざるを得ないのであれば、光こう一いち郎ろうの方を調べておきたいところだが、こちらもリック以外の手がかりがなく、そのリックがシラを切る気満々という手詰まり状態だ。

　まさに八はつ方ぽう塞ふさがりだが、こういう場合はどう動くべきだろうか。うーむ。』





第二章▼　後ろ向きドラゴン・ガール




　翌日。

　今日も学院長は多忙らしく、昨日同様、救世主組の授業は代理の先生方によって行われた。どうやら、学院長は学院に来てさえいないらしい。

　そりゃあ、一〇〇年の停滞があって、いきなり二つも三つもクエストが解かれたとあっては不慣れなのも混乱するのも理解はできる。でも、果たして『クリア禁止』に踏み切らなければならないほど切せつ羽ぱ詰まっているのだろうか？

　街で暮らして、学院に通う生活の中では、そんな危機感を抱くことはない。まあ、一市民がヤバいと感じるようでは末期もいいところなのだろうが……。

　とにかく、俺おれと柚ゆ比び坂さかは半分くらい自習の授業を終え、シェリスとティーナと合流して学食で昼食を取り、そのまま学食で今後の方針についての会議となった。

　この話は昨日から続いているのだが、どうにも意見が分かれて収拾がつかないのだ。

「とにかく、クリア禁止令が解除されたらすぐ解けるように、もっとクエストについて詳しく調べてみるべきですわ！」

「確かに効率的にはシェリスさんの意見が一番良いように思うけれど、一番誤って解いてしまう危険性が高い選択肢だわ。ここはクエストにこだわらず、色々なダンジョンに行ってみて実地訓練に励はげんで力をつけるべきよ」

「アンナ殿のやり方でも、間違ってクリアしてしまう危険はある。だったら、冒険に出るより調べ物に時間を使うべき。墳ふん墓ぼでのクエストをクリアした後、ヨシュア殿とアンナ殿はかつての救世主について調べるべきだと言っていた。今はそういう作業をやるべき」

「どの意見も一理あるな。俺はあのとき見た光こう一いち郎ろうらしき人物を探したいと思ってるが」

　ずっとこんな調子である。

「とりあえず、一番理がないのは志し度ど君の意見よね」

「自覚はあるよ。目撃したのが俺だけだし、どこを探せばいいのかも不明だし。そもそも本人かどうかの確証もないしな。だからこそ確認したいってのはあるが」

「というより、理詰めで考えていけば、見間違えの可能性が一番高いわ」

「それもわかってる」

　ここ、ゲームガルドでは、異世界から来た人間は『救世主』として扱われる。いや、もしかしたら、いきなりクエストを解いてしまった俺のケースは結構特とく殊しゆなのかもしれないが、少なくとも候補として扱われるはずだ。

　さらに言えば、マジックアイテムの言こと霊だまの首飾りに頼らなければ言葉だって通じない。

　誰にも気付かれず、話題にもならず、俺たちの世界の人間がゲームガルドにやって来ている、など普通に考えればありえないのだ。

　ただ、だからこそ、俺おれはハッキリさせておきたい。

　もし、光こう一いち郎ろうが俺たちとは違う形でこの世界に来たのだとしたら。それは、俺たちが日本に帰るための大きなヒントになるかもしれないのだ。

　それに、もしこの世界で困っているなら力になりたいと思う。俺が見た感じでは困っているようには見えなかったが、それでもクラスメイトで友達なのだから、可能ならば協力していきたい。

　……あくまで、可能なら、だが。

「まあ、だから俺の意見はついででいいよ。登下校のときや、買い物とかどこかに出かけるときに俺が勝手に周囲を──」

　しかし、俺が言い終わる前に、バンッ！　と派手な音を立てて学食のドアが開かれた。俺たちのみならず、他の学生たちも、何ごとかと一斉にドアの方へと目を向ける。

「こんなところにいらっしゃいましたのね、ヨシュア様！　ようやく見つけたのでございますわ！」

　ああ、確認するまでもなく誰の声なのかわかってしまった。

　仲間たちも一様に渋い顔をしている。

　イルザ・イステシア。

　紫色の髪の、第二のゴスロリアーマー少女。シェリスほどではないものの、しかしシェリスの従姉妹いとこの名に恥じぬ怪かい力りきで金色に輝く大きな戦せん斧ぷを操る優秀な戦士である。

　……コミュニケーション能力に難があることを除のぞけば、だが。

「さあ、ヨシュア様」

　猫なで声を出しながら、イルザは軽い足取りで俺の方へと歩み寄ってきた。そして俺の手を摑つかむとぐいっと引っ張り、

「話は聞きましたわ。ヨシュア様、クエストを解くだけが冒険ではございませんのよ？」

　と一方的に微笑ほほえんだ。

「そりゃわかってるが、そのことと俺を引っ張ることの間にどんな関係があるんだよ」

　恐るべき戦士の膂りよ力りよくで引っ張られて、俺はすでに席から立ち上がることを余儀なくされている。っていうか、学食の外へと連れ出されようとしている。残念ながら、俺の筋力では何をどう頑張っても抵抗など無意味だ。手を振りほどくことさえ不可能である。

「もちろん、一緒に冒険に行きましょう、というお誘いでございますわ」

「ちょっと！　お誘いだっていうなら、せめて相手の了解くらい取るべきじゃないかしら」

「そうですわ！　イルザは相手の意志をないがしろにしすぎなのですわ！」

「これじゃあ拉ら致ちと変わらない」

　柚ゆ比び坂さかもシェリスもティーナも、立ち上がって俺たちを追いかけてきながら抗議するが、もちろんイルザは気にも止めない。

「だいたい、冒険ったってどこに行くんだよ」

「どこへなりとも。わたくしとヨシュア様が赴おもむく先で起こることは、すべて冒険になるのでございますわ！」

　うん、ちょっと何を言ってるかわからない。

「お嬢様！　またそのような迷めい惑わく行為を……！」

「おやめください！　救世主様がご迷惑しておいでです！」

「こうなれば、お嬢様の性根を正すためにも実力行使もやむなしです！」

「失礼いたします！　失礼いたします！」

　イルザを追いかけてきたメイドさんたちが手に手に武器を取る。もうメチャクチャだ。

「望むところでございますわ！　愛は障害が多いほど熱く燃え上がりますもの！」

　ぐいっと俺おれの手をさらに強く握って、イルザは走り始めた。

「うわああっ」

　当然、手を摑つかまれたままの俺はその勢いに引っ張られることになるわけで。

「さあ、いざ愛の逃避行でございますわ！」

　お願い勘かん弁べんしてください。……言っても無駄だから言わないけど。
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　イルザに手を引かれての強制マラソンから解放された途と端たんに、俺はゼエゼエと息を切らしてひっくり返ってしまった。

　追ってきた柚ゆ比び坂さかでさえ苦しそうに肩で息をしているというのに、イルザもシェリスもティーナもメイドさんたちも少し呼吸を乱した程度で、余裕の顔でギャーギャーと言い争いを始めている。

　やっぱり、この世界の住人は鍛きたえ方が違う……。

「……で、ここはどこだよ」

　息を整えて、起き上がりながらイルザに訊きいた。

「さあ、どこでございましょう？」

　イルザがしれっと首を傾かしげる。

「さあって、何か目的があってここに連れてきたんじゃないのか……？」

「目的なんて些さ細さいなことでございますわよ。強いて言えば、わたくしとヨシュア様で一緒に冒険することが目的でございますわ」

　人はそれを、何も考えてない、って言うんじゃないのか。

　とにかく、立ち上がって辺りを見回す。目が合ったメイドさんたちが、申し訳なさそうに頭を下げた。

　冷たい岩肌、天井からつららのようにぶら下がる鍾しよう乳にゆう石せき。

「洞どう窟くつ……どこかのダンジョンか……？」

「そうみたいね。まあ、学食で延々議論してるよりマシかもしれないわ」

　柚ゆ比び坂さかも、辺りを見回しながら言った。

「それはそうですけど、どこなのかよくわからないっていうのは大問題ですわ」

　確かに、生息するモンスターの種類も強さもよくわからないってのは、色々困る。

「一応、警戒だけはしておくか」

　腰に手をやって、念じれば望んだ種類の中身──俺おれの場合はタリスマン──を取り出せるマジックアイテム『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー（救世主仕様）』から、魔物除よけのタリスマンを引き抜いた。

　割わり箸ばしくらいの長さのプラスチックっぽい透明な筒の中に、淡い光が点ともっている。魔法を宿し、魔法使いでなくとも魔法に似た効果を発動させられる使い切りのマジックアイテム、タリスマン。今や、俺にとってはなくてはならない代しろ物ものだ。

　それを、片手で折る。

　折った途と端たんに、中で点っていた光がパッと瞬いて、弾はじけるように消えた。

「よし、これでしばらくはモンスターは俺たちに近寄りたがらないはずだ」

「そんなものを使わなくても、モンスターなんか出てくる側そばから全部この戦せん斧ぷで一刀両断でございますわ！　ヨシュア様のために、ヨシュア様から頂いたこの戦斧で！」

　イルザが金色の大きな戦斧を高々と掲かかげる。

　が。

「救世主様には救世主様のやり方があるのです！」

「だいたい、お嬢様が勝手に救世主様を連れ出しておいて、救世主様のために、なんて聞いて呆あきれます！」

「そもそも、その戦斧もお嬢様が勝手に強奪したもので、頂いたわけではありません！」

「支払いもまだですし、大おお旦だん那な様も困っておいでです！」

「まったく、お嬢様は！」

　メイドさんたちに完全包囲で全方位から怒られて、

「そんな、一斉に怒らなくても……」

　と一瞬にして涙目になってしまっていた。やれやれ。

「とにかく、ここは地面の下っぽいから、日とか天とかは警戒しなくて良さそうね」

「あとは水を避ければいい」

「あの単語が額がく面めん通りならな」

「ところで、出口はどっちですの？」

　シェリスの言葉に、全員が黙り込んだ。

　つまり、先頭切って走ってきたイルザも何も考えていなかったし、柚ゆ比び坂さかたちも追いかけるのに必死で道順なんて覚えていない、というわけか。

「じゃ、出口を探すか」

　降って湧わいた冒険の必要性にため息をつきつつ、俺おれは言った。
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　来た方へと進んでいけば、いずれ出口にたどり着くはず。

　安易にそう考えたのが間違いだったのかもしれない。

　いつしかヒンヤリしていた鍾しよう乳にゆう洞どうの気温は大幅に上がり、それでも歩き続けると、目の前に現れたのは恐るべき熱気を放ちながら流れるマグマの川だった。

「な、なんですの!?　炎の川ですの……!?」

　シェリスが驚きの声を上げる。

「何って、マグマだろ」

　ティーナもイルザも、メイドさんたちさえも、俺の言葉に「それは何？」という顔をしていた。

「え、知らないのか？　俺も実際に本物を見るのは初めてだが」

「志し度ど君、知らなくても無理はないわ。ゲームガルドの街の中に火山はないもの」

「あ、そうか。ってことは、ここはまだ知られていない新しいダンジョンなのかな？　墳ふん墓ぼでのクエストクリアで解放された地区とかの」

「そうだと思う。今まで、こんなものがあるなんて噂うわさにも聞いたことがない」

「ヨシュア様とこんな不ふ思し議ぎな光景を見られるなんて、素敵でございますわ！」

　めげないな、イルザは。俺としては、無計画になんてところに連れてきやがるんだ、と思ってしまうんだが。

「気をつけろよ。見ればわかると思うが、マグマはおっそろしく高温だ。落ちたら命はないし、たぶん死体の回収もできないぜ」

「一番落ちそうなのはヨシュア様ですわ」

「同感。近づかない方がいい」

「そうね、早く離れた方がいいわ。運悪く落ちそうな志度君のために」

「……返す言葉もねえな」

　と、そんな話をしている最中に、メイドさんたちが揃そろって武器を構えて後方を向いた。

「モンスターでございますの？」

　物々しい気配に、イルザが訊きく。

「はい、おそらく。何者かの気配を感じました」

「救世主様方もご注意を」

　さすが、腕利きのメイドさんたちは頼りになる。

　俺おれたちも武器を抜いて身構えた。

　が、

「ま、待ってください……っ」

　岩肌の陰から、一人の女の子が飛び出してきた。

　……女の子？

　いや、女の子なのは間違いないが、ブラウンの髪の間からは小さな角が生え、背中にはコウモリのような赤い羽が生え、お尻の後ろでは赤い鱗うろこに覆われた尻尾しつぽが動いていた。

　身に纏まとった衣服はシルクのような光沢のある素材で、ビキニアーマーというよりはピチピチなチャイナドレスといった趣おもむきだった。背中が大きく空いており、そこから羽と尻尾が出ているのだ。

　そんなチャイナ・アーマーに覆われた身体からだは、メリハリのある曲線も肌の白さも女の子らしかったが、肩や肘ひじ、膝ひざ付近には鎧よろいのように淡い赤の鱗が密集して生えていた。

「ダリル！　ダリルじゃないですか」

　シェリスが戦闘態勢を解き、トゲトゲ鉄球を下ろした。












「モンスターではございませんの？」

　イルザが首を傾かしげる。

「ち、違いますっ！　こう見えても、あたしは皆さんと同じ学生なんですぅ……」

　ダリルと呼ばれたドラゴンっぽい女の子は、垂れ気味の優しそうな目に一杯涙を溜ためて、自らの素す性じようを明かしたのだった。




「つまり、彼女は俺おれたちと同い年の、ドラゴン科の子なのか」

「はい。なんていうか、ちょっと他の同年代のドラゴンよりドラゴン化が遅れているだけですわ」

「べ、別に気を遣わなくてもいいです……。あたし、落ちこぼれで……」

　ダリル・ランサープと名乗った少女は、気落ちした感じで気弱そうな顔を伏せた。

　なんというか、全体的に地味な子だと思った。

　髪をお団子シニヨンに結い上げているわりには大人っぽくも見えない。決して貧相なスタイルではなく、柚ゆ比び坂さかほどではないにしても、ティーナや委員長とは良い勝負ができそうな感じなのに、あまり色っぽさが漂ってこない。スリットから覗のぞく白い太ももとか、すごく色っぽく見えそうなのに。ドラゴンらしく牙きばも生えているのだが、どうにも八や重え歯ばに見えて、それが子どもっぽい印象を与えているのかもしれない。……まあ、俺の周りが美人ばかりで、その辺の感覚が麻ま痺ひしている感は否めないけど。

　──むしろ、派手に見えてもおかしくないんだけどなあ。角とか牙とか翼とか尻尾しつぽがある女の子なんて。

「あたしなんて……飛べないし、ブレスも全然威い力りよくないし、手も全然前まえ肢あしにならないし、牙も八重歯程度だし……」

　なんか勝手にどんどん落ち込んでいくし。

「つまり、俺たちくらいの歳としのドラゴンは、普通は飛べるし、高威力のブレスは吐けるし、手もきちんと前肢になってるし、鋭い牙も生えてるのか」

「もちろんでございますわ。高等部ともなれば、体つきが少し小さいだけで、もう外見は完全にドラゴンになっているものでございますわよ」

　イルザが言った。

　このゲームガルドでは、人間の他にエルフやドワーフやドラゴンといったファンタジー世界特有の種族が仲良く暮らしているが、どの種族でも生まれてくる子どもは人間なのだという。人間として生まれ、学院に入る際に将来なりたい種族を選び、各種族になるための授業や訓練を受けながら、徐々にその身体からだを変化させていくらしい。

　どうやら、このダリルという子は、その変化の過程が遅れているらしい。

「最近、学院にも来てないですわよね？」

「え、ええ……。どうせあたしなんかダメダメだし、もういっそドラゴンになるのも諦あきらめて家の手伝いでもした方がマシかなって……」

「えー!?　ダメですわよ、そんなの！　わたくちだってティーナだって落ちこぼれでしたけど、今ではこうしてヨシュア様とクエスト解いたりできてますもの！　諦めなければ、ダリルだって立派なドラゴンになれるはずですわ！」

「だって……」

　また、ダリルがうつむいた。

「ねえ、ダリルさん。貴女あなたがどんな人なのかはだいたいわかったけれど、どうしてこんなところに？　それなりに冒険をこなしているイルザさんも、歴戦のメイドさんたちもこのマグマの川に見覚えがないということは、ここ、比較的最近発見された新しいダンジョンなんでしょう？　だとしたら、それなりにモンスターも強いはずなのに。それとも、冒険を諦めた人が一人で来るようなところなの？」

「それは……その……」

　ダリルは言いにくそうに、

「冒険を止やめて仕事手伝うって言ったら……その、メチャメチャ怒られてですね……」

　なるほど。たぶん、俺おれたちの世界でも突然高校辞めるとかって言い出したら親はいい顔しないよなあ。少なくとも、納得のいく理由を聞かせろ、くらいは言われるはず。

　それが冒険という価値観一辺倒のゲームガルドでとなれば、そりゃあ大おお揉もめになるだろうなあ。

「それで、お母さんに……バカなこと言ってないで、何か新メニューに使えそうな食材でも採ってきなさい！　って怒鳴られちゃいまして……。それで、一応、珍しいキノコとかは手に入れたんですけど……」

「新メニュー？」

「ダリルのお家うちは、お父さんがタクシー会社を、お母さんが小料理屋を経営しているのですわ」

　ちなみにこの世界のタクシーは、ドラゴンが大きなカゴで人を運ぶという空飛ぶ交通手段である。

「すげえな、社長令れい嬢じようか」

「……いえ、どっちもギリギリの経営で、そんな大層なものでは…………」

「じゃあ、ダリルはここへは食材を探ちに来ましたのね？」

「はい……。でも、さすがに一人だときつくて……疲れ果ててしまって」

「いやいや。一人でここまで来られるなら、それ落ちこぼれって言わなくねえか？」

「ダリルは、ドラゴンとしての成長が遅れているだけで、実力自体は決して低くない」

「そうですわ。だって、成長が遅れているとはいっても、ドラゴンとしての筋力の高さ、鱗うろこの防御力は発現してますもの。どちらも同年代のドラゴンほどではないといっても、強力な能力ですわ」

「なるほど、戦士としては優秀ってわけか」

「……いえ、そんな……。それ、ドラゴンとしてはダメだっていうのと同義ですし……」

「そうなのか？」

「人型の戦士と、ドラゴンの戦士では戦い方もスキルもまったく別物なのでございますわ」

「なるほど……。確かに、身体からだの構造からして違うもんなあ」

「……」

　ダリルがしょんぼりと肩を落とした。

「それはそれとして、ここまで一人で来たってことは、出口の場所、知ってるよな？　消しよう耗もうが激しいなら回復アイテムも分けるからさ、俺おれたちに合流して出口まで案内してくれないか？」

　俺の提案に、ダリルはものすごく恐きよう縮しゆくして、

「え、でも……ご迷めい惑わくなんじゃ……」

　と消え入りそうな声で言った。

「迷惑なんてことはありませんわよ。こっちも、誰かさんのせいで道に迷って困っているんですもの」

　にこやかにそう言って、シェリスはダリルの肩をポンと叩たたいた。

「わたくしは迷惑でございますわ。これ以上、ヨシュア様の周囲に女が増えるなんて……」

「どの口が言いますの!?」

「一緒に行くのがイヤなら、イルザが一人で行動するべき」

「そうね。元々イルザさんは私たちのパーティの一員じゃないものね。腕利きのメイドさんたちもいるし、困りはしないでしょう？」

「もう、嫉しつ妬とばかりされて、いやでございますわ」

　イルザが、すっと俺の横に移動してきて、腕を絡めようとした。

　が、その手をシェリスがペチッと叩いて迎撃し──ようとして見事に空振りし、しかしシェリスの意志を汲くんでティーナがキッチリと代役をこなして、三者で睨にらみ合あいの火花を散らし始める。

　俺の運の悪さもアレだが、シェリスの命中精度の低さもこんなとこまで影響するのな。

「ケンカすんなよ。っていうか、ダンジョンの中は危険なんだから、従姉妹いとこ同士のじゃれ合いは街に戻ってからにしようぜ」

「だって、イルザが勝手なことばかり言いますのよ!?」

「シェリスがぶとうとしたり、この方がぶったのが悪いのでございますわ！」

「ヨシュア殿に気安く触りすぎ」

「三人とも、いい加減にしなさいよ」

　柚ゆ比び坂さかが、なおも火花を散らす三人を見ながら、呆あきれ気味にため息を漏らした。

「あのう、あのう……、やっぱりご迷めい惑わくなのでは……」

　そして、ダリルはオロオロと全員の顔色を窺うかがっている。

　……誰か、どうやったらこの場を上う手まく収められるのか、俺おれに教えてください。
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　帰りの道中で何度かモンスターに遭そう遇ぐうしたが、なるほど、ダリルは優秀だった。

　俺がちまちまとタリスマン戦法で火を吐くトカゲのようなモンスター一匹を相手にしている間に、数匹を蹴けり飛ばし、尻尾しつぽで叩たたきのめし、爪つめで斬きり裂さいてしまう。

　疲労している、とはいっても、ダリルの強さはイルザにも引けを取っていないように見えた。

「いやあっ、来ないでくださいっ」

　と言いながら裏うら拳けんを炸さく裂れつさせ、

「きゃーっ！　怖いです怖いですーっ！」

　と叫びながら回し蹴りを決める。

　華か麗れいとは言い難いが、カンフー映画かよ、とツッコミを入れたくなるくらいには、爪や鱗うろこで強化された四し肢しプラス尻尾を使いこなしていた。

　さらには、マグマの川なんかがあるダンジョンの土地柄か、炎を吐いたりするモンスターが多いのだが、ダリルには火属性の攻撃がまったく効かないようなのだ。

「それはそうですわ。ダリルは変化しきっていないとはいえレッドドラゴンですもの。レッドドラゴンは火属性の加か護ごを受けていますから、火属性の攻撃は無効化できるのですわ」

　シェリスがそう説明してくれた。

「なんだそりゃ!?　強力すぎだろ、ドラゴン！　すげえな！」

　褒ほめられ慣れていないのか、ダリルは猛烈に照れて顔を真っ赤にし、俺の視線を遮るように翼でその顔を隠して、

「ええと、でも、水属性の攻撃には弱かったりしますから……」

　と小さな声で言った。

「あー、元素の対立か。確か火と水、地と風、光と闇やみがそれぞれ対立してるんだっけ」

　授業で習った、この世界の基本的な法則を思い出しつつ言った。魔法やモンスターはいずれかの属性の特性を強く有していて、それが得意技にも弱点にもなるのだ。

　簡単に言えば、火属性のモンスターは水属性の敵に多くのダメージを与えられるが、水属性の敵や魔法から食らうダメージも大きくなる。地と風も、光と闇も同じ関係にある、というわけだ。

　それはさておき、つまり、ダリルは火属性に対して完全無効の耐性を持った武闘家なのだった。

　──落ちこぼれどころか、メチャメチャ有能じゃねえか……？

　確かに、空も飛べず、背に騎き士しを乗せることもできないのでは、ドラゴンとしてはダメなのかもしれないが……。

　とにかく、優秀な戦力を加えて、イルザと柚ゆ比び坂さかとメイドさんたちにもモンスターを蹴け散ちらしてもらい、危なげなくダンジョンを出ると、目の前に広がったのはひたすら密集した木々ばかりだった。どうやら、森の中に出たらしい。

「こんなところ、走ったっけ？」

「さあ？　どうでございましたかしら」

　俺おれの問いに、イルザが首を傾かしげた。

　さあって、あんたなあ……。

「あ、あの、見た目ほど深い森じゃないですよ。あと何日かすれば、この辺も開かい墾こんされると思います……」

「あ、そうなのか」

「は、はい……。ええと、こっちです」

　ダリルの案内で、森の中を進み始める。

　が、少し進んだところで、

「ずいぶん大きく回り込むように進んでいるようですが、何な故ぜでしょうか」

　とメイドさんの一人が先頭を行くダリルに訊きいた。

「それは……その、まっすぐ行くと気持ち悪い沼があるので……」

「沼？」

　そう聞いて、俺は腕を組んで考え込んだ。

　沼、か──。

「志し度ど君、私は念のため、見てきた方がいいと思うのだけれど」

　柚比坂も、少し考え込んで言った。

「どっちが正解だろうな。確認しておくべきか、近寄るのを控えるべきか」

　沼と言えば、水に関係があるワードだ。

　俺たちのやりとりで、シェリスとティーナもそれに気付いたのだろう、二人して腕を組んだり頭を捻ひねったりし始めた。

「ダリル、その沼はどんなふうに気持ち悪いんですの？」

　シェリスが訊いた。

「え？　ええと、真っ黒に濁にごったドロドロの泥沼なんですけど、ブクブク泡が出ていて、なんだかその沼の周りだけもわーっと生温かい空気で、しかも変な臭いがして……」

「それは確かに気持ち悪い」

　ティーナがうんうんとうなずいた。

「でも、日の水とも白き水とも違う気がしますわ」

「確かに、黒く濁にごってドロドロした沼の水なんて、真逆って感じだよな」

　少し、過か敏びんになりすぎかもしれない。

「まあ、仮に関係ある水だったとしても、見たり触れたりしただけでクリアにはならないだろうしな。確認くらいはしておくか」

「ですわね」

「異議なし」

　シェリスとティーナがうなずいたその脇で、

「どういうことでございますの？」

　とイルザが首を傾かしげた。メイドさんたちも、ダリルも不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

「じゃあ、道々話そう。とりあえず、その沼に案内してくれないか」




　案外あっさりとたどり着いたその沼は、確かにダリルの言うように、気味の悪い沼だった。ブクブク泡が出ているのも、もわっと生温かい空気が漂って、ほんのりと卵が腐ったような臭いがしているのもそうだが、何より俺おれに怖いと思わせたのは、沼と陸地の境目が曖あい昧まいな点だった。

　水の黒さと、生い茂った草木のせいで、どこからが沼なのか今ひとつ判はん然ぜんとしないのだ。

「これは落ちる気がするな……」

　高いところからは落ちると思った方がいい。水があったら、やっぱり落ちると思った方がいい。

　長いこと運の悪い人生を送ってきた結果、俺が悟った境地である。あのマグマの川に落ちずに済んだのは、僥ぎよう倖こうとしか言い様がない。

「そんなこと、わたくしが絶対にさせませんのでございますわ！」

　高らかに宣言しながら、イルザが俺の腕を摑つかもうと近づいてきた。

「だーかーらーっ！　イルザは隙すきあらばヨシュア様にくっつこうとするのをやめるべきですわ！」

　シェリスが俺とイルザの間に割って入ろうとする。

　その拍子に、どん、とシェリスが俺にぶつかった。

　ほら。

　もう諦あきらめの境地に近い。まあ、トゲトゲ鉄球が飛んでくるより遥はるかにマシか。

　シェリスにぶつかられて吹っ飛ばされ、刻こく一いつ刻こくと近づいてくる泥水の水面を見つめながら、俺おれは思った。

　いずれにしても、運が悪いことには変わりはないけどな。

　そして俺は、ばしゃーんと泥水に顔面から突っ込むことになった。

「きゃーっ、ヨシュア様！　ごめんなさいごめんなさい！」

「ちょっと、シェリス！　わたくしのヨシュア様に何をするんでございますの!?」

「ヨシュア殿はイルザのものじゃない」

「ど、ど、どうしましょうどうしましょう……」

「ちょっと、言い争ってないで志し度ど君を助ける方が先でしょう!?」

　大騒ぎする女の子たちに、俺は泥水の中から、ペッペッと口に入った泥を吐き出しつつ、

「いや、大丈夫だ」

　と声をかけた。

「足が付くどころか、スネくらいまでしか深さがないし、溺おぼれようがない」

　沼の泥水の中で尻しり餅もちをついたままでも、立てた膝ひざも腰から上もバッチリ水面の上に出ている。

「だったら早く上がってきなさいよ。浅い沼でも、どんなモンスターが潜んでいるかわかったものじゃないわよ」

　確かに、柚ゆ比び坂さかの言う通りだ。

「ヨシュア様、本当にごめんなさいですわ」

　申し訳なさそうに、シェリスが手を差し伸べてくれた。

「いや、気にすんなって」

　シェリスの手を摑つかんで、立ち上がろうとする。

　が。

「うわっ!?」

「きゃあっ！」

　ずるり、と沼の底の泥に足を滑らせて、俺は後ろへと倒れ込んだ。シェリスの手を摑んだままで。

　シェリスの筋力なら、俺の体重くらいは余裕で支えられただろう。たぶん、あのトゲトゲ鉄球は俺より重い。

　しかし、俺が足を滑らせることまで予期していなかったのか、シェリスは俺に引っ張られる形で盛大にバランスを崩した。

　結果、俺はまた沼の水の中に尻をつくことになり、シェリスは俺の胸に飛び込むみたいな格かつ好こうで倒れ込んできた。シェリスのちんまりとした身体からだはスッポリと俺の胸の中に収まってしまう。

　何このジャストフィット感。まるで子犬でも抱いたみたいな感覚だ。

　と、まあ、なんだかシェリスと沼の水の間に俺おれが入ったような格かつ好こうになったわけだが、当然フリフリのゴスロリアーマーが濡ぬれないような完かん璧ぺきなガードができるはずもなく。

「あーもう……。すまん、シェリス。大丈夫か？」

　沼の水の中で尻しり餅もちをついたまま、胸の中のシェリスを見やる。

「あ、あ、あう……」

　シェリスは俺の胸に密着した顔を真っ赤にして、目をぐるぐるさせながら金魚のように口をパクパクさせていた。

「おい、ホントに大丈夫か？　どこか打ったか？」

「単にヨシュア殿の魅み力りよくにメロメロになってるだけだから問題ない」

「っていうか、いつまでくっついていますの!?　羨うらやましすぎでございますわ！」

　しかし、何を言われてもシェリスは反論どころか立ち上がることもままならないようだった。

「志し度ど君、シェリスさんも、早く出ないとさすがに風か邪ぜを引くわよ」

「ああ、わかってる。まあ、水は変に温ぬるいから風邪は大丈夫だと思うが、モンスターは怖いよな。よっと」

　シェリスに引っ付かれたまま、無む理り矢や理り立ち上がり、シェリスをお姫様抱っこで持ち上げた。小柄ながらも、ズシッとくるのはさすがに戦士か。しかし、それでも俺が持ち上げられるくらい小さい、このふにふにした柔らかい身体からだのどこにあのトゲトゲ鉄球をぶん回すパワーがあるのかもの凄すごく不ふ思し議ぎだ。

「はわわ……」

　さらにシェリスが顔を赤くする。もうピンク色の髪の毛とほとんど変わらない。

「ヨシュア殿、さすがにそれはずるい……！」

「わ、わ、わたくしも、この沼に落ちればヨシュア様にお姫様抱っこで助けてもらえるんでございますの……？」

　イルザがバカなことを言い出して、こいつは本気でやりかねないぞ、と思ったが、その矢先、

「シェリスお嬢様は救世主様を助けようとしてああなったのでございます」

「お嬢様、勝手に飛び込んだ人を助ける義理は救世主様にはございませんよ？」

「もし本気でなさるのでしたら、汚れたゴスロリアーマーはお嬢様ご自身でお洗いくださいますよう」

　メイドさんたちが容よう赦しやないツッコミを入れてくれた。

「マジでやめてくれよ、もう沼に入りたくないから」

　俺はシェリスを抱えたまま、抱きかかえたシェリスの心地いい温ぬくもりや柔らかさと、生温かい水を吸って張り付く服の気持ち悪さとの両方を感じながら、沼から出た。

「シェリス、立てるか？」

　訊ききながら、シェリスを地面に下ろす。

「は、はいですわ……」

　赤い顔のままうなずきはしたものの、なんだかシェリスはフラフラしているようで危なっかしい。

「シェリスお嬢様、泥をお拭ふきいたします」

「救世主様も」

　メイドさんたちが荷物からタオルを取り出して言ってくれたが、

「あ、俺おれは平気なんで、シェリスをお願いします」

　そう言ってシェリスの背をメイドさんたちの方に押した。

　そして、自分の惨さん状じようを見やる。

「あーあー、ウエストポーチの中まで泥まみれだ。あれ、でも『冒険の書』は水も泥も弾はじいてるな。一番濡ぬれたらダメージがでかいと思ってたのに」

「冒険者が使うマジックアイテムは、たいてい防水の魔法もかかっている。シェリスのゴスロリアーマーも、帰ったら洗う必要はあるけど、拭いただけで結構綺き麗れいになる」

「へえ、そういうもんか」

　実際、メイドさんたちの手によって、シェリスのゴスロリアーマーは急速に泥汚れが落とされていっている。布に泥水だというのに、シミになっているようにも見えない。

　試しに『早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアー』についた泥を払ってみると、革製にもかかわらず、水が染みこんだ感じもなかった。うはあ、魔法すげえな。便利すぎる。

「ねえ、志し度ど君」

　ジッと沼の水面を見つめたまま、柚ゆ比び坂さかが言った。

「沼の水が温ぬるいって、本当？」

「ああ。でも、逆に気持ち悪いぜ」

「そう……」

　返事をしながら、なおも柚比坂の目は水面へと注がれている。

「沼と言っても、単なる水たまりではなさそうね。あの岩の上から小さなせせらぎが流れ込んでいるわ」

「あ、ホントだ。でも、あの泡が出てるところ、あそこから水が湧わき出だしたりもしてそうだけどな」

「……そうね。それに、この臭い……」

　考え込むように、柚比坂は腕を組んだ。

「とにかく、早く帰ろうぜ。確認もしたし、着替えたいし」

「あーん、ヨシュア様、本当にごめんなさいですの」

　メイドさんたちに服の泥を落としてもらって、ようやくいつもの調子に戻ったシェリスが駆け寄ってきて言った。

「ああ、いや、気にすんなって。こっちこそごめんな、沼の中に道連れにしちまって」

「そんな……。も、元はといえばわたくちのせいですし……」

「いつもより被害は少ない。服を汚してるのが血液じゃないだけでかなりマシ」

「かもな。死んでないし」

　俺おれたちのやりとりに、ダリルは、

「……ふ、普段はどんな冒険をしてるんですか……？」

　と、恐ろしいモノを見るような目で怖々訊きくのだった。





　　　　＊






　森を抜け、木を切ったり土地を平ならしたりといった開かい墾こんに精を出す大人たちや、開墾している現場に簡易的なバリケードを設置して警備に当たる警備隊の人たちに会え釈しやくをして、ようやく街に戻ってきた。

　ああ、動く度に濡ぬれて張り付いてくる服が気持ち悪い。ブーツの中に入った水がグチャグチャ音を立てて鬱うつ陶とうしい。早く着替えたい。

「あの、せめてきちんとお礼をしたいので、母の店まで一緒に来て頂きたいんですけど、ご迷めい惑わくでしょうか……？」

　ダリルが申し訳なさそうに、おずおずと言った。

「いや、こっちも助かったんだし、別に気にしなくても……」

　早く着替えたくてそう答えた俺だったが、

「やっぱり、あたしみたいな中途半はん端ぱな落ちこぼれとは一分一秒だって一緒にいたくないですよね……。いえ、わかってます。そうじゃないかと思ってました。あたし、何をとち狂っていたんでしょう、畏おそれ多くも救世主様に向かって。これからは分ぶん相そう応おうをモットーになるべく世界の隅っこの方で目立たないように生きていきますので……」

　ずーんと暗い顔でうつむいて、ダリルはブツブツとネガティブな方向へまっしぐらに沈んでいき始めた。尻尾しつぽまでがいじけたように地面でのの字を書いている。

　え、そこまで落ち込むか……？　と困ってしまったところに、柚ゆ比び坂さかから肘ひじ鉄てつを食らわされた。

「そ、そういうことなら、お邪じや魔ましようかな……」

　肘を食らって痛む脇腹をさすりながら、俺は一瞬で意見を変えた。

　パッと、ダリルの顔が明るくなる。

「めんどくさい子でございますわね」

　うん、イルザ、お前がそれを言うのはどうなんだ。

「でも、その前に着替えを買いたいんだけど、いいよな？」

「はい……！」

　少し控えめだが、しかしさっきまでの沈んだ顔とは雲うん泥でいの差の笑顔で、ダリルはうなずいた。




　ダリルのお母さんがやっているという店の『龍りゆうの鱗うろこ亭』は、本当に小さな飲食店だった。四人がけのテーブルが二つと、カウンター席が五つ。

　立地も、酒場やレストランがズラリと並ぶドワーフの地下工房街（地上部）ではなく旧市街の端、しかも大通りに面してもおらず、入り組んだ路地の中である。ちょうど夕方前の時間で、今は営業時間ではないらしく、お店の中にお客の姿は見えなかった。

「お母さん、新種のカエンダケを採ってきたよ……！」

　ダリルがカウンターのさらに奥に声をかける。

「遅おっせえ！　いつまでかかってんだい、この不良娘は！」

　エプロンで手を拭ふきながら顔を出したのは、いかにも戦士といった風体の大柄な女性だった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体は二メートル近く、燃えるような赤い髪を無む造ぞう作さに束たばね、左の目は刀かたな傷きずで塞ふさがっている。

　え、これがダリルのお母さん……？　似てねえ。激しく似てねえ。

「不良娘って……」

　柚ゆ比び坂さかが呟つぶやく。

「ああん？　学院にも行かず、冒険にも出ない娘が不良じゃなくてなんだっていうんだい」

「なるほど、確かに、この世界の常識に照らし合わせるとそういうことになるのね……」

　納得したような、それでも釈しやく然ぜんとしないような、微妙な顔で柚比坂が言った。

「この世界……？　っていうか、あんたら誰だい？」

「あ、この人たちは……」

　ダリルが言いかけたそのとき、俺おれたちの背後、店の入り口から息を切らせた黒いドラゴンが顔を出して、

「ランサープさん、大変だ！　あんたの旦だん那なが倒れて病院に担ぎ込まれた！」

　と叫んだ。

「え……？」

　驚いた顔のまま、ダリルとダリルのお母さんの動きが止まる。

　俺たちも、急なことに声さえ上げられない。

　まるで、空気が凍りついたようだった。





第三章▼　お節介シミュレーション




　ダリルのお父さんは、病院に担ぎ込まれはしたものの、命に別状はないらしい。

　病院でそれを聞いてホッと胸を撫なで下おろし、とりあえず、俺おれたちは帰ることになった。親族でもないし、当事者のダリルやお母さんに気を遣わせるのも申し訳ないし。

　さらに、もう夕刻で門限が迫っているとかで、イルザもメイドさんたちに引きずられて帰って行った。

「まあ、とにかく、よかったな。この世界、魔法でパッと治るんだろ？」

　帰り道、歩きながら俺が言うと、シェリスもティーナも渋い顔をした。

「あれ？　違うのか？　だって、俺なんか死んでも生き返ってるだろ？」

「ヨシュア様の場合はそうですけど、なんでもかんでも魔法で治るわけではありませんわ」

「そういうものなの？」

　柚ゆ比び坂さかも首を傾かしげた。

「治ち癒ゆの魔法は、体内の水分に働きかけて自然治癒力を活性化させる魔法。だから、外がい傷しようや外部から菌が入り込んだことが原因の病気なら理論的には治せる。でも、先天的な障害や、身体からだの組織が悪い変化をするような病気は魔法だけじゃ治らない場合が多い」

　医い療りよう機関でときおりバイトもしているというティーナが説明してくれた。

「じゃあ、そういう病気の場合、ゲームガルドでは治す術すべはないの？」

　柚比坂の問いに、ティーナは首を横に振った。

「たいていは、治癒魔法をかけ続けながら、患かん部ぶを切除するような手術で治すことになる」

「ふうん、その辺は俺たちの世界とそう変わらないのか。魔法も万能じゃないんだな」

「それはそう。魔法だって技術の一つに過ぎない」

　つまり、ダリルのお父さんも、今は命の別状はないけれど、原因によっては必ずしも大丈夫だとは限らない、ってことか。

「あと、私たち冒険者は格安で優先的に魔法をかけてもらえるけど、引退した大人はそれなりの額の医療費が請求される。大がかりな手術となれば、費用もバカにならない」

「世せ知ち辛がらい話だなあ」

　いずれにしても、無事を祈るばかりだ。
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　翌日、ただでさえ学院に来ていなかったというダリルはやはり姿を見せなかったらしく、午後になって様子を見に行こうか、という流れになった。

「物もの見み遊ゆ山さんみたいに見に行くのはどうなのかしら……？」

「でも、アンナ様、あんなふうに関かかわっておいて知らんぷりっていうのもどうかと思いますわ」

「それはそうだけれど……」

「ごちゃごちゃ考えるくらいなら、パパッと行ってみるべきでございますわ！」

「っていうか、どうして今日もイルザが一緒にいますの!?」

「申し訳ございません、なんとか止めようとしたのですが」

「わたくしどもの力が足りないばっかりに」

　メイドさんたちが申し訳なさそうに頭を下げるが、まあ、昨日と違って困った行動を取ったわけでもないし。……今のところは。

　そんなやりとりをしながら病院に赴おもむくと、待合室でダリルとお母さんが暗い顔で話し合っていた。

　まさか、と駆け寄って声をかけて話を聞いたところ、とりあえずダリルのお父さんは無事で、容よう態だい的にも特に危険はないらしい。

　少し安心した俺おれたちだったが、

「でも、その……医い療りよう費とか、お父さんの会社の経営とか……色々困ってしまって……。特にお父さんのタクシー会社は、何人ものドラゴンを抱えていますし……」

　ダリルはうつむいて、現在直面している問題についてポロリとこぼした。

「ダリル、やめな」

　真剣な顔で考え込んでいたお母さんが鋭い声で言う。

「他よ所そ様さまに聞かせる話じゃないよ」

　ダリルが「はい……」と小さな返事をして黙り込んだ。

　俺は腕を組んで、どうしたものかと考え始める。

「志し度ど君、もしかしてお節せつ介かいなことを考えているの？」

「まあな。困ったときはお互い様、袖そですり合うも何かの縁、だろ？　昨日一回だけとはいえ、ダリルとは一緒に冒険した仲だしさ。基本、ゲームのイベントは困った人を助けることで進むもんだし。それに、どうせクエストも解くなって言われててやることもないしな」

　俺の言葉を聞いて、柚ゆ比び坂さかはにっこりと微笑ほほえんだ。

「その考え方、嫌きらいじゃないわ」

「さすがヨシュア様とアンナ様ですわ！」

「私も賛成」

「さすがヨシュア様、高貴なものの考え方でございますわ！　では、さっそくお父様に相談して、イステシア家がお金の工く面めんを……」

「待って。当面のお金さえ用立てられればいい、ってものじゃないでしょう？　借りたお金は返す必要だってあるんだもの、それでは解決したとは言えないわ」

「わたくしの好意に文句があるんでございますの!?　さては、ヨシュア様の許嫁いいなずけであるわたくしに嫉しつ妬としているんでございますわね！」

　憤ふん慨がいするイルザだったが、

「いいえ、お嬢様。お嬢様は別に許嫁でもなんでもございません」

「それに、お金を出せば解決なんて高貴なものの考え方とはいえません」

「嫉妬なんて言いがかりも甚はなはだしい、卑いやしい考え方でございます」

　そのイルザに対して、メイドさんたちが、俺おれたちが言いたかったことを全部代弁してくれた。

「まあ、融ゆう資ししてもらうにしても、ちゃんとそれが利益につながる使い方をしないとダメだよな。問題は、どうやって医い療りよう費を捻ねん出しゆつしたりタクシー会社のドラゴンたちを養えるくらいの黒字を出すか、だ」

「ちょっと待ちな」

　ダリルのお母さんが、怒ったような顔で立ち上がった。

「子どもが大人の事情に口を出すんじゃないよ。倍働いてでもなんとかする、それが大人の意地ってもんだ」

「それであなたまでぶっ倒れたら、ダリルはどうするんですか」

　反論しようとしたダリルのお母さんの口の前に、ティーナがクッキーを突き付けて、

「まず、これでも食べて落ち着くべき」

　と静かに言った。

　そして俺や柚ゆ比び坂さかを見て、ティーナは、

「一つ提案がある。ダリルのお母さんは料理屋さんをやっているのだから、バカ売れする看板メニューを出せばいい。この前アンナ殿が作ってくれた『ラーメン』を救世主の世界の食べ物と銘めい打うって売れば、絶対に繁はん盛じようすると思う」

　ポン、とシェリスも手を打った。

「ナイスアイデアですわ！　あれなら絶対大ヒットしますわ！」

「なるほど、確かにそれはいけるかもしれない……！」

「そうね。日本のラーメンは今や外国人観光客にも人気があるし、国籍を問わず通用する味であることは証明されているわ」

　盛り上がる俺たちのやりとりに、ダリルのお母さんは、

「救世主の世界の食べ物って、あんたたち、いったい……」

　と愕がく然ぜんとしたように呟つぶやいた。

「あ、そういえば、昨日はいきなりあんなことになって自己紹介してませんでしたっけ。俺、志し度ど義よし弥や──ヨシュア・シドっていいます。なんだかよくわからないうちに救世主とか呼ばれてるみたいです」

　俺おれは「どうぞよろしく」と、にっこり笑って言った。
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　場所を『龍りゆうの鱗うろこ亭』に移して、柚ゆ比び坂さかは、

「まず、一度実際に食べて頂きます。厨ちゆう房ぼうをお借りしますね。それと、シェリスさん、麵めん作りを手伝って」

　と言いながらカウンターに買い込んできた食材を置いた。

「こねる作業ですわね！　了解ですわ！」

　一度手伝ったことのあるシェリスも、カウンターの内側にいそいそと入り込む。

「これから少し時間はかかりますけど、事前に仕込みさえしておけば、注文を受けてすぐ出すことも可能ですから」

　説明しながら、柚比坂が調理を開始した。

　ほう、とダリルのお母さんが柚比坂の手際に感かん嘆たんのため息を漏らす。

　さて、前回の感じだと、完成まで一時間くらいかかるはず。商品にするとなれば、もっとクオリティアップを図るかもしれないから、もっとかもしれない。

　その間、ボーッと待ってるのももったいない。

「さて、待ってる間にできることは……」

　カウンター内の設備や、その奥の厨房を覗のぞき込こんだ。料理が得意でもない俺が、何度か行ったことがある程度の記憶を頼りにラーメン店の設備を思い出そうとしたところでどうにもならない気がするが、少なくともたくさんの麵を一度に茹ゆでたり、大量のスープを煮込める設備や大きな寸ずん胴どうなどが必要になる気がする。あと、ラーメン丼。

「さっき融ゆう資しの話がでましたけど、本当にイステシア家からいくらかでも貸してもらえるもんですかね？」

　イルザではなく、メイドさんたちに訊きいた。

「それはもちろんでございますわ！」

　うん、イルザの返事はどんなに即答でも元気が良くても、今ひとつ信しん憑ぴよう性せいがない。

「どうでしょうか。真面目まじめなビジネスの話となると、わたくしたちでは判断いたしかねますが」

「それはそうか。じゃあ、そのイルザの金色の戦せん斧ぷの代金を待つ代わりに、融資について前向きに検討してもらう、ってのはどうです？」

「なるほど……。やはりわたくしどもではお返事はいたしかねますが、大おお旦だん那な様には救世主様がそう仰おつしやっていたと責任を持って申し伝えますので」

「頼みます。うーん、あと巻き込めそうなヤツと言えば……リックか」

　リック・ヘンドリー。

　積極的に冒険に出ることを放ほう棄きした村人クラスの学生ながら、ゲームガルドの最大手商会、ヘンドリー商会の経営陣に連なる御おん曹ぞう司し。

　たぐいまれなる容姿を持っているものの、ただそれだけの優やさ男おとこ。

　──だと思っていたのだが、

　俺おれが見かけた光こう一いち郎ろう──と思おぼしき人物が話し込んでいたのがリックだった。事情の説明を求めたが、リックはすっとぼけるのみ。あの日以降、頼まれなくても会いに来ていたリックは、一度も顔を見せていない。

　たまたまなのか、避けられているのか。

「なあ、シェリス。携帯典でん話わを貸してくれないか」

「え？　あ、はい。どうぞ、ですわ」

　カウンター越しに、シェリスが水すい晶しよう玉を埋め込んだ木製の板を差し出した。それ──この世界の携帯電話──を受け取る。

「詳しい使い方は、ティーナに訊きいてくださいませ」

「わかった。サンキュ」

「使い方といっても、別に難しくはない。耳元に当てて、話したい相手を念じればいいだけ。知ってる相手が携帯典話を持っていれば、それでコールされる」

「番号とか必要ないのか。しかも知らない相手からかかってこないとか、ずいぶんと便利だな」

　不便な局面もありそうではあるが。

　早速、典話を耳元に当てて、リックのムカツクくらい整った顔を思い浮かべる。

「くそ、出ねえな」

　携帯典話を持っていないのか、それとも無視してるのか。御曹司で、しかももう商売に少しでも関かかわっているのなら、持っていないとは考えにくい気もするが。

　諦あきらめて、俺は典話をかける相手を変えた。

　街のあちこちに大きな店舗を構えるヘンドリーマジックショップの、エルフ街店。文字通りエルフの魔法商店街にあるお店だ。

　そこのエルフの店長さんの顔を思い浮かべた。お店なら携帯じゃない典話もあるだろうし、まさか「救世主一行の御ご用よう達たし」を名乗っておきながら出ないということはないだろう。

『はい、ヘンドリーマジックショップ・エルフ街店です』

「あ、ヨシュアです」

『あらあら、毎度ありがとうございます。またタリスマンのご注文ですか？』

「そうですね、使った分を補充したいってのはありますけど、今回は別件です。リックと連絡を取りたいんですけど」

『若わか旦だん那な？　今日は来てませんけど』

「じゃあ、機会があったら、儲もうけ話があるから顔を出せって伝えておいてください」

『儲け話!?　あらまあ、それってなんです!?』

　うわ、食いついてきた。さすが商売人。

「リックが来たら話しますよ。じゃあ、近いうちにタリスマンを注文しに行きますんで」

　典でん話わを耳から離す。集中をやめると、自然と典話の接続が切れた。

「さて、あとは──」

　どんなに美お味いしいラーメンが作れても、この立地ではいきなり大だい繁はん盛じようは難しい。救世主の世界の料理、とはいっても、それを広く情報として拡散できなければ意味はない。

　設備の改修にかかる時間も考えれば、悠ゆう長ちように口コミで評判が広がるのを待っているのもいい手とは言えない気がする。

「何か、もう一つ決め手がいるな……」

　その辺の戦略を練るためにも、大手商会のノウハウやコネクションを持っているリックの協力が不可欠、か。




　言うまでもないことだが、柚ゆ比び坂さかが作った塩ラーメンは、今日も大好評だった。おかげで、ダリルのお母さんも乗り気になってくれたようだ。
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　夕食時。

　屋や敷しきでの食事では、毎食味み噌そ汁しるが飲める。これは素晴らしいことだと思う。

　午後にラーメンを食べたから、と豚汁とおにぎりの軽めの夕食を取りながら、その幸せを嚙かみしめる。

「この具だくさんのミソシルは美味しいですわね！」

「こっちのオニギリも、米のボールの中におかずを詰めるのはすごいアイデア。これなら冒険にも持って行ける」

　どうやら、朝食の味噌汁が不評だったのは食たべ応ごたえも関係あったらしい。

　ちなみに、おにぎりの具は挽ひき肉にくと刻んだタマネギを味噌で炒いためた、いわゆる肉味噌だ。これがご飯に合いすぎて困る。

　こうなってくると、海の苔りがないことが残念でならない。湖で海苔って採れたりしないんだろうか。

「どうした、柚比坂」

　褒ほめられまくっているというのに、浮かない顔をしている柚ゆ比び坂さかに訊きいた。

「ええ、ちょっと、ラーメンの限界を感じているの」

　驚いて、俺おれとシェリスとティーナは顔を見合わせた。

「絶対大丈夫ですわ！　今日もすごく美お味いちかったですもの！」

「同感。あれを嫌きらいな人がいるとは思えない」

「それとも、何か問題でもあったのか？　設備とか、ダリルのお母さんが上う手まく作れないとか」

「いいえ、そういうことではないの。最悪、火さえ使えればラーメンは作れるし、ダリルさんのお母さんもさすがにプロだけあって、もうレシピも把は握あくしているわ。でも……」

　柚比坂は一度言葉を切って、俺を真まっ直すぐに見つめた。

「ねえ、志し度ど君。志度君なら、ラーメン一杯にいくらまで出せるかしら？」

「え？　うーん、そりゃ安いに越したことはないけど、相そう場ば的には七〇〇円とか八〇〇円くらいか？　一〇〇〇円超える店もあるけど、さすがにそのくらいになると高いと感じるかな。ゲームガルドで言うと、銀貨一枚以下、銅貨で七、八枚ってところか」

「そうよね。私もそう思うわ。ラーメンは決して高級料理じゃないもの。気取らず、気軽にパッと食べられる大衆料理であるべきだと思うの。たくさん売るためには、高すぎる価格設定は命取りだわ」












「そりゃそうだ」

「でも、そのくらいの価格設定でさっきざっくりと原価と売り上げを計算してみたのだけれど、利益率的に厳しいんじゃないかって気がしてきたのよ」

「……そうなのか？」

「仕込みの手間も考えれば、一日に用意できる量にも限りがあるわ。お客さんが仮に絶え間なく来てくれたとしても、売り出せる上限は決まっているでしょう？　もちろん、親子が三人で生活するだけなら問題ない収入になると思うわ。融ゆう資ししてもらったお金を少しずつ返すのも、そんなに問題はないと思う。でも、医い療りよう費やタクシー会社の維持まで考えると、さすがに足りないわ」

「ふーむ」

　俺おれは豚汁のお椀わんをテーブルに置いて、腕を組んだ。

「タクシー会社のドラゴンには出前でもやってもらえばいいと思っていたけど、商品の数の問題となるとどうにもならないな」

「出前って、デリバリーのことですの？　それ、ドラゴンには難しいと思いますわ」

「飛ぶと揺れるからスープがたくさんこぼれそう。しかも、ドラゴンは不器用だから、届け先で器を上う手まく持てない気がする」

「……マジか」

　そんなに不器用か、ドラゴン。

「まあ、それでも、売り上げはこれまでよりは良くなりそうなんだろ？　だったら無意味じゃないよな。ラーメン屋計画はこのまま進めるとして、何かもう一つ手を打つ必要がある、って考えた方がいいのかもしれない」

「いっそ、広いところにお店を移転して、たくさん人を雇やとって、作る量を増やせばいいんじゃありませんの？」

「簡単に言うなって。規模を大きくしようとしたらそれだけお金もかかるだろ。博ばく打ちの度合いが一気に跳ね上がるぞ」

　経営シミュレーションのようなゲームはあまりやってこなかったが、いきなり大きな店舗を出すというのは危険すぎることくらいはわかる。せめて、何かもう一つ集客の決定打になる要素があれば話は別かもしれないが……。

「そうね。手を広げるにしても、売り出してみて反応を見て、様子を見ながら少しずつ展開していくべきだわ」

「でも、さらにお金を稼かせごうとしたら、大規模にやるか、別の方法を立ち上げる必要がある。どっちにしても、お金はかかる」

「確かにな……。元手もなしに簡単にお金を稼げたら苦労はないよな」

「あの、ヨシュア様。大規模にやることのリスクって、売れ残って損をしてしまうことですわよね？」

「ああ、まあ、簡単に言うとそういうことかな」

「じゃあ、お客さんを閉じ込めてちまえばいいと思いますの」

「無む茶ちやを言うなよ」

　シェリスのメチャクチャなアイデアに、思わず苦笑する。

　が、

「いえ、志し度ど君、それは一つのアイデアかもしれないわ」

　腕を組んで胸の谷間をアレなことにしながら、柚ゆ比び坂さかが言った。

「いやいや。さすがにそれは……」

「閉じ込めると言うと問題はあるけれど、お客さんが向こうからやって来て、一定時間お店の中とか前に居続けることになる施し設せつを作れば良いのよ」

「そりゃ理屈はわかるが、何をどうやればそんな施設が作れるんだよ？」

「あら、あるでしょう？　私たちの世界には、一定時間お客さんを拘こう束そくできる施設が、全国あちこちに」

「はあ？」

　俺おれは首を傾かしげた。マジで何を言ってるかわからない。

「降参だ。お前は何を作る気なんだ？」

「温泉よ」

「温泉……？」

　なるほど、確かに温泉旅館は一晩以上お客を拘束する。食事も提供するから、必然的に食べてもらえる。

「そういえば、ゲームガルドには宿屋ってないよな。ＲＰＧでは一番よく見る施設なのに」

「それはそうよ。せいぜい市町村程度の大きさしかないゲームガルドでは、自宅に帰れないような局面ってダンジョンの中くらいだもの。端から端まで行くとしても、ドラゴンのタクシーで空を行けばそんなにかからないじゃない」

　確かに。

「でも、そうなると温泉旅館とかは難しいよな？」

「別に宿泊してもらう必要はないと思うわ。それに、私が思い描いたのは、温泉旅館じゃなくてスパリゾートよ」

「なるほど、銭湯か。温泉を売り物にして、そこで名物料理を売る、ってのは良いアイデアかもしれないが……」

「あの、ヨシュア様。アンナ様」

　おずおずと、シェリスが言った。ティーナも、不ふ思し議ぎそうな顔で、

「オンセンって何？」

　と訊きいた。

「え？　温泉を知らないのか？」

　俺おれは驚いたが、柚ゆ比び坂さかは、

「無理もないわ。マグマさえ知らなかったということは、これまでゲームガルドには火山帯がなかったってことでしょう？　つまり、温泉もゲームガルドにはないのよ」

「そうか、温泉って地下水がマグマの熱で温められたものだっけ」

「必ずしもそれだけではないけれど、シェリスさんとティーナさんが知らなかったのだから、なかったのでしょうね」

「そりゃそうだな。でも、ただの銭湯じゃインパクト弱いし……。ん？　今、なかった、って言ったのか？　なんで過去形？」

　俺の言葉に、柚比坂がにっこりと微笑ほほえむ。

「あるかもしれないでしょう？　志し度ど君が落ちたあの沼は、温ぬるかったと言っていたわよね。どうして沼の水が温いの？　あの臭いも、硫い黄おうじゃないかと思うの。しかも、側そばにはマグマの川が流れるダンジョンがあったわけでしょう？」

「え……。じゃあ、あの沼は温泉だっていうのか!?」

「黒いお湯の温泉もあるのよ。まあ、あの沼は十中八九、泥の色だと思うけれど」

「あの、ですから、オンセンってなんですの……？」

「地面の中で温められた水が、お湯になって湧わき出だしている状態や場所のことを言うの。私たちの世界、特に私たちが住んでいたところにはたくさんあったのよ」

「まあ、お風呂のすごいバージョンだな。お湯に含まれる成分によって、健康に良かったりするんだ」

「そんな現象が……。やはり異世界はよくわからない」

「そういうお湯が湧いてるところにでっかい浴よく場じようを作って、みんなで入るんだよ」

「み、みんなでですの!?」

　シェリスが顔を真っ赤にして驚いたように言った。

「もちろん、基本的には男女別よ？」

「あ、そ、そうですわよね……」

「混浴って言葉もあるけどな」

　じろり、と柚比坂に睨にらまれた。

「い、いや、別に混浴がいいとかじゃなくて、そういうところもあるって事実を述べただけでだな……」

　なぜ俺は疚やましくもないのに言い訳しているんだろう。

「とにかく、幸い、この世界にも入浴の習慣はあるもの。きちんとした権けん威いある機関に効能を証明してもらって、異世界の文化ですって大々的に宣伝すれば、より効果的にお客さんを集められると思うわ」

「ラーメンを食べて汗をかいて、温泉でその汗を流す、か。悪くないな」

「確かに、熱々のラーメンは食べると身体からだが熱くなっていっぱい汗が出ますものね！」

「同感」

「だったら、味み噌そ系がいいな。ピリ辛にして、汗だくになってもらった方が温泉が活いきる気がする。あと、風呂上がりには冷たい飲みものやデザートもあるといいな」

「すごく美お味いしそう……！」

「それなら、味噌を作るときに麴こうじを分けてもらった酒場が味噌の販売にはずいぶん乗り気だったから、一から作らなくても味噌は仕入れられると思うわ」

「いいな、なんか風向きが良いっていうか、色んなことが好都合だ。それに、そういう施し設せつなら、送迎要員としてドラゴンも活用できそうだしな。少なくとも出前よりは」

「まあ、実際にあの沼について調べてみて、本当に温泉なのか、そして害がないお湯なのか、効能があるのかをしっかり確認してみなければ机上の空論だけれど」

「だな。まずはそこからか」

「じゃあ、明日また沼まで行ってみる必要がありますわね」

「このオニギリをたくさん持って行くといいと思う」

　五個目のおにぎりを平らげながら、ティーナが言った。

「ピクニックじゃないんだから」

　当たり前のように六個目に手を伸ばす食欲に苦笑しながら、言う。

「まあ、いいんじゃないかしら。ダンジョンに潜るわけでもないし、学食やレストランで食べるよりは安上がりだわ」

　柚ゆ比び坂さかがそう言った瞬間。

　ばーんと食堂の扉が勢いよく開かれた。

「話は聞かせてもらったのでございますわ！」

　イルザだった。おい、鍵かぎは。玄関どうやって開けたんだ。斧おのか。また扉を壊したのか。

「そういうことなら、予行演習が必要でございますわね！」

「ちょっと、イルザ、なんなんですの!?」

「もう言ってる意味がわからない」

「言ってる意味だけじゃなくて、行動も理解不能よ……」

　我がパーティの女性陣の声などどこ吹く風で、イルザは堂々と食堂内を闊かつ歩ぽして俺おれへと歩み寄ってきた。

「さあ、ヨシュア様、出発でございますわ」

「は!?　出発って、どこに……」

　言い終わる前に、俺はイルザにガッチリと腕を摑つかまれた。そして、イルザが「オーッホッホッホッホ！」と高笑いしながら、猛烈な勢いで玄関へと走り始めた。

　言うまでもなく、腕を摑つかまれたままの俺おれはついて行かざるを得ないわけで。

「またこんな展開か───────ッ！」

　そう叫んだ頃には、イルザは俺を引っ張って破壊された玄関の扉を通り過ぎて夜の街へと飛び出していた。




　夜の街を駆け抜けて、イルザに連れてこられたのは、俺たちの屋や敷しきより数倍立派なお屋敷だった。

「お帰りなさいませ、お嬢様。いらっしゃいませ、救世主様」

　イルザの姿を見て、入り口の前で待っていたメイドさんが門を開けた。

「お嬢様。救世主様をお招きすると仰おつしやっていたのでまさかとは思ったのですが、今回も無む理り矢や理りお連れしたのですか？」

「細かいことは言いっこなしでございますわ」

「細かくねえだろ！」

　だが、俺のツッコミはイルザの耳には届かない。メイドさんも、まさかと思ったのなら言い出した時点で止めてほしかった。

　イルザは俺の手を引いたまま、ぐんぐんと屋敷の中へと入っていく。

　そして、玄関の扉をくぐったエントランスのホールで、俺はようやくイルザの腕から解放された。

　そこへ、柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナも追いついてきた。

「まったく、イルザさん、貴女あなたという人は……！」

「勝手すぎますわ！」

「まだご飯の途中だったのに……」

　女の子たちの文句を意にも介さず高笑いするイルザと、心底すまなそうに頭を下げるメイドさんたち。まあ、いつもの光景といえばいつもの光景なのだが。

「ようこそ、イステシア家の別べつ邸ていへ！　でございますわ！」

「無理矢理連れてきておいて、よくもまあようこそなんて言えるものね……」

　柚比坂がチクリと嫌いや味みを言うが、もちろん、イルザに通じるはずもない。

「で、なんで別邸とやらに俺たちを連れてきたんだ？」

「それはもちろん、予行演習のためでございますわ！」

「なんの予行だよ」

「それはもちろん──」

　イルザはまた俺の腕を摑んで引っ張って、廊ろう下かを走り抜けて突き当たりのドアをバーンと開け、さらに奥のドアを開けた。

「これでございますわっ！」

　ドアの向こうに広がっていたのは、俺おれたちの屋や敷しきの風呂の一〇倍はあろうかという大浴よく場じようだった。綺き麗れいに磨みがかれた石の床も、お湯を吐き出す水みず瓶がめを抱えた美女の像も、ただでさえ豪ごう奢しやな趣しゆ味みのゲームガルドにおいても群を抜いてお金持ち趣味だ。

　そして、八畳間がスッポリ入りそうな広い浴よく槽そうにはたっぷりと湯が張られ、湯ゆ気げが立ち上っている。

「広いし豪華な風呂だな。でも、予行の意味はまださっぱりなんだが」

「ヨシュア様の世界のお風呂は、みんなで入るのでございましょう？　でしたら、この広いお風呂でご一緒に……」

「イルザはバカですの!?」

　追いかけてきたシェリスが、顔を真っ赤にして怒鳴った。俺もそう思う。

「よ、よ、ヨシュア様と一緒に、お、お、お風呂だなんて……！」

「じゃあ、シェリスは入らなければいいんでございますわ。みんなで入浴ということでございましたので、今回は特別にヨシュア様につきまとう有う象ぞう無む象ぞうもご一緒にと思いましたのに」

「ううっ」

　シェリス、なぜ悔しそうにたじろぐ……？

「つきまとうとか有象無象とかは引っかかるけど、そういうことなら」

　ティーナがマントを脱いできちんとたたみ、次いでビキニアーマーの上に手をかけた。

「ちょっ、ティーナさん、何をしているの!?」

　慌てて、柚ゆ比び坂さかがティーナの手を摑つかんだ。

「何って、お風呂に入るには服を脱がないと」

「わかるけど、そう言うことを訊きいてるんじゃないわよっ！」

　そこへメイドさんたちも駆けつけて、

「お嬢様！　また救世主様に御迷めい惑わくをおかけしているのですか！」

「どういうつもりで何をなさるおつもりなのか、説明してください！」

「事と次第によってはお仕置きでございます」

　とイルザに武器を突き付ける。

　しかし、イルザの側そばには俺もいるわけで。

　突き付けられた剣の迫力にビビって、俺はつい一歩後あと退ずさってしまった。メイドさんたちは廊ろう下かから来たのだから、そして俺はイルザに連れられて浴室の真ん前まで来ていたのだから、もちろん、後退った一歩は浴室へ。

　さらに、運が悪いことに、俺が踏み入れた足が着地した地点には、これだけ掃除が行き届いているにもかかわらず、どういうわけか使い古された石けんが転がっていた。

　当然、石けんを踏んだ俺おれの足は思いっきり滑る。そして大きくバランスを崩してよろめいて、吸い寄せられるように、俺の身体からだは浴よく槽そうへとダイビングしていた。

　うん、こうなる気はしてた。

　もはや悟りに近い境地で、俺は湯ゆ気げが立ち上るお湯の中に、頭から突っ込むのだった。




「本当に申し訳ございません……」

　改めて服を脱いで浴槽につかる俺に、メイドさんの一人が頭を下げた。

「それはいいんですけど、なんでこんな状況になってるんですか」

　お風呂に落ちた俺が浴槽につかっているのは言った通りだが、なぜかバスタオル姿の柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナとイルザもお湯につかっていて、さらにお目付役と称してメイドさんたちまでが浴室内に控えているという、一見夢のようだが実は居心地が悪い状況になっていた。

　なんていうか、ビキニアーマーより露ろ出しゆつ度が下がっている人もいるけど、ポロリ的な意味での防御力はダダ下がりなわけで。

　普段見ることのないシェリスの二の腕とか、上気して頰ほおを桜色にしたティーナとか、濡ぬれないよう髪を上げた柚比坂の真っ白いうなじとか、普段あんまり見る機会のないものばかりが目に飛び込んでくる。

　ああ、また雫しずくが柚比坂の鎖さ骨こつを経由して胸の谷間に吸い込まれていった。なんて目に毒な光景だろうか。

　なんだろう、スキー場では二割増しで美人に見える法則的なアレがばっちり風呂場にも当てはまるのだと再認識した。

「なんでも何も、これが当初の目的でございますわ！」

　拳こぶしを振り上げながら、イルザがザバッと勢いよく立ち上がった。

「お嬢様！　立ち上がらないでください！　バスタオルが取れたらどうするんですか！」

「別に、わたくしはヨシュア様になら見られても全然問題はございませんわ」

　無言でメイドさんたちが武器に手をかけた。

　あ、イルザが大人しくバスタオルを押さえて腰を下ろした。

「私も問題ない。むしろ望むところ」

「もー、ティーナまで何を言ってますの!?」

「こんなことを言っている人たちを野放しにはできないもの」

　なんか色々間違ってる気がする。っていうか、ほぼ全部間違ってる気がする。

「せめて水着を着るとかなかったのか……」

　その手があったか、という顔をした柚比坂だったが、他の面々はキョトンとした顔で首を傾かしげた。

「ヨシュア様、みずぎってなんですの？」

「へ？　あ、あれ？　ゲームガルドには水着ってないのか!?　暑い日に湖で泳いだりしないのか？」

「泳ぐというか、潜ることはある。湖こ底ていに入り口があるダンジョンとかに行くために」

「そういうときに水着を着たりはしないのか……」

「水着に着替えてしまうと、防御効果がなくなってしまうからじゃないかしら」

「あ、そうか。ダンジョンに行くってことは、冒険だもんな」

「あの、ヨシュア様、アンナ様、それで、水着というのは……」

「ああ、泳いだり水遊びをしたりするときに着る、濡ぬれてもいい服のことだよ」

　よくよく話を聞いてみると、あまり泳いで遊ぶという文化はゲームガルドにはないのだそうだ。湖は水を生活用水に使うほか、魚や貝などの恵みをくれる場所ということで、あまり遊ぶ場所という認識ではないらしい。

「じゃあ、こんなふうにみんなで水やお湯につかるってこと自体がゲームガルドでは少ないのか」

「ですから、予行が必要だと思ったのでございますわ！」

　もっともらしく聞こえるが、ダウトだ。絶対思いつきだろ。一緒にお風呂に入ったら楽しいかも、とか閃ひらめいただけだろ。

「でも、面白いわね。入浴の習慣は普通にあって、お風呂場も普通に個々の家にあるのでしょう？　普通、入浴の歴史は大衆浴よく場じようが先に来ると思うのだけれど」

「そういうもんなのか？」

「それはそうよ。確か、日本に家庭用のお風呂が普ふ及きゆうし始めたのは高度経済成長期だったはずだから、昭和三〇年代くらいのはずよ」

「案外、内風呂って歴史が浅いんだな」

　っていうか、なんでそんなことまで知ってるんだ、優等生。

「まあ、この世界の場合は魔法があるから、私たちの世界とは発展の仕方が違ってもおかしくはないけれど」

「あるいは、有あり瀬せさんみたいな現代日本から来た救世主が広めたのかもな」

「なるほど、ありそうね」

「でも、水着がないって温泉計画にも支し障しようが出るんじゃねえか？　柚ゆ比び坂さかがスパを思い描いてるならさ。俺おれはあんまり行ったことないけど、ああいうところって基本水着なんじゃねえの？」

「そうね。でも、場所にもよるけれど、男女別の浴場では裸はだかでよかったりするわよ」

「どうせなら、みんなで入れた方がいいと思う。私たちのような男女混合パーティはたくさんあるし、一緒に入るなら、仲間みんなでわいわい楽しめるのがいい」

「わたくちも同感ですわ」

「だとしたら、水着を作ることも考えておくべきかもしれないわね」

「まあ、別にビキニアーマーみたいに魔法を付ふ与よする必要はないんだし、そんなに難しくないとは思うけどな」

「問題は、ナイロンやポリエステルに相当する布があるかどうかね」

「へえ、水着ってそんな素材でできてるのか。でも、実際に泳ぐワケでもないし、濡ぬれても透すけないなら何を使っても問題なさそうだけどな」

「そうね。それに、誰も持っていないことが大前提だから、レンタル用に大量に用意する必要があるわよね」

「だな」

「オーッホッホッホ、わたくしの予想した通り、予行演習が問題点を洗い出したようでございますわね！」

　高笑いしながら、またイルザがザバーッと立ち上がる。

　が、

「お嬢様！」

　とメイドさんたちに睨にらまれて、すぐに大人しくしゃがみ込んだ。

　やれやれ。

　とにかく、こうして、俺おれたちの冒険は期間限定とはいえ、ＲＰＧからラーメン店の経営シミュレーションへ、そしてさらにはスパリゾートの建築シミュレーションへと変へん貌ぼうしていったのだった。





　　　　＊






『風の月一日

　ダリルの家庭の事情を手助けしようと始まったラーメン作戦は、一気に温泉を作ろうという規模にまで拡大してしまった。まあ、なんだ。冒険の世界だろうがお金の重要性は日本と変わらないわけで、結局たいていの問題はそこに行き着くのかもしれない。

　とりあえず、柚ゆ比び坂さかの言うとおり、あの沼が本当に温泉か、そして人体に害のない成分で、かつ効能があるのかどうかの確認をしなければならない。そういう分析ってどこでやってもらえるのだろう。

　あとは、あの沼周辺の土地の確保とか、銭湯みたいな施し設せつを作るのにいくらぐらいお金が必要なのかとか、調べること、考えることは山ほどある。

　うーん、悔しいけど、やっぱりリックの──というより、ヘンドリー商会の協力を取り付けないことには実現は難しいかもしれない。おそらく、イステシア家からの出資だけでは足りない気がする。

　まあ、イステシア家の方だって、まだ出資してもらえると決まったわけじゃないけど。俺おれたちの手持ちだけでなんとかなるなら楽なんだが、さすがに無理だろうな。まあ、出資は無理でも、イルザの暴走はなんとかしてほしいものだけど。

（中略）

　さて、とにかく、この大仕事が一段落するころには、クエストクリア禁止令も解かれるといいんだが。』





　　　　＊






　夜中。

　最近は寝る前に、柚ゆ比び坂さかと庭で素す振ぶりをしたり、タリスマンの使い方訓練に付き合ってもらったりしているのだが、日々才能の差を見せつけられているだけの気もする。

　実力的にも差が開く一方だし、熱意も、根性もまるで敵かなう気がしない。

「わりぃ、そろそろ限界だ。俺はもう切り上げて休むわ」

「そう。お疲れ様。私はもう少し素振りをすることにするわ」

　これだもんなあ。どんだけタフなんだ、柚比坂は。

　とにかく、クタクタだ。風呂で軽く汗を流して、さっさと寝よう。そう思って屋や敷しきに入る。そして風呂場へ行こうかと廊ろう下かを少し行くと、窓から庭を見ているパジャマ姿のシェリスがいた。

　シェリスは俺に気がつくと、慌てて窓を閉めて、

「あ、あの、すみません、庭から音が聞こえたものですから……」

　としどろもどろに言ってぺこりと頭を下げた。

「いや、別に謝らなくても。っていうか、うるさかったか？　こっちこそゴメンな」

　確かに、タリスマンの訓練は柚比坂の盾たてをダガーで突いたり、タリスマンの魔法を炸さく裂れつさせたりしているのだから、素振りよりうるさいのは間違いない。深夜なのだし、もう少し気を遣うべきだった。

「……ヨシュア様も、アンナ様も、帰るために強くなろうと一生懸命ですのね」

「まあな。特に俺はお荷物だし。それに、俺も柚比坂もあっちの世界に妹を残してきてるからな」

「そういえば、ご光こう臨りんされたときに妹さんのことを気にしていらっしゃいましたわよね。ヨシュア様の妹さんって、どんな方なんですの？」

「あれ、話してなかったっけ？」

　こくり、とシェリスはうなずいた。

　俺おれは、かいつまんで妹の──真ま理り亜あのことを話して聞かせた。

　事故で目が見えなくなったこと。それでも前向きで明るいこと。ゲームガルドのような世界を舞台にした物語が大好きなこと。それで、そういう題材のゲームを一緒にやっていること。

「後天的な失明なら、魔法で治りませんの？」

「俺らの世界に魔法がないからな。俺たちの世界の医学では、どうにもならんのだそうだ」

「つまり、ヨシュア様がゲームというものに詳しいのは、目が見えない妹さん──マリア様のためなんですのね」

「そればっかりでもないけどな。俺自身、大好きだし」

「でも」

　シェリスは小さくため息をついた。

「わたくち、マリア様が羨うらやましいですわ……。目が見えなくなってしまったことは不幸でちたけど、ヨシュア様がいつも一緒にいて優しくしてくれてたんですもの」

「別に、そんな特別なことじゃ……」

　言いかけて、シェリスが俺たち兄妹の話に、自分と学院長を重ね合わせて言っているのだ、と気がついた。

「っていうか、俺は暇ひまだったからな。多忙な学院長と比べるなって。学院長だって、シェリスも含めた学生のために頑張ってくれてるんだしさ」

「それは、わかっていますけれど……」

　シェリスはむくれた顔でうつむいた。

「ほら、斧おのの守護者のクエストを解いたあと、学院長もすげえ喜んでくれたじゃん。きっと、自じ慢まんの妹がもっと活かつ躍やくすることを期待してるんだよ」

「期待なんて……」

　シェリスが唇を尖とがらせる。

「みんな勝手ですわ。勝手に期待して、勝手に失望して、また手の平を返したように期待して……」

「そっか、シェリスの家は武門の名家だもんな。しかもお姉さんがすごい竜りゆう騎き士しとなれば、そりゃ期待されるか」

　そして勝手に落ちこぼれと言われ、肩身の狭い思いをして、今度は英雄扱いとか、凄すさまじい浮き沈みだ。そりゃあ言いたくもなるか。

「もちろん、お姉様に喜んで頂けるのは嬉うれちいですわ。でも、お姉様までわたくちに期待して、あんな無む茶ちやな量のお仕事を抱え込むなんて……。あれではお姉様がお体を壊してちまいますわ……」

　シェリスはうつむいたまま唇を嚙かんだ。

「ダリルの家もそうですわ。代々、名家というほどではないにしても、ドラゴンを輩はい出しゆつしている家系だとか。ドラゴンは生活に誰かの手を借りなきゃいけないですから、ドラゴンばっかりの家ではないでしょうけど……。でも、ダリルも立派なドラゴンになることを期待されて、それで押おし潰つぶされそうになっていますわ」

「発育とか成長とか、こればっかりは本人の努力だけじゃどうにもならないだろうしなあ」

「どうして、みんな勝手に誰かに期待したり失望したりしますの……？　放ほうっておいてくれればいいのに……」

　気持ちはわかる。俺おれも親にはよく「勉強しろ」って言われたしな。まあ、かなり諦あきらめられていた気はするけど。

「でも、他の人は知らないけど、学院長はシェリスに失望したりしてなかったんじゃないのか？」

「それは……」

「ダリルのお母さんも、口は悪かったけど、ダリルに失望したりしてないと思うぜ。だから一人で食材を取ってこいとか、冒険に行くよう仕向けたりしてるんだよ」

「……」

「ま、勝手に失望するような連中は放っておけばいいだろ。けど、そういう人と学院長やダリルのお母さんを一緒にするのはどうかと思うな」

「……それは……そうですわね……」

「まあ、期待なんて好きだからするもんなんだし、難しく考えることないと思うぜ。学院長もシェリスのことが大好きだから、いっぱい活かつ躍やくしてほしいのさ、たぶん」

「でも、わたくちが欲しいのは、わたくちのためにお姉様が忙しく頑張ってくれることじゃありませんわ……」

「じゃあ、仕事を全部投げ出して、シェリスと遊ぶために来てくれる無責任な学院長の方がいいか？」

「それは……」

「違うよな。シェリスが好きなのは、みんなのために先陣切って戦う、勇ゆう敢かんで強くてカッコイイ学院長だもんな」

「……はい」

「今、学院長はみんなのために早くクエストクリア禁止令を撤てつ回かいさせようと先陣切って戦ってくれてるんだ。大量の書類相手にな。カッコイイよ、学院長は」

　俺は言いながらシェリスの頭をくしゃくしゃと撫なでて、

「ほら、もう夜も遅いし、休もうぜ。俺も風呂で汗を流したら寝るからさ。明日はまた沼に行ったりしなきゃいけないんだから」

　と笑った。

「はい……。あの、ヨシュア様はわたくちに期待をしていらっしゃいますの？」

「いやあ、俺おれがしてるのは期待っていうより、信頼かな」

「それ、期待よりズシッと重くありません……？」

「そりゃそうだ。いざとなったら命を預けるんだから。シェリスだって、ティーナの魔法とか柚ゆ比び坂さかの強さや料理の腕を信頼してるだろ？」

「はい。あ、もちろん、ヨシュア様の頭脳だって頼りにしてますわ！」

「面と向かって言われると照れ臭いな。でも、サンキュ。というわけで、そういうもんなんじゃないか、パーティって。お互い様さ」

「そうですわね……」

「ああ。じゃ、俺は風呂場に行くから」

　そう言って、立ち去ろうとする。

　が、背後から、

「…………でも、信頼と期待は別のものだと思いますわ」

　と、とても小さな声が聞こえてきた。

「え？」

　と、振り返る。

「いえ、なんでもありませんわ。お休みなさい、ヨシュア様」












　そう言って、シェリスは走り去っていった。
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　翌日の朝。

　いつものように学院でシェリスとティーナの二人と別れ、救世主組の教室へ。

　と、授業が始まる前に、金髪碧へき眼がんの上に長身なリックがなんだか肉食獣に怯おびえる小動物のような態度で救世主組の教室に顔を出した。

「や、やあ……」

「なんでそんなにビビってるんだよ」

　思わず苦笑してしまう。せっかくのイケメンが台無しだ。

「志し度ど君が脅おどかしすぎたんじゃないかしら」

「別に、俺おれはこいつの客が知り合いに似てたから、あれは誰だって訊きいただけだぜ？」

「ええと、先に言っておくけど、あのお客さんはあのあと来てないから、名前とかも訊けてないからね？」

　なんか露ろ骨こつに予防線を張られた気がするが、まあ、今回はそれはいいとする。

「その件は、知らないなら仕方ねえよな。で、今回はまるっきり違う話なんだが」

「うん、何か儲もうけ話があるんだって？」

「ああ。できれば、ヘンドリー商会に出資をしてもらいたい話だ」

「それは……ずいぶん大きな話だね。知ってると思うけど、その規模の商談なら僕に決定権はないよ。窓口くらいにはなれるかもしれないけど」

「ああ、それでいい。で、詳しい話なんだが──」

　俺はかいつまんで、温泉施し設せつ計画のことと、ラーメン販売計画のことをリックに話した。ただし、場所はもちろん、あの沼の詳細などは伏せて、だが。話した途と端たんに先回りされて土地を押さえられたりしてはたまらない。

「うーん、ずいぶんあちこちぼかされてる気がするし、なんだかふわふわした話だね」

「そりゃあ、こっちだって全部のカードをいきなり公開はできねえよ」

「その考え方はわかるんだけど、どのみちヨシュア君たちの世界の文化を売りにするのなら、ウチの商会が出し抜くメリットは薄いよ？　手に入れたものの使い方がわからないんじゃ商売にはならないしさ」

「それ、俺と柚ゆ比び坂さか以外に異世界から来た人間がいないって前提の話だよな」

「いや、だからそんな人知らないってば……。仮にあのお客さんがヨシュア君の世界の人だったとしても、結局今回の商売は『救世主様』とか『異世界』の看板に意味があるんだから、ヨシュア君たちを出し抜いたって旨うま味みはないよ」

「志し度ど君、私も、今回のことに関しては彼の話は筋が通ってるように思うわよ」

「まあな」

　それでも勘かんぐってしまうのは、光こう一いち郎ろうの件が原因だろう。なーんか信用しきれない。我ながら、器の小さいことだ。

「とはいえ、話が進むのはお湯の成分を確認し終えたあとだ。肝心な部分が確定していない現状では、どうしたって曖あい昧まいな言い方になるさ」

「本格的な交渉はそのあと、ってことだね。わかった、一応、救世主様がウチと一緒に商売したがってる、とは伝えておくよ」

「助かる。で、助かるついでなんだが、お湯の詳しい検査とかやってくれるようなところってどこかないかな？　できれば、その道の権けん威いというか、そこの言うことならみんな信用する、ってところがいいんだが」

「それなら、『博はく物ぶつ誌し編へん纂さん局きよく』じゃないかな」

「はくぶつしへんさんきょく？」

「そう。物質に宿る魔力や元素の解析なら『魔ま導どう研究所』だろうけどね。編纂局はこの世界のあらゆる事象を記録しておくことに情熱と命を燃やしてる公的機関なんだ。変わり者の巣そう窟くつだって聞くけど、みんな行動原理が探究心とか好奇心だからね、あの人たちが噓うそをつくなんてありえない、って思われること間違いなしだよ。これまでゲームガルドで見られなかった現象なんでしょ？　きっと頼まなくても隅々まで徹底的に調べ尽くしてくれるんじゃないかな。『魔導研究所』にも協力を要よう請せいしてね」

「じゃあ、サンプルを採取して、その『博物誌編纂局』に持って行けばいいのね」

「うん。なんなら、僕からアポイントメントを入れておくよ」

「じゃあ、頼む。あ、そうだ、あとは布地とか服の専門家とかにコンタクトを取りたいんだけど」

「それなら、ヘンドリー商会に服飾関係の部署があるよ」

「そっちは私が担当するわ。志度君、水着のことなんてよくわからないでしょう？」

「ああ、そうしてもらえると助かる」

「なんのことかわからないけど、服の方は身内だから、確実にアポが取れるよ」

「お願いね」

　話がまとまったところで、始業のベルが鳴った。
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　午前中の授業も終わり、仲間と落ち合うために学食へ向かう。今日は柚ゆ比び坂さかのおにぎりを持参しているので、学食でランチを食べるつもりはないものの、それでも待ち合わせが学食なのは考えるのが面倒だったからだ。

「ヨシュア様！　今日はダリルも学院に来ていましたの！」

「だから連れてきた」

　シェリスとティーナに引きずられるようにして、

「でも、でも、ご迷めい惑わくですし……！」

　ダリルもやってきた。背中から生えたドラゴンの羽をパタパタ上下させているのは抵抗の意志の現れだろうか。シェリスの怪かい力りきが相手では太た刀ち打うちできていないようだけど。

　さらに、どこから嗅かぎつけたのか、さも当たり前という顔でイルザも、

「おほほほ。ごきげんよう、でございますわ！」

　とやって来て、隙すきあらば雇用主にツッコミを入れようと虎こ視し眈たん々たんのメイドさんたちも現れる。

「……イルザさんは志し度ど君に発信器でも付けてるんじゃないかしら」

「俺おれも、少しそれを疑うべきかなって思い始めた」

　そんな軽口を叩たたいていると、

「おや、救世主殿、ずいぶん賑にぎやかだな」

　委員長とレーナとサリナの三人が学食に入ってきた。

「っていうか、なんで人数が増えても女の子ばっかりなの……？」

　レーナが白い目を俺に向ける。

「別に選より好ごのみしてるわけじゃねえよ。なんかよくわからねえうちにこうなっていくんだよ。っつーか、パーティのメンバーは別に増えてないから」

「確かに、よく見ると、戦せん斧ぷの人とメイドさんたちは墳ふん墓ぼのときもいたのです。実質、プラス一なのです」

「ああ、そういえば。まあ、プロのメイドと冒険に出るなんて感心はしないがな」

　それは俺にじゃなくて、イルザに直接言ってくれ。

「ところで、もしこれから昼食なら一緒にどうだ？」

「あ、悪い。俺たち、今日は昼食持参なんだ。これからちょっと行くところがあってさ」

「なるほど、それは残念だ。まあ、次の機会に譲るか。祝しゆく杯はいの約束もあることだしな」

「ああ、そのときはぱーっとやろうぜ」

　墳墓でクエストを一緒にクリアした後、そういう約束をしたのだ。

「じゃあ」

　と、委員長たちと別れ、学食を出る。

　そして、道々、昨夜持ち上がった温泉計画について、ダリルとイルザ（というか、むしろメイドさんたち）にかいつまんで説明した。

「え、え、あの、さすがにそこまでして頂くわけには……」

　話を聞いて、ダリルがオロオロし始める。

「まあ、乗りかかった船だしな」

「でも、でも……」

「気にしなくていいわよ。私たちも面白くなり始めてるんだもの」

「でも、この前お会いしたばかりですし、会ったときだって助けて頂いただけですし、昨日のラーメンだけでも返しきれないご恩ですし……」

「もう、ダリルは他た人にん行ぎよう儀ぎすぎますわ」

「だって、ぶっちゃけ他人じゃないですか……！」

「じゃあ、俺おれたちのパーティに入らないか？」

　俺の提案に、ダリルは心底意味がわからない、という顔で、

「え、え、ええ────っ!?」

　と叫んだ。本人の混乱を体現するように、尻尾しつぽがくねくねと右往左往している。

「まあ、ヨシュア様がそう仰おつしやるのでしたら、わたくしも異論はございませんわ」

　ふんぞり返って、イルザが言う。

　が、すかさず、

「いいえ、お嬢様、そういうボケは結構です」

「そもそも、お嬢様は異論を唱えられる立場にございません」

「今日も強引に一緒にいるだけでございます」

　メイドさんたちが一斉にツッコミを入れ始めた。

「もう、みんな意地悪でございますわ」

　イルザが拗すねたように頰ほおを膨ふくらませる。

「イルザのことは放ほうっておくとして……、わたくちもそれは名案だと思いますわ！」

「確かに、ダリルは強いし、仲間としては頼りになる」

「そうね。それに、同じパーティの一員ならもう他人じゃないもの、ダリルさんも遠えん慮りよしなくてよくなるわ」

「でも、でも……あたし、空も飛べないですし、ブレスの威い力りよくも全然ですし、とても救世主様のパーティに加わっていいようなドラゴンじゃなくて……」

「いや、別に俺はドラゴンが仲間に欲しいって言ってるんじゃないぜ。ダリルが仲間に欲しいって言ってるんだ」

「えっ」

　一瞬にして、ダリルの顔が真っ赤に染まった。目元に涙を浮かべて、嬉うれしそうにしながら、しかし過度な照れでフリーズしてしまっているような顔。

　うーん、シェリスやティーナもだけど、どうにもこの世界の「落ちこぼれ」とか言われてたりした人たちは、仲間に誘われただけで大おお袈げ裟さに感激しすぎなんじゃないだろうか。

　同時に、他の仲間たちの間に流れる空気がなんだか微妙に変化する。

「これだものね……」

「自覚がないからタチが悪い」

「わたくち、もう悟りまちたわ。ヨシュア様はこういうお人なのですわ」

　柚ゆ比び坂さかとシェリスとティーナは揃そろって肩をすくめた。

「なんの話だよ」

　有望な武闘家をパーティに誘って、どうしてこんな反応をされるんだ。

　とにかく、俺おれは、あうあうと言葉にならない言葉を発しながらパニクっているダリルの肩をポンと叩たたいて、

「まあ、返事はゆっくり考えてからでいいぜ。でも、そういうわけで、俺たちは俺たちの好きでやってるんだ。だから遠えん慮りよとかは要らねえよ」

　と言い、「さあ、早く行こうぜ」と先に立って歩き始めた。
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　沼は今日も黒く澱よどんでいて、そして俺は、また落ちるような気がしてならなかった。不運的に。正直、水辺とかには近寄りたくない。

「とりあえず、さっさと目的を果たして、もう少し街に近くて景色が良いところでお昼にしましょう」

　柚比坂が言った。確かに、この沼の周りはあまりご飯を食べるのに適した感じではなかった。景色的にも黒い沼なんて不気味だし、変な臭いも食欲を減げん退たいさせるし、妙にもわっとした生暖かい空気も決して気持ちよくはない。

「成分を調べるなら、なるべく湧わき出だしてるところから直接採りたいよな。薄まったり不純物が混じったりしてないヤツが欲しいっていうか」

「そうね。おそらく、あのひっきりなしに泡がポコポコ出てきている辺りだと思うのだけれど」

　柚比坂が指さしたのは、沼のほぼ中央地点だった。どう考えても、岸から手を伸ばして届く距離ではない。

　ふう、と俺は一回ため息をついて、覚悟を決めた。

「わかった、俺が行くよ。どうせ前回落ちてるしな。女の子に行けなんて言えないし」

　少なくとも、自ら踏み込む方が頭から落ちるより何倍もマシだろう。まあ、どのみち途中で転ぶような気もするけど。

　と、決意を固めた俺の肩を、ティーナがぽんぽん、と叩いた。

「大丈夫、こんなときのための魔法を覚えてきた」

「いや、待ってくれ。ティーナ、魔法は──」

　山盛りの『威い力りよく強化』と『範囲拡大』が組み込まれ、手加減不可なのがティーナの魔法である。問答無用で俺おれたちも巻き込まれてしまう。

　が、しかし、ティーナは自信たっぷりに、

「大丈夫。覚えてきたのは土木工事用の魔法だから、人体に悪影響はない。一時的に重力をキャンセルして、水を全部持ち上げるだけ」

　と胸を張って言い切った。

「マジか」

「だとしたら、ティーナさんにお願いするべきじゃないかしら。それなら混じりっけなしの純粋なサンプルが採取できるわ」

「確かにそうですわね。ティーナの魔力なら、この沼の水くらい、全部持ち上げられちゃいそうですわ」

「だな。よし、ティーナ、頼んだ」

「頼まれた」

　うなずいて、ティーナが一歩沼へと近づいた。そして、杖つえを沼に向かって翳かざす。

「大地よ」

　たった一言の詠えい唱しようとともに、ティーナを中心に魔力が弾はじけて、ざばーっと沼の水が持ち上がった。

　それだけではなく、地面に落ちていた木の葉、木の枝、石ころまでもが、沼の周りにあるあらゆるものが、ふわりと数メートル浮き上がる。

「きゃあっ！」

「な、なんですの!?」

「ひっ！」

「うわあ！」

　そして、俺たち──ティーナを除のぞく全員も例外ではなく。

「あ、あたし、飛んでます!?　つ、ついに飛べないドラゴンを卒業できました……!?」

　羽をパタパタ羽ばたかせて、もの凄すごくキラキラした顔でダリルが言った。

「ダリルさん、それはさすがに切なすぎてツッコみにくいわ」

　まったく同感だし、パタパタやる前にめくれ上がったスカートっていうか腰布を押さえて頂きたい。いくら下が見られてもＯＫのビキニアーマーでも、目の毒すぎるから！

　まるで、無重力状態だった。宇宙ステーションからの中継で見たことがあるような、あの自由がきかないふわふわした感じ。実際、手足をバタバタさせても姿勢の制御すらままならない。

「ティーナっ！　人体に悪影響はないんじゃないのかよ!?」

　ティーナは少し考え込んで、

「浮いてるだけで、怪け我がをしたりするわけじゃないから」

　と悪びれもせずに言った。

　なるほど、影響はあるけど悪影響はない、と？

　……どんな理屈だよ。

　つまるところ、これがティーナが周りから敬けい遠えんされていた理由なのだ、と身をもって知った気がした。今回は浮き上がっただけだが、今までは同じ現象が攻撃魔法で起きていたということなわけで。

　魔法を唱えた本人以外の全員が、高火力の魔法でボロボロになる、というはた迷めい惑わくな現象が。うん、そりゃレーナも怒る。レーナじゃなくても怒る。っていうか、怒らない委員長の寛かん大だいさの意味がわからない。

　それにつけても、無重力で身体からだの自由が奪われているというのに、メイドさんたちの鉄壁のガードよ。誰かさんと違って、キッチリとスカートを押さえて、一切の隙すきがない。

　それに比べて、ゴスロリアーマー組はちょっと残念なことになっていた。

「シェリス、スカートの中が丸見えになってる」

　ティーナに言われて、シェリスは、

「きゃー！　きゃー！　ヨシュア様、見ちゃいやですわーっ！」

　と手足をバタバタさせ始めた。シェリス、お前もか。

「バカ、こっちからは見えてなかったのに……！」

　今のバタバタのせいでスカートがめくれ上がる。しかも、スカートも重力の影響から切り離されているので、めくれ上がったスカートがめくれ上がったまま全然落ちてこない。

「ヨシュア様、恥ずかしいですけど、わたくしは見られてもＯＫでございますわ！」

　あんたは何言ってんだ！　……と口に出して言う前に、

「お嬢様！　なんてはしたない！」

「淑しゆく女じよにあるまじき振る舞いです！」

「ああ、嘆かわしい……！　お嬢様にはレディーの心得を基き礎その基礎から学び直して頂かなくては！」

「早速今晩から特別講習でございます！」

　いつも以上の速さで、メイドさんたちからの集中砲火が飛んだ。

「もう、収拾がつかないわ。ティーナさん、早くこのビンに湧わき出だしているお湯を汲くんじゃってちょうだい」

「まったく同感だ」

　と、シェリスの純白レースのスカートの中身から顔を背そむけて、空中からビンをティーナに手渡そうとしている柚ゆ比び坂さかの声の方へと顔を向けた。

　が、なんというか、そっち側も決して安全地帯ではなかった。

　お互いがジタバタしている間に、柚ゆ比び坂さかは俺おれの真上に来てしまっていたらしい。そして、俺の顔の真上数十センチの位置には、柚比坂の形の良いお尻があった。

　シェリスのスカートの中と違って常時開放されているビキニアーマーのお尻だが、もともと表面積がアレな防具なので、見る角度が変わると、その、アレだ。見ちゃいけない感じが満まん載さいになる。

「ちょ、志し度ど君！　どこを見てるのよ！」

　柚比坂が俺の視線に気付いたのか、お尻を手で隠そうとしたり、膝ひざを目一杯曲げて足でお尻を隠そうとしたりしてもがき始めた。

「悪い！　って、いや、俺のせいじゃないだろ、っていうか、目的を済ませて早く浮遊状態を解いてもらった方がいいって！」

「それはそうだけど……！」

「あ、あたしはそんなに急がなくてもいいんじゃないかなって……」

「飛んでる気分を味わいたいだけのダリルさんは黙っていて頂ちよう戴だい！」

「じゃあ、さっさと用を済ます」

　ティーナはひょいっとジャンプして柚比坂の手からビンを奪い取り、沼の中央だった場所へと小走りに向かった。

　ティーナが向かった先では、かなりの量の黒っぽく濁にごったお湯が湧わき出だし、湧き出た側そばから重力の影響から解き放たれて、球体になって宙を漂っている。

　そのお湯からは、もうもうと湯ゆ気げが立ち上っていた。

「ティーナ！　もの凄すごく熱いかもしれないから、火傷やけどには気をつけろよ！」

「わかった」

　そう返事をして駆けていったティーナは、ある程度近づいたところで熱気に当てられたのか立ち止まり、少し考え込んで、長い銀髪をポニーテールに結っていたヘアゴムを外し髪を解いた。そしてヘアゴムで杖つえの先にビンを括くくりつけ、杖を伸ばしてビンを湧き出すお湯へと近づける。

「お、ナイスアイデア！」

　ティーナはビンに半分くらいのお湯を確保して杖を引き戻し、ビンのフタをはめてヘアゴムを外し、未いまだにふわふわしている俺たちのところへと戻ってきた。

「お湯を確保した」

「ティーナ！　用が済んだのなら早く魔法を解除ちてください！　ああん、もう、どうしてスカートが言うことを聞きませんの……!?」

　パンツを丸出しのまま、シェリスが半泣きで叫ぶ。

「わかった」

　と、ティーナが杖つえを振る。

「いや、待て、この状態で魔法を解いたら──」

　俺おれの真上には、柚ゆ比び坂さかのお尻が浮いているのだ。

　が、もはや魔法は解かれたあと。すでに重力は、俺たちの身体からだに再び影響を及ぼし始めていた。つまり、落下を始めていた。

　どん、と背中が地面にぶつかる。

　大量の沼の水が一気に地面に叩たたき付けられた音と、跳ねた水が雨のように降り注ぐ音が森の中に響き渡る。その跳ねた沼の水とともに、悲鳴と一緒に柚比坂のお尻も俺の上に降ってきた。

　ぐえ。

　いくら柚比坂の身体があちこち柔らかかったりクッション性がありそうだったりしても、痛いものは痛いし重いものは重い。

　ただ、……その、なんていうか、俺の顔面に激突した柚比坂のお尻は、ビキニアーマーの堅さを差し引いても、俺に幸福感を与えてくれる感触だった。

「志し度ど君！」

　バッと俺の上から身を翻して、柚比坂が真っ赤な顔で抗議の声を上げる。

「いや待て！　不ふ可か抗こう力りよくだろ!?　悪いとは思うが、今のは避けようがないって！」

「それはわかるけど、納得がいかないわよ！」

　そんな無む茶ちやな。

「あーん、もう！　痛いし、ずぶ濡ぬれですわ……」

「本当に、もう少し周囲を気遣って魔法を使って頂きたいものでございますわ」

「お嬢様が他人に気遣いを要求するのは理り不ふ尽じんでございます」

「でも、あたしはちょっとだけでも飛ぶ感覚が味わえて幸せでした……」

「とにかく」

　柚比坂お手製のお弁当が入ったリュックサック（特大）をマントで覆い、降り注ぐ沼の水から死守していたティーナが言った。

「迅じん速そくに、何をおいても、お昼ご飯にするべき」

　その主張が本気であることは、直後にぐうと鳴ったティーナのお腹なかが雄ゆう弁べんに語っていた。





　　　　＊






　沼から少し離れて、お花畑とはいかないまでも陽ひが差し込む少し開けた場所を見つけると、メイドさんたちがテキパキとレジャーシート的な敷物を広げ始めた。相も変わらず、さすがの手際である。

「申し訳ございません、アンナ様。本日のご予定を伺っていれば、お弁当もわたくしどもでご用意したのですが」

「いえ、こんなことになる気がして、たくさん作ってきましたから。どうせウチのパーティはティーナさんが底なしに食べるので、作りすぎるということはありませんし」

　にこやかにそんな言葉を返しながら、柚ゆ比び坂さかはリュックサックからこれでもかと大量のおにぎり（海の苔りなし）を取り出して並べていく。

　おにぎりの次に取り出したのは、外出用というより明らかに家で冷蔵保存に使うための大きな密封容器だった。そこにぎっしりと詰め込まれた、大量の唐揚げと卵焼きとポテトサラダ。

　定番のメニューだが、だからこそ絶対に美う味まいに決まっているという超ちよう弩ど級きゆうの安心感。さらにいえば、日本で毎日のように食べていた弁当を思い出すような、なんだか懐かしい感じまである。

「これは、鶏とり肉にくに衣をつけて揚げたものですね」

　メイドさんの一人が、特に興きよう味み津しん々しんでおかずを覗のぞき込こみながら言った。

「ええ、生姜しようがと塩で味付けしてあります」

「こちらの黄色いのは……卵ですか!?　こんな綺き麗れいに卵を成形して焼くとは……。しかも、渦巻き模も様ようのなんと美しい……！」

「そんなに驚かれるほどでは……。あ、その卵焼きは砂さ糖とうで少し甘くしてあります」

「こっちの白いのはジャガイモですか？」

「はい。茹ゆでたジャガイモを潰つぶして、そこに茹でて刻んだニンジンやタマネギ、キュウリ、ハムを加えて、卵と酢で作ったマヨネーズという調味料で味付けしました。ゆで卵を刻んで加えても美お味いしいんですけど、今日は卵焼きも用意したので」

　さすがに職業柄、メイドさんたちは料理のことには興味を示さずにはいられないらしい。まして、昨日のラーメンで柚比坂の腕前は知っているだろうし。

「まあ、アレだ。料理談義で盛り上がるのはいいが、ティーナが飢うえ死にしそうな顔をしてるから、とりあえず食いながらにしないか、柚比坂？」

「そうね。みなさん、どんどん召し上がって」

　柚比坂の言葉を合図に、ずっと「待て」を命じられていた犬が「よし」と言われたかのような電光石火の早業で、ティーナがおにぎりを手に取った。

　それを皮切りに、それぞれおにぎりに、おかずに手を伸ばす。

「ああ、ヨシュア様の世界の料理はどれも美味しゅうございますわ！」

　唐揚げとおにぎりを口にして、うっとりしながらイルザが言った。

「いや、俺おれたちの世界にもちょっとダメな料理は結構あるぜ。ウチの学校の学食の焼きそばパンとか、なんで焼きそばパンがこんなに不ま味ずくなるんだって評判だったし」

「またそのようなご謙けん遜そんを」

　……今の発言のどの辺が謙遜だっていうんだ。

「でも、本当に美お味いしいです……。これ、どれもお店に出したら大評判になること間違いないですよ……」

「アンナ様のお料理は、なんでもとっても美味しいですわよ」

「（もぐもぐ）」

　シェリスの言葉に、ティーナも口いっぱいにおにぎりを頰ほお張ばりながら、こくこくと何度もうなずいた。

「俺おれもそう思う。っていうか、俺たちの世界がどうっていうより、柚ゆ比び坂さかが店を開けるほど料理上手なんだよな」

「……志し度ど君、褒ほめてもさっきの破は廉れん恥ちな振る舞いはチャラにならないわよ」

「ちょ、待て！　それってさっきの沼での話か!?　だから、あれは不ふ可か抗こう力りよくで避けようのない事故だろ、どう考えても！」

「志度君は不可抗力の事故が多すぎるのよ」

「んなこと言われても」

　なんか理り不ふ尽じんじゃないか。

「ヨシュア様」

　イルザが顔を赤らめてちょっとモジモジしながら、しかし、すすっと俺のすぐとなりまで寄ってきて、

「これからはあのような女ではなく、わたくしを見るなり触るなり愛めでるなりなさればいいのでございますわ」

「あんたは何を言ってるんだ!?」

　あと、ダリルも赤面して興きよう味み津しん々しんでこっち見るのやめて。何を期待してるんだ。

「お嬢様！　ですから淑しゆく女じよとして振る舞ってくださいと何度言えば」

　メイドさんの一人に耳を引っ張られて、イルザが涙目で俺のとなりから引き剝はがされていった。

　やれやれ。

「そうそう、そういえば、救世主様。当家の大おお旦だん那な様が、出資の件は例の戦せん斧ぷを抜きにしても、儲もうかりそうなので是非協力させてほしいと」

　別のメイドさんが、思い出したように言った。

「あ、本当ですか！　それは助かります」

「特にわたくしどももご馳ち走そうになりましたラーメンについて詳しく報告したところ、是非一度食してみたい、と興味津々でございました」

「そりゃあ、出資をしてくれる人には味見をしてもらわなきゃダメだよな」

「それはそうね。でも、まだまだ何度も試作と練習が必要だと思うわ。私の料理より、実際に売り物として出すダリルさんのお母さんの料理を食べて頂くべきだもの」

「確かに。まだレシピを教えたばっかりだもんな」

「ええ。商品にするなら、改良だって必要よ」

「あ、あんなに美お味いしいのに、アンナ様はもっと上を目指してますのね……」

「なんだかもう、我が家の困こん窮きゆうのためにそこまでして頂いて、すみません……」

「お礼を言うのも恐きよう縮しゆくするのもまだ早い。実際にはまだ売り出してさえいない」

「ああ、ティーナの言う通りだ。まずは、昼飯を食い終わったら、そのビンのお湯を『博はく物ぶつ誌し編へん纂さん局きよく』に持っていって調べてもらわなきゃならないし、沼の周りの土地も手に入れておかないとだし」

　順序からすれば、お湯の成分をちゃんと調べてから土地の確保にかかるべきなのだろうが、悠ゆう長ちように構えていて他に先を越されても面白くない。

　リックはああ言っていたが、それがヘンドリー商会の総意とも限らないし、俺おれたちが動き回っていることを見ていた誰かが手を回さないとも限らないのだ。

「っていうか、この世界って土地の売買とかってどうなってるんだ？」

「売買？　ヨシュア様たちの世界では、土地を売ったり買ったりしますの？」

「ゲームガルドではしないのか？」

「基本的に、土地は全部みんなのもの。評ひよう議ぎ会かいが管理してる」

「じゃあ、借りる手続きとかを取ればいいのか？」

「そんな感じですわ。良い土地ほど人気も高いですから、借りる権利を取るのにもお金がかかったりしますの。でも、斧おのの守護者の報ほう奨しようも墳ふん墓ぼでの報奨もまだもらってませんから、わたくちたちのパーティが交渉すれば格安で優先的に権利を回してもらえると思いますわ」

「それは大助かりだな。ええと、評議会との交渉ってことは、学院長に頼めばいいんだよな？　じゃあ、このあとは二手に分かれよう。シェリスには実家に帰ってもらって、学院長に沼周辺の土地の使用権を頼んでほしいんだが」

「え」

　ピクッとシェリスの顔が引きつった。

「……どうした？　もしかして、こないだキレて飛び出したの、まだ引きずってるのか？」

「……ええと、その、まあ…………」

「だったらなおのこと、ちゃんと会って話をした方がいいと思うんだが」

「……え、ええと、わたくちは『博物誌編纂局』の方へ行きますわ！」

「学院長は相変わらず忙しそうだし、他の評議会の人なんて面めん識しきもないから、家族のシェリスの方が交渉がスムーズにやれると思ったんだがなあ」

「それは大丈夫ではないでしょうか」

　メイドさんの一人が言った。

「未払いの報ほう奨しようがあるのであれば、それに関する権利の主張は何より優先されるべき案件として処理せざるをえません。まして救世主様ご自身が赴おもむいて要よう請せいしたとなれば、無下な扱いは失しつ脚きやくの理由にもなりうる大失態として扱われるでしょう」

「そうなんですか？」

「もちろんです。救世主様はこの世界の賓ひん客きやくで、何度もクエストをお解きになった英雄でいらっしゃいますし」

「全然そんな自覚ないんですが」

「それは、きっと学院長が私たちに気を遣ってあちこちに過度に騒がないように働きかけてくれているからじゃないかしら」

「ああ、そういえば、ゲームガルドに来た日にも、各メディアには取材とかを自じ粛しゆくするよう伝えておく、とか言ってくれたっけ」

「というわけで、そちらはヨシュア様にお任せして、わたくちはティーナとお湯を『博はく物ぶつ誌し編へん纂さん局きよく』に持っていくお仕事を担当いたちますわ！」

「なんで私まで……。私はヨシュア殿と一緒に──」

「そう言わずに！　お願いですわ、ティーナ！」

　シェリスがガシッとティーナの腕にしがみついた。

　まあ、俺おれや柚ゆ比び坂さかと一緒に行くよりは、寡か黙もくなティーナの方が余計なことを詮せん索さくされなくて済むだろうしなあ。

「じゃあ、悪いけど、一緒に行ってやってくれよ、ティーナ。考えてみれば、魔法的な分析もあるなら、魔法の専門家であるティーナが行ってくれた方が話も早そうだし」

　ティーナは小さくため息をついた。

「……ヨシュア殿にそう言われてしまっては、仕方ない」

「じゃあ、私は志し度ど君と土地をふんだくりに行けばいいのね」

「頼む。異世界人が賓客なら、柚比坂も一緒の方が効果がありそうだし、俺より手続きとかには強そうだし」

「もちろんわたくしも、ヨシュア様にご一緒させて頂く所存でございますわ！」

「いいえ、お嬢様にはすぐお帰り頂いて、マナー講座を受けて頂きます」

「そんなの、いやでございますわ！」

　不ふ愉ゆ快かいそうに頰ほおを膨ふくらませるイルザの肩を摑つかんで、俺は、

「いや、イルザは帰って、出資を承しよう諾だくしてくれたご当主に俺が感謝していた、とお礼を伝えてほしい。これはすげえ重要なことだ。俺たちがやろうとしていることは、出資者なしじゃ始まらないからな。イルザにしか頼めない超重要任務だ」

　と目を見つめて頼んだ。

「え……」

　イルザは顔を真っ赤に染めて、すっくと立ち上がった。

「メイド隊の皆さん、何をのんびりしてるんでございますの!?　わたくしは、一刻も早く帰って、ヨシュア様から託された任務を果たさなければならないのでございますわ！」

　そして早足で歩き始める。

「お見事でございます、救世主様。こんなに鮮あざやかにお嬢様を手玉に取られるとは」

「感服いたしました」

「それでは、失礼いたします」

「お弁当、大変美お味いしゅうございました。ごちそうさまでした」

　口々に言いながら、メイドさんたちもイルザの後を追って帰って行く。

　その姿を見送って、俺おれは頭をポリポリと搔かいた。

「まさか、あんなにテキメンに効くとは……」

「……いえ、あれは、効くに決まっていると思います……。あたし、見てるだけでドキドキしました……」

「ですわね」

「以前に私もやられたけど、うんと言わないわけにはいかない破壊力があった」

「え、ティーナにあんなお願いの仕方をしたことなんかあったか？」

「あった。補助魔法を覚えてくれってお願いされたとき」

「あ。あー……」

　確かに、あのときはティーナの両肩を摑つかんで、お願いというか、熱く補助魔法の有効性について語った気はする。

「まあ、散々迷めい惑わくをかけられたんだもの、多少は利用したって罰は当たらないわよ」

「そういうもんかな。なんか、かなり罪悪感があるんだが……」

「もちろん、女の子の気持ちを利用するような今みたいなマネを平然とやるのは、ただのクズだと思うわ」

　うっ。ですよねー。

「それはそうと、このあとダリルはどうしますの？」

「私たちか、ヨシュア殿たちと一緒に行く？」

「あ、いえ……。昨日からお母さんがずっと鶏を煮込んでラーメンのスープの研究をしているので、あたしは帰ってそれを手伝おうかと……」

「そうね、私もそれがいいと思うわ。私たちも、用が済んだら合流するわね」

　そんなこんなで、遅めの昼食を終えた俺たちは、それぞれのやるべきことをやるために街へと戻ったのだった。





第四章▼　気まぐれペンダント




「わかりました。では、報ほう奨しようの一部として、その沼の周辺は開かい墾こんが済み次第、ヨシュアさんたちのパーティに使用権を貸たい与よするよう手続きしておきます。明日には正式に決定されると思いますよ」

　特に苦労することもなく、俺おれと柚ゆ比び坂さかは学院長に面会して、あっさりとＯＫの返事をもらうことができた。

　呆あつ気けなさすぎて拍子抜けだ。

　ラフローリア家の屋や敷しき、以前にもお邪じや魔ました書しよ斎さいのデスクで書類に囲まれながら、学院長は首を傾かしげた。

「……でも、沼地なんかで何を始めるんです？　まさか、その沼にクエストを解く鍵かぎがあるんじゃないでしょうね？」

「そもそも、俺たちは正確なクエストの内容を知らないんですけど」

「『正確な』ね」

　くすり、と学院長は笑った。

「その言い方は、正確ではないけれどある程度知っている、と受け取れるのだけれど」

「知らなきゃ避けようもないですから、チラッとでも見た連中の記憶を寄せ集めて、ある程度は。でも、全文がわからない状態じゃ解けるわけがありません」

「前にも志し度ど君が言いましたけど、私たちがクエストの内容を知ろうとしているのは、街側の準備が整うまで間違ってクエストを解いてしまう事故を避けるためです」

「ええ、それはわかっています。でも、やっぱりクエストの開示に評ひよう議ぎ会かいは消極的です。とても言いづらいのですが、評議会にはあなたたちが元の世界に帰るという目的のために暴走するのではないか、と考える人も多いみたいなのよ」

　柚比坂は俺のとなりで肩をすくめた。

「この世界の評議会は大胆なのか臆おく病びようなのかわからないわね」

「臆病かどうかはさておき、慎しん重ちようではあるんじゃないか？　今回の措そ置ちも、被害が出る前に対策を取ったってことだろ？」

「あら、でも、クエストクリア禁止なんて前例のない大胆な決定なんでしょう？　普通は前例のない決定には慎重になるものよ。前例がなければ結果も予想しづらいし、それが失敗したとなれば責任だって取らなければならないもの。なのに、学生のみんなが驚くほどのことを迅じん速そくに決定するなんて、もの凄すごく大胆だと思わない？」

「あー、なるほど、言われてみれば……」

　評議会がどのくらいの規模の人数で運営されているのか、どんなふうに物事を決定しているのか知らないが、確かにクエストが解かれた翌朝には決定が下されていて啓けい示じ板ばんのある中庭が封ふう鎖さされてるとか、電光石火すぎる。

　まるでワンマンの王様が即決したような。あるいは、話し合う余地すらなく満場一致で決定してしまうような状況だったのだろうか。

　そのわりには、街の中はもちろん、ダンジョン周辺も開かい墾こん中のエリアも、そんなに切迫した感じには見えないのだが……。

「わたくしも評ひよう議ぎ会かいのメンバーではないので、実際にどんな話し合いが行われたのかはわかりませんけれど、規則は規則ですよ」

「もちろんわかってます。もう塔が目前で、これが最後のクエストかも、っていうなら規則ぶっちぎってクリアを目指すのも手ですけど、現状じゃ偉い人を敵に回すことにメリットなんてないじゃないですか。俺おれも柚ゆ比び坂さかも、権力者を敵に回して平気なほどバカでも無鉄砲でもないですよ」

「わたくしも、こんなにしつこく念を押すのはイヤなんですよ？　でも、評議会が念には念を入れろとうるさいものですから」

「なんか、その心配性で悠然と構えていられない感じ、前例に囚とらわれず迅じん速そくな決断を下した度量の大きい指導者たちの人物像といまいち合致しないんですが」

　学院長は口を手で隠しながら笑いを嚙かみ殺しつつ、

「ヨシュアさん、外でそんなことを言ってはいけませんよ」

　とおどけた調子で言った。

「もちろん、わかってます」

　では、と書しよ斎さいを出ようと背を向けかけたところで、

「あ、ヨシュアさん」

　と呼び止められた。

「はい？」

「その……シェリスはどうしていますか？」

　どう、と訊きかれても、微妙に答えに困る。そんな俺の困った空気を察したのか、柚比坂が、

「それは、学院長ご自身でご覧になっては？」

　とにこやかに応じてくれた。

「この前はあんなふうに叫んで飛び出したりしてしまいましたけど、シェリスさんは学院長のことが大好きですから」

「俺からもお願いします。シェリスは学院長と一緒に美お味いしいものを食べて楽しくお喋しやべりをして、遊んでほしいだけなんですよ」

「……」

　学院長はうつむいて、

「……そうですね。わたくしも、そうしたいのは山々なんですよ……」

　と呟つぶやき、それっきり黙り込んでしまった。
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　ラフローリア家を辞した後、行く場所がある、という柚ゆ比び坂さかと一緒に、味み噌そ造りのときに麴こうじをもらった酒場へとやってきた。あくまで酒場はついでで、本業は色々なお酒を製造すること、といった風情ふぜいのお店である。

　どうやら大量のお弁当を詰め込んでいたリュックサックには小さな容器が二つ、お弁当とは別に入っていたらしい。

　一つは味噌が入った容器。もう一つには、おにぎりにも入っていた肉味噌が入っていた。

　どうやら、この酒場に届けるサンプルと調理例として持ってきていたらしい。

「その節は色々ありがとうございました。私たちの世界の調味料、完成したんで持ってきました」

　柚比坂は酒場に入るなりカウンターの奥にいた女将おかみさんにそう声をかけると、二人して談笑しながら店の奥へと入っていった。

「救世主様、何か飲むかい？　女は料理談義を始めると長いぜ」

　やはりカウンターの中から、エプロン姿の恰かつ幅ぷくのいいおじさんが俺おれに言った。

　時間は午後、ランチタイムも終わり、夜までまだ間がある今の時間帯はお客もほとんどおらず、暇ひまらしい。

「あ、いえ……」

「麦酒や葡ぶ萄どう酒だけじゃなくて、うちの『キマイラのミルク』はゲームガルド一美う味まいって自信があるんだがね」

　キマイラのミルクというのは、この世界のお酒の名前なのだという。強い透明なお酒を水で割ると、どういうわけかミルクのように白く濁にごるのだそうだ。

「すみません、俺たちの世界だと、二十歳になるまでお酒を飲んじゃいけない規則なんですよ」

「そりゃ難儀な規則だねえ。冒険から帰ってきた後には美味い肴さかなでぐーっと一杯やりたくなるだろうに」

　そもそも吞のんだ経験がないので、その感覚はわかりません。

「じゃ、これ、サービスだ」

　おじさんが、グラスに真っ白い飲みものを注いで、俺の前に置いてくれた。

「いや、ですから、お酒は……」

「そんなにビビりなさんなって。ははは、それ、ただのミルクだよ。水で割ってなかっただろ？　こっちもプロだ、吞のめないって言ってるお客さんに無む理り矢や理り吞ませたりしないよ」

「……ですよね」

　グラスを手に微妙な顔をしている俺おれと、おかしそうに含み笑いをしているマスターを見て、奥から出てきた柚ゆ比び坂さかは、

「……何があったの？」

　と首を傾かしげた。




　酒場を出て、

「あのお店の女将おかみさん、肉味み噌そをすごく気に入ってくれたわ。シェリスさんとティーナさんにも好評だったし、あの味はゲームガルドの人が好きな味なのかもしれないわね」

　なんて話をしながら、『龍りゆうの鱗うろこ亭』へと向かう。

「あ、もう一箇所、寄ってもいいかしら？」

　ドワーフの地下工房街の近くにさしかかった辺りで、柚比坂が言った。

「ん？　そりゃ構わないけど」

「さっきの酒場で、最近発見されたレアな金属で作った新発売のお鍋なべがすごくいいって聞いたのよ。熱の伝でん導どう率りつの関係で、煮物に適しているらしいの」

「それが欲しいのか。金属の加工品となると、ドワーフの街かな」

「ええ」

　返事をしながら、柚比坂はさっさと目に付いたお店に入っていってしまった。その背中を慌てて追いかける。

　そのお店は、いつか武器防具を買ったお店とは違い、金属製の日用品や雑貨、アクセサリなどを主に扱っているお店だった。鍋やフライパン、包丁やお玉なんかのキッチン用品から、金属製のジョッキ、花瓶や小物入れ、果てはペンダントやブレスレットのような装飾品までがズラリと並んでいた。

　そのどれもが、細かく手の込んだ模も様ようや意い匠しようが彫り込まれている。

　これ、全部職人が手作業で作ってるんだよなあ……。ドワーフっていうと筋力過多の豪ごう快かいな戦士のイメージが強いけど、恐ろしく手先が器用という一面も持っているのだ。金属加工に限らず、様々な分野で芸術家や職人のドワーフも多いのだという。

「おっ」

　そんな商品の中に、ふと目に止まった逸いつ品ぴんがあった。商品説明の手書きＰＯＰに「冒険者仕様完全防水」とあるのもおあつらえ向きだ。値段は──金貨三枚。日本円にしておよそ三万円、高っ！

「なあ、柚比坂！」

　声をかけたが、どうやら鍋なべ選びに夢中らしく、まったく耳に入っていない模も様よう。

「しょうがねえな……」

　苦笑しつつ、少し迷って、

「これ、ください」

　と購入する旨むねをドワーフの店員に告げた。日本にいた平凡な高校生の頃の俺おれなら、絶対買うなんて選択肢はなかったな。しかし、こっちの世界に来ていきなりクエストを解いたりしたおかげで、日本にいた頃より自由になるお金があるわけで。

　金貨三枚は思わぬ出費になったが、まあこれも必要なものだろう。

　あとは店の入り口付近で商品を眺めたりしながら、柚ゆ比び坂さかが買い物を終えるのを待つ。

　五分ほどして、

「お待たせ」

　と、大きな手て提さげ袋を手に、買い物を終えた柚比坂が上じよう機き嫌げんでやって来た。どうやら気に入った新商品の鍋が見つかったらしい。

　その柚比坂に、手を差し出した。

「リュックか鍋、どっちか持つぜ」

「あら、気が利くじゃない」

「まるでいつもは気が利かないみたいな言い方だな」

　柚比坂からズシッと重い鍋の袋を受け取って、軽口を返す。軽口と一緒に、鍋の袋を持っていない方の手で、さっき買ったばかりのものを「はい、これ」と差し出した。

「え？」

　まじまじと、柚比坂がそれを見る。

　それは、卵形の金属に革かわ紐ひもが付いたペンダントだった。ペンダントトップはいわゆる銀製のロケットになっていて、表面には百ゆ合りの花の模様が彫り込まれていた。

「これ……私に？」

「おう。ほら、お前の形見のメモリーカード、入れておくのにちょうどいい大きさなんじゃねえかと思ってさ」

　柚比坂が持っている親の形見だという携帯ゲーム機のメモリーカード。ほんの指先に乗る程度の大きさのそれを、柚比坂は一度落としてしまっているのだ。デリケートなものだし、裸はだかのまま持ち歩いているのも気になっていた。

「どういう風の吹き回し……？」

「どういうもこういうも、今言ったまんまだよ。っていうか、なんで急に顔を赤らめたりするんだよ」

「う、うるさいわね！　あんたが急にガラにもないことをするからでしょ！」

「ガラってなんだ。ただ、メモリーカードを仕し舞まっておくのに良さそうなのがあったから、どうだって言ってるだけだろ。変に意識するなっつーの」

　柚ゆ比び坂さかが急に照れたりするものだから、こっちまで調子が狂ってくる。なんかどんどん言葉尻がぶっきらぼうになっていくのが自分でも止められない。

「し、仕方ないでしょ、男の子からペンダントをもらうなんて初めてのことなんだから！」

「へー。そりゃ意外だな。お前なら、学校の下げ駄た箱ばこに毎朝ラブレターとプレゼントが詰め込まれててもおかしくないだろうに」

「そういうのと、こうして面と向かって渡されるのとじゃ全然違うわよ」

　そういうものだろうか。よくわからないが。

「とにかく、要らないなら無理にとは言わないけど、要るならさっさと受け取ってくれ。なんかこの状態で放置されるのは照れ臭くて仕方ないから」

「あ、ありがとう……」

　ますます顔を赤くして、柚比坂はおずおずとロケットペンダントを受け取った。

「冒険者仕様の完全防水だそうだから、これに入れておけばよほどのことがない限り壊れたりしないと思う。それでも心配なら、隙すき間まに紙でも詰めておけば緩かん衝しよう材ざいの代わりになるんじゃねえかな」

「……覚えていてくれたのね。形見のメモリーカードのこと」

「そりゃあな、アレを拾った前後には印象的すぎる出来事が色々あったし。誰かさんに聖なるダガーを突き付けられたりとか」












「悪かったわよ。もう、それはさっさと忘れてちょうだい」

　頰ほおを赤くしたまま、柚ゆ比び坂さかが頰を膨ふくらませた。

　そんな顔に、思わずドキッとする。

　──悔しいけど、可愛かわいいんだよな、こいつ。チクショウ。

　俺おれが一ひと目め惚ぼれした柚比坂は『柚比坂が演じていた優等生の仮面』だったわけだが、逆に言えば一目惚れするくらいには容姿が好みにドンピシャなのだ。

　しかも、ゲームガルドに来て早々見せた黒い柚比坂の凶悪な顔も、何がなんでも帰らなければという意気込みが空回りしたというか、過か剰じように反応してしまったという面が強い気がする。現に、最近では柚木坂が黒いオーラを全開にすることも少なくなった。少しは俺を認めてくれた、ということなのかもしれないが。

　つまり、それは俺が幻げん滅めつした一面が、実は一時的なものだった、ということなんじゃないのか？　そりゃあ、柚比坂にはああいう怖い一面もあるのだろうが、必ずしもあれが本性というわけでもない、みたいな。

　あれ？　じゃあ、もしかして、俺の恋って終わらなくてもよかったのか……？

　……。

　いやいや、要らんことは考えるな、俺。

　ただでさえシェリスもティーナも美少女で、イルザが迫ってきたりして、誘ゆう惑わくが多いんだから。

　とにかく、まずは日本に帰ることを最優先に考えて、全力投球する。ひたすらクエストを解く。

　今はそれが無理だから、ダリルの家族のために温泉やラーメンを広めることに本気になっていればいい。

「まあ、首には言こと霊だまの首飾りをかけてるわけだし、二つ着けるのがアレなら剣の鞘さやにでもくくっておけばいいんじゃねえかな。ほら、柄つかの部分の花の意い匠しようとコーディネイト的な」

「そうね。あ、ありがたく使わせてもらうわ。確かに、あんな精せい密みつなものを裸はだかのままで持っているのは不安だし、また落としても困るし」

　赤い顔を隠すようにうつむいて、言い訳っぽく柚比坂が言った。

「おう。せっかく買ったんだ、そうしてくれ」

　そんな柚比坂の態度に照れて鼻の頭を搔かきながら、俺はそう答えた。
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　それから『龍りゆうの鱗うろこ亭』に行くと、もうシェリスとティーナは来ていて、試作ラーメン作りを手伝っていた。

　さらには、常連客に試作品を振る舞っていて、ダリルのお母さんはその常連たちの意見に真剣に耳を傾けたりもしていた。

「おーい、シェリス、ティーナ。首尾はどうだった？」

　厨ちゆう房ぼうの中にいた二人にそう声をかけると、シェリスはにーっと笑って、ティーナは親指を立てて見せた。

「詳しい結果が出るのは明日だそうですけど、期待ちた通りの結果が出そうですわ」

「あのお湯には本来反発するはずの火の元素と水の元素が両方含まれていて、こんなことがあるのか、と研究員も驚いていた。どうやら一緒に含まれている地の元素が仲を取り持っているらしい」

「なるほど、こっちの世界だと成分の話もそういう表現になるのね」

「まあ、そのお湯に入ると身体からだにいい、ってことさえ証明できればなんでもいいさ」

「癒いやしの水の元素と活性化の火の元素が多く含まれているから、身体にはいいだろうって言ってましたわ。それで、そっちの首尾はどうだったんですの？」

「似たようなもんだ。手続きしてくれるって学院長が言ってた。明日には本決まりになるだろう、ってさ」

「これで最低限の条件はクリアできたというわけね」

「まだ一〇〇パーセントじゃないけどな。まあ、確率的にはダメになることはないと思うけど」

「明日から忙しくなりそうですわね！」

「ああ、そうだな」

　両方の結果がＯＫだったなら、いよいよ本格的にヘンドリー商会と出資の話をまとめて、イステシア家とも具体的な資金の使い方の相談をし、施し設せつ建設の計画や事業の計画を立てていかなければならない。

　正直、何をどうすればいいのやら。

　まあ、温泉そのものの経営は出資者であるヘンドリー商会やイステシア家が儲もうかるようにやってもらって構わないのだ。温泉施設を上う手まく経営して人を集めてくれさえすればいい。俺おれたちが考えるべきは、その中にラーメン屋を出店して、その店でいかに稼かせぎを上げるかという方法だ。

「大きな浴よく場じようを備えた施設って、建築するのにいくらぐらいかかるんだろうな」

「……お父さんに訊きいてみる？」

　ティーナの提案に、俺はポンと手を打った。

「あ、そうか！　ティーナの親父おやじさんって建築関係に勤めてるんだっけ！」

「そうね、こちらの要望を伝えて、見積もりを出してもらうのを先にやっておくべきかもしれないわね。いくらくらいかかるのかを知らなくては、出資額も提示できないもの」

「だな。いやあ、やっぱ素人しろうとが思いつきでやるってのは怖いな。なんていうか、色々必要なものとかわからず後手に回ってる感じで。頼れるところはプロの意見をどんどん聞いていかないと」

　そういう意味では、信頼できるプロとしてのティーナの親父おやじさんの存在はありがたい。

「それにしても、すっげえ助かるけど、まさかティーナの口から親父さんのことが出てくるとはなあ」

「仲間のために甘んじて汚名を被かぶった、立派なお父様ですものね」

「ティーナさんがお父さんにお願いごとをするというのは、関係改善の第一歩としてもいいかもしれないわね」

「……別に、そういう変な気の回し方はしなくていいから」

　こうして、俺おれたちのスケジュールは忙しさを増していったのだった。
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　夜。

　食事を終えて部屋に入った後の、もうあとは寝るだけという頃。

　コンコン、とドアがノックされた。

「どうぞ」

　おずおずとドアを開けて顔を出したのは、シェリスだった。

「どうした？　こないだの話の続きか？」

「ええと……ですね……それもあるというか……」

　シェリスはドアの陰に隠れたまま、モジモジしている。

「まず入れば……って、この時間だと部屋に入るのもアレか、男女のけじめ的に」

　少し考えて、

「食堂にでも行くか」

　とシェリスが隠れているドアに歩み寄った。

「あ、いえ、その……別にここでも……」

「手短に済む話なのか？　まあ、おおよその見当はついてるけど」

「えっ!?」

「学院長のことだろ。今日俺たちは会ってきたわけだし」

「うっ……」

　シェリスが目を逸そらした。

「そんなに気になるなら、会いに行けばいいのに。いくら忙しいっていったって、妹に会うくらいの時間は作ってくれるだろ」

「でも、あんなふうに飛び出ちちゃいましたし……」

「別に学院長は怒ってねえよ。兄弟とか姉妹なら、ちょっとくらいのケンカなんか普通だろ。俺おれだって真ま理り亜あとどーでもいいことでケンカすることあるし。とっておいたプリンを勝手に食べたとか、最後の唐揚げをどっちが食べるかとか。……あーあ、今考えるとホントにくだらねえな。っていうか、こういうのって、時間が経たてば経つほど気まずくなるんじゃないのか？」

「それはそうですけど……」

「そもそも学院長の悪口を言って飛び出したわけでもないしなあ。考えすぎだって。それに、今日ちょっとそのことも話してきたけど、学院長もシェリスに負けないくらい妹想おもいだぜ？　シェリスのことが可愛かわいくてたまらないって感じだった」

「……でも、もしかしたらヨシュア様の勘かん違ちがいで、お姉様はわたくちのことを嫌きらいになってしまったかも」

「それはない」

　俺は即答した。

「どうちてそう言い切れますの!?」

「そりゃあ、俺にも妹がいるんだから、当然わかるさ。確かに、ときどき生意気でムカッとすることもあるけど、そんな簡単にどうにもならないほど嫌いになったりしないって。ずっと一緒に暮らしてきた家族なんだからさ」

「……そういうものですの？」

「逆に、シェリスが学院長を嫌いになれるかどうか想像してみろよ。無理だろ？　それでも信じられないなら、柚ゆ比び坂さかにでも訊きいてみな。あいつも、向こうの世界に妹がいて、妹が心配で必死に帰りたがるくらい仲が良いそうだから」

「アンナ様も……ですの？」

「ああ、そう言ってたぜ」

「……」

　シェリスは目を伏せて、唇を嚙かんだ。

「お二人は、会いたくても会えないんですわよね……」

「まあ、そうだけど、俺たちのことはいいから。とにかく、明日にでも学院長に会ってきたらどうだ？」

「でも！　それじゃ根本的に解決ちないのですわ！」

「根本？　それはあれか、学院長の忙しさがどうにかならないと遊んでもらえない、っていうことか？」

「それもありますけど、それだけじゃなくて、ヨシュア様とアンナ様が……！」

　言いかけて、ぐっと唇を嚙かみ、シェリスは言葉を吞のみ込こんだ。そして、

「そもそも、お姉様は働き過ぎなのですわ！」

　と声を荒らげた。

「それは俺おれもそう思うけど」

「お姉様は、ご自身が成し遂げられなかったクエストクリアの夢を次代に託すために教師になった、って常々言ってますの。クエストを解ける学生が現れたら、惜しみない支援で冒険を助けるのが自分の役目だって……。だから、今、お姉様が張り切るのは理解できますわ……」

「なるほどなあ。まあ、しかもその中に自分の妹がいるとなれば、なおさらだろうな。今回だって、早くクエストクリアの禁止が解除されるように頑張ってくれてるんだと思うぜ」

「それはわたくちもわかってますの。でも、お姉様と同じ想おもいは、もっとたくさんの大人が持っているべきものだと思いますわ！　なのに……！」

　大きな目にいっぱい涙を溜ためて、シェリスは俺を真まっ直すぐに見上げた。

「なんでお姉様ばっかりあんなに頑張ってますの!?　評ひよう議ぎ会かいの人たちも、お役人の人たちも、たくさんいますのに！」

　なんで。

　なんでだろう？

　他の評議会メンバーとかは何をやっているんだろうか。あんなに学院長が頑張って手伝わなければならないものなのだろうか。それとも、評議会のメンバーたちも同じくらい忙しく仕事をしているのだろうか。

　それでも間に合わないほど、この世界の整備は大変なのだろうか。

　確かに、土地が増えてダンジョンが増えるってことは、警備する場所も増えるということだ。だから負担が増える、それはわかる。

　でも、日々開かい墾こんは続いている。

　街と未開墾の土地との間に簡易的なバリケードを築いて、モンスターが街中に入らないように守備を固めながら。

　開墾が進めば街の外周の円は大きくなり、未開墾の土地と接する境界は広くなる。警備が大変になる。

　なのに、開墾は続いているのだ。

　でも、今、それで問題が起きているというニュースは全然聞いていない。

　──だとしたら、手が回らなくなる前に、開墾を一旦ストップすればいいだけなんじゃないのか？

　今現在、未開墾の土地と街の境界の警備は上う手まくいっているのだ。手が足りないなら、そこで開墾を止めて警備を固めて、再編とか人員の増強とかをじっくりやればいい。

　何も、新たに加わった土地を急いで檻おりの壁にぶち当たるまで開かい墾こんしなければならない理由はないはずだ。

　そして、クエストをクリアするな、と言う理由も。だって、どんなに土地が増えたって、境界とダンジョンの入り口さえ守れれば街の安全は確保できるのだから。

　そりゃあ、俺おれの知らない事情や、この世界なりのやり方があったりするのかもしれない。

　勘かんぐりすぎだろうか……。

「なんでだろうな？」

　腕を組んで、俺は首を傾かしげた。

　そもそも、ずっとクエストが解かれていなかったとはいえ、この世界はクエストを解くことが大前提で、ずっとクリアに備えてきたはずなんじゃないのか？

　なのに、一日一回、一〇日連続でクエストを解いたとかならともかく、たかだか三回で処理能力を超えちゃうとか、脆ぜい弱じやくすぎる気がする。

「……引っかかるな」

　もし、評ひよう議ぎ会かいが意図的に仕事量を抑えているのだとしたら？

　その仕事を、学院長が率そつ先せんして処理しようとしているとか？

　でも、なんでそんなことを……？

　評議会で何が起こっているか、評議会の人たちが何を考えているかなんて、俺たちには知りようもない。柚ゆ比び坂さか流に言えば、確認も検証もできない以上考えても無駄、だ。

「まあ、とにかく、シェリスは学院長と一回ちゃんと会って話した方がいいかもな。そのときに、ちょっと働き過ぎだって言えばいいんじゃないか」

「……そういうことではありませんわ。お姉様以外の人たちがもっと頑張らないと、ヨシュア様とアンナ様は……」

「え？」

「いつまで経たっても、妹さんに会えませんわ……！」

「いや、だから、今は俺たちのことはいいから」

「よくありませんわ！」

「まあ、確かに学院長以外の人が学院長くらい仕事をこなしてくれたら、学院長も楽になるだろうし、クエストクリア禁止令も早く解かれて俺たちも助かるけどな。でも、他の評議会の人や役人だって精一杯頑張ってるのかもしれないし、そうじゃなくても無む理り矢や理りムチ打って働かせるわけにもいかないだろ。それこそ、シェリスがよく言う革命か何かをやらないとそこは変わらないんじゃないか？」

「情けない話ですわ……！」

「それは言っても仕方ないさ。それより、シェリスはさっさと仲直りして、学院長の身体からだを気遣ってあげるべきだな。その方が効果的だと思うぜ？」

「それは……そうかもですけど……」

「いずれにしても、早く整備が整って、学院長の負担が減るといいな」

「はい……」

「まあ、とにかく、学院長は別に怒ってもいないし、シェリスのことを嫌きらいにもなってないから。それだけは保証するから」

　そう言って、俺おれはシェリスの頭をそっと撫なでた。

　……はて、なんだか途中から話の趣しゆ旨しが変わっていたような気がするが……ま、いいか。
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『風の月二日

　温泉のお湯の確認などに沼まで行ったが、冒険らしい冒険はほとんどしていない。色々忙しく活動しているが、それを『冒険の書』に書くのも何か違う気がする。

（中略）

　とにかく、明日からはますます冒険から遠ざかりそうだが、忙しくだけはなりそうだ。』





第五章▼　来訪者の足音




　それから数日。

　イステシア家やヘンドリー商会との提てい携けい話もトントン拍子に進み、ティーナの親父おやじさんが所属する建築会社の他、ヘンドリー商会のパイプで何社かの業者に依頼して、周囲の開かい墾こん作業が終わるなり、すぐさま温泉施し設せつの建設が始まった。

　日本でやろうとすれば設計や準備でもっと時間がかかりそうなものだが、この世界は個々人が有能なのか、それとも大おお雑ざつ把ぱなのか、一度決定が下されると動き出すのが早い。

　まあ、二〇以上部屋がある洋館を半日で完成させてしまう人たちなので、こっちももう驚きはしないけど。

　同時進行で、水着の開発や量産の手配も柚ゆ比び坂さかが進めてくれている。

　そして、その頃には『龍りゆうの鱗うろこ亭』常連にひっそりと出して試食してもらっていた塩ラーメンが噂うわさになり始めていた。いやはや、口コミとは恐ろしい。

　連日、ランチタイムから厨ちゆう房ぼうはフル回転で、ダリルのお母さんと柚比坂が休みなく腕を振るっても行列は伸びる一方だった。シェリスも追加の麵めんをこねる作業で忙しい。

　もはや狭い店内だけでは席が足りず、路地にいくつか折りたたみの簡易テーブルを置いての営業だった。ダリルはもちろん、俺おれやティーナ、リックまでもがたまにやって来ては注文を取ったりラーメンを運んだりに勤いそしんでいた。

「もうこうなったら人を雇やとうべき」

　お客の間を目まぐるしく行ったり来たりしながら、ティーナが言った。

「同感だ。温泉の店がオープンになる前に、スタッフも育てなきゃだしな」

　と、そんなところへ、

「救世主殿が面白いことを始めたと聞いて見にきたのだが、大盛況だな」

　そう言いながら、委員長とレーナとサリナがやってきた。もう一人、後ろに大人の女性を連れていた。

「忙しくて悲鳴が出そうだよ。あ、委員長たちでも特別扱いはしないからな。悪いが、食うなら列に並んでくれよ」

　俺の言葉にレーナは「マジで？」という顔をしたが、委員長は、

「ああ、わかっているとも。ルールを破る気はないさ」

　と微笑ほほえんだ。

「で、そちらは？」

　背後にいる女性を見やる。

　いかにもやり手のキャリアウーマンといったクールビューティの彼女は、手にはメモ帳とペンを持ち、何やら厳いかつい銃のような形状の道具をバッグのように肩にかけていた。

「私、冒険者日報の記者をやってます、コルネ・バートンという者です。よろしく、救世主様」

「はあ。新聞記者さんですか」

　ということは、肩から提さげている銃みたいなのはカメラだろうか。こちらの世界の新聞にも、写真はちゃんと載っているのだ。

「こういうことをやるなら、宣伝効果は見込めた方がいいだろうと思ってな、知り合いのメディア関係者に声をかけたんだ」

「救世主様であるヨシュア・シド君やアンナ・ユビサカさんへの個人的な取材は学院や評ひよう議ぎ会かいから自重するよう言われていますが、今回はあくまで『救世主様がプロデュースした異世界のメニュー』への取材ですので、ギリギリありかな、と」

「なるほど。そういうことなら、喜んで。でも、他のお客さんにも長いこと待ってもらっているので、取材といっても順番を待ってもらいますよ？」

「もちろんです。こちらもアポなしで来たわけですし、待ち時間も込みで良いネタになりそうですから。それと、閉店後で構いませんので、少しお話を聞かせて頂ければと。あ、救世主様ご本人のインタビューだと色々揉もめそうなので、できれば店長さんか誰か、こちらの世界の方でお願いしたいのですが」

「わかりました、話はしておきます」

　俺おれの答えに微笑ほほえんで、「では！」と、記者のコルネさんはダッシュで列の最後尾について、早速並んでいるお客さんに話を聞き始めた。

「では、我々も並ぶとしようか」

「ちぇ、特別に先に食べさせてもらえるかもって期待してたの」

「レーナ、そういう狡ずるい考え方は良くないと思うのです」

　委員長たちも、そんな話をしながら列の後ろへと向かう。その後ろ姿を見送る暇ひまもなく、「注文まだかい？」

　とお客さんから声がかかった。

「あ、はい、ただいま！」

　声の方に走りながら、これで新聞に記事まで載ったらますます混むのだろうか、と考えて、嬉うれしい反面、背筋が寒くなった。
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　夜。

　ランチのみならず、夕食時まで『龍りゆうの鱗うろこ亭』の手伝いでクタクタに疲れ切った俺たちに、柚ゆ比び坂さかとダリルのお母さんがラーメンを作ってくれた。

　もちろん、店を閉めた後の話だ。

　今まで俺たちが作ったり運んだりしていた塩ラーメンよりも太い麵めんで、しかも茶色く濁にごったスープ。その上に乗っているのは、黄色鮮あざやかなコーンとほんのり赤く染まった山盛りの白髪しらがネギ、いつかおにぎりに入っていた肉味み噌そ、そしてチャーシューを思わせる焼いた豚バラ肉が二切れ。

「味噌ラーメンか！」

　思わず叫んでしまった。

「ええ。温泉店で出すための試作一号よ」

　つまり、いっぱい働いた俺たちを労ねぎらうためというより、試食会の色合いが強いというわけか。いやはや、柚比坂の勤きん勉べんさには頭が下がる。

　すでにティーナは目をキラキラさせてよだれを垂らさんばかりの顔をしていた。シェリスもダリルもリックも、早く食べたいという顔をしている。可哀かわい相そうに、今日はお店の手伝いに来ていなかったイルザとメイドさんたちはお預けというわけだ。

「さあ、冷めないうちに食べて、感想を聞かせておくれ」

　ダリルのお母さんにそう言われて、全員が「いただきます！」と食べはじめた。もちろん、作った柚比坂とダリルのお母さんも。

　ああ、フォークで持ち上げた太ふと麵めんに濃い味み噌そ味のスープがバッチリ絡む。麵と一緒に口の中に入ってきた白髪しらがネギがびりっと辛くて、ますます食欲を搔かき立てた。このネギ、ラー油で和あえてあるのか！

　そして、辛くなった口にスプーンですくったコーンを入れると、嚙かむほどにコーンの甘さが辛さを中和してくれるようだった。

　驚いたことに、焼いた豚バラからもしっかり味噌の味と香りがする。もしかして、肉を味噌に漬け込んだりしたのだろうか。

　これはすごい。食べるほどに辛みや熱さで汗が噴き出してくるが、麵と具とスープを順に口に運ぶサイクルが止まらない。

「お代わり」

　恐るべき速さで、ティーナがスープまで飲み干していた。

　しかし、ティーナが二杯目を食べ終える前には、俺おれも他のみんなも、ティーナのお代わりを作りに中座した柚ゆ比び坂さか以外は、全員が綺き麗れいに完食していた。

「感想も何も、文句のつけようがないな」

　ふう、と満腹に満足しつつ、俺は言った。

「同感ですわ。特に、この辛いネギがいい味でちたわ」

「あ、それは同感だ。ラー油だよな？　これ。よくラー油なんてあったな」

「あら、ラー油って家庭でも簡単に作れるのよ？」

　味噌まで自作する女子高生の『簡単』の基準がどの辺なのか、ちょっとよくわからない。

「このお肉にも味が染みこんでいて、スープとの一体感があって美お味いしかったです……」

「ダリルはいいことを言った。私も、この肉でお腹なかをいっぱいにしたい」

「ティーナがお腹いっぱいになる量って、このお肉何個分ですの……？」

「しかし、恐れ入るね。塩ラーメンもすごいと思ったけど、これはまるで別物だ。聞けば、ラーメンはもっともっと種類があるって言うじゃないか。まったく、異世界の料理ってのはどれだけバリエーションがあるんだい？」

　うんうん、と、ダリルのお母さんの言葉にゲームガルド勢が深くうなずいた。知らないからそう感じるだけだと思うけどな。

「そういえば、アンナ様もヨシュア様も、その……ラーメンのときは、ちょっと独特の食べ方をなさいますわよね」

　一人食べ続けていた柚比坂を見て、シェリスが言った。

「え？　ああ、もしかしてすすること？　確かに、シェリスさんたちは嚙み切ったり、長い麵をフォークで何度も口に運んだりしているわね」

「ええ。音を立てる食べ方はあんまり品が良くないと教わりますわ。あ、でも、別にヨシュア様たちの世界の文化に文句を付ける気はありませんわよ？」

「言われてみれば、今まであんまり気にしなかったけど、確かに音を立てる食べ方って、日本でも麵めん以外ではいい顔されないよな」

「そうね。実際、外国人……ゲームガルドの人たちにわかりやすく言うと、遠い地域に住んでいる人たちは、上う手まくすすれない人も多いそうよ」

「え、そうなのか？」

「ええ。私たちは幼い頃から普通に麵をすすっているから訓練されているのね。生まれながらにできる食べ方ではないみたいよ」

「俺おれたち日本人からすると意外だな」

「そうね。でも、この食べ方、理には適かなっているのよ。勢いよくすすると空気も一緒に口に入るから、より香りを強く感じて美お味いしく食べられる、って聞いたことがあるわ」

「ああ、ちゃんと意味はあるのか」

「まあ、のんびり食べていると伸びてしまうから、早く食べるための方法、というのが一番の理由かもしれないけれど」

「だな。伸びたり冷めたりしたら台無しだもんな」

「そうでなくても、こう長いと食べづらいものね」

　確かに、シェリスたちの食べ方を見ているとそう思う。事実、シェリスもティーナもダリルも、食べにくいという言葉にうんうんとうなずいていた。

「あ、そうだわ。もし麵の長さが食べづらいなら、こんな食べ方もあるわよ」

　柚ゆ比び坂さかは麵を絡めたフォークをスプーンの上でくるくると回し始めた。すぐに、フォークに一口大の麵が巻き取られてしまう。柚比坂はそれをパクリと口に入れた。だらんと麵がぶら下がっていないから、すすることもなく実にスマートだ。

　おおっ、とゲームガルド勢が──ダリルのお母さんまでも──が目を丸くして感かん嘆たんする。

「あー、パスタでよくやる食べ方か」

「そうね。でも、本場イタリアでは、スプーンを使うのはお子様の食べ方だと言われてしまうそうよ」

「え、そうなのか？」

「ええ。まあ、よほど格式の高いレストランでもない限り、それほど気にする必要はないと思うけれど」

「ヨシュア殿たちの世界の事情はわからないけど、私たちにとってはかなり食べやすい方法に思える」

「ですわね」

「というわけで、試してみたいのでもう一杯お代わりを」

「えっ、まだ食べるんですか……？」

「これでも、いつもよりかなり控えてる方ですわ」

「確かにそうね」

　苦笑しながら、またラーメン作りに席を立とうとする柚ゆ比び坂さかを、ダリルのお母さんが制止した。

「座ってな。こっちはもう食べ終わってるからね」

　言いながら、ダリルのお母さんが味み噌そラーメンを作るべく席を立つ。その後ろ姿を見送りながら、

「でも、やっぱりラーメンは箸はしとレンゲで食べたいなあ」

　と口の中で呟つぶやいた。

　そのうち、ドワーフの食器職人に作ってもらえるよう頼んでみようかな。
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　さらに何日か経たつ間に、従業員を新たに雇やとい、塩ラーメン作りを覚えてもらう傍かたわら、閉店後には温泉で出す味噌ラーメンの最終調整を進めていった。

　新聞にはコルネさんが書いた記事が載り、インタビューに答えた店長であるところのダリルのお母さんは近隣ではちょっとした有名人になっている。

　さらに、オープンを控えた温泉についても記事で触れてもらったことで、すでに見物にやってくる人も出始めているようだった。

　そして、その温泉施し設せつはというと。

　すでに建物はほぼ完成していた。

　大浴よく場じようや、湧わき出だすお湯を引いてきてかけ流すという温泉の基本的な構造をゲームガルドの世界の職人たちが知らなかったため、何度も俺おれや柚比坂が説明しなければならず、少し手間取ったのだが、しかしまあ一週間もかからずに大規模な施設が出来上がってしまうのだから、ゲームガルドの人たちの超人ぶりは恐ろしい。

　ゲームガルド初の温泉施設は、大きな二階建ての建物だった。一階は浴場で、番台のあるエントランスに男女別の脱衣所、タオルや水着の貸し出しカウンターなどがある。

　そして、エントランスや脱衣所からは階段が二階へと伸びている。二階は広いフードコートになっていて、壁際には何軒もの飲食店のカウンターが並んでいる。そこで買ったモノを、フードコート内のテーブルで食べられるシステムだ。

　その飲食店はラーメンを出す『龍りゆうの鱗うろこ亭温泉支店』の他、ヘンドリー商会参加の串くし焼やきの店や肉詰め料理がメインの店、冷たいジュースや果物を売る店、イステシア家の紹介でテナント料を払って出店する冷やしたフルーツやお菓か子しのお店、麦酒や葡ぶ萄どう酒、『キマイラのミルク』などのお酒を扱う店など、とてもバリエーションに富んでいる。

　で、一階の肝心の浴場なのだが──、

『水着を着るんだから、浴よく場じようは男女一緒でいいはず』

　という意見がティーナから出るやいなや優勢を占めた。男女別々に浴場を作るよりもコストダウンができる、というのが出資者サイドの大人たちの意見だったが、……半分くらいは混浴に目がくらんだのではないかと思っている。

　いずれにしても、脱衣所を抜けた先に出来上がったのは、五〇メートルプールより大きいのではないかと思えるほどの浴よく槽そうが横たわる超大浴場（混浴）なのだった。

「さすがにこれだけ広いと壮そう観かんだな」

　短パンのような水着を穿はいただけの姿で、俺おれは呟つぶやいた。

　浴槽と言うにはあまりに大きな石造りの池に少し黒っぽい源泉掛け流しのお湯がなみなみと張られ、もうもうと湯ゆ気げを上げているのだ。どんな温泉地に行ったとしても、なかなか見られる光景じゃない。

　あまりに広すぎてお湯の温度がすぐに下がってしまうため、大きな赤い水すい晶しようの柱にしか見えない温度管理のための魔法ユニットが浴槽の中にいくつも立っていた。

　同様に、お湯の流れをコントロールしてゴミや埃ほこりを排水溝へと送り込む、大きな青い水晶の柱も。

　ちなみに、博はく物ぶつ誌し編へん纂さん局きよくや魔ま導どう研究所の分析によると、このお湯には胃腸病、心臓病、高血圧症、糖尿病、むちうち症、神経痛、切り傷、やけど、リュウマチ、婦人病、皮ひ膚ふ病、肥ひ満まん症などに対する効能が見込めるのだそうだ。もちろん、万人にその効果が保証されるわけではないが。

　その旨むねが、浴場の入り口側にデカデカと掲かかげてある。博物誌編纂局と魔導研究所の責任者の署名入りで。

　それはともかく。

　今日はプレオープンというか、水着の実地テストもかねて、開業前に実際入ってみようという話になって、関係者一同が中心になって進めていた俺たちパーティに一番風呂を譲ってくれた、というわけだ。

　たぶん、この広すぎる風呂を独占できる最初で最後の機会だろう。

「うわあ！　こんな広いお風呂、初めて見まちたわ！」

「確かに」

　背後から聞こえてきたそんな声に振り返ると、白いビキニの水着を着たシェリスと、黒いビキニの水着を着たティーナが浴場に入ってきたところだった。

　見慣れたティーナのビキニスタイルも、マントを脱いで湯気の中で見るとかなり趣おもむきが違ってドキッとしてしまう。柚ゆ比び坂さかのすごさに霞かすんでしまいがちだが、ティーナだって、その、とてもすごいのだ。

　一方、普段はゴスロリアーマーのシェリスの水着姿は超新鮮だった。

　身体からだの凹おう凸とつや色っぽさではとなりのティーナに及ぶべくもないが、その分、小柄なシェリスは可愛かわいらしさに特化している。小ちっちゃくて白くて大きな目がくりくりしているシェリスはひらひらしたゴスロリ系の服が一番似合うだろうと思っていたけれど、なかなかどうして、飾り気のないシンプルな水着でも充分に勝負できる。何より、服がシンプルになればなるほど、ピンク色のふわふわな髪の毛が引き立つのだ。

　おっと。

　だが、ここで迂う闊かつに思ったことを口に出してはならない。気軽に似合ってるとか可愛いとか言ってしまうと命に関かかわる。誇こ張ちようなしで。

　そして、シェリスとティーナに続いて、大輪のバラの花をあしらったビキニの水着に身を包んだイルザが堂々と入ってきた。

「お待たせして申し訳ございません、ヨシュア様」

　別に待ってないけどな。

　っていうか、イルザってこんなに長くてスラッとした脚あししてたのかよ。意外だ。前にイステシア家の別べつ邸ていで見たときは無防備なバスタオル姿であんまり直視できなかったから気がつかなかった。

「ヨシュア様、さあ、未来の妻の脚きやく線せん美び、存分にご覧になってくださって結構でございますわよ？」

「自分で脚線美とか言うな。っていうか誰が誰の未来の妻だ」

「もちろん、わたくしが、ヨシュア様の未来の妻でございますわ！」

　あ、だめだ。ぬかに釘くぎでエンドレスのパターンっぽい。なんでこんなときに限ってストッパー役のメイドさんたちがいないんだ。

　で、そのイルザの陰から、

「あ、あの……あたし、本当にご一緒してよろしいのでしょうか……？」

　おどおどとダリルが顔を出す。そのおどおどさが、自信なげにうねる尻尾しつぽにも現れているようだった。

　ダリルは恥ずかしそうに前まえ屈かがみ気味になって、ドット柄の水着の胸元や腰を手で隠しているが、もっと自分を誇ってもいいと思う。本人の自覚があるかどうかはわからないが、全身を駆く使しして戦う武闘家の身体はキュッと引き締まっていて無駄がない。

　しかも、白い肌のところどころや背中の小さな翼、尻尾の淡い赤の鱗うろこが、湯ゆ気げの水分で湿り気を帯びたせいか、キラキラと輝いて見えるのだ。それがとても綺き麗れいで幻想的だった。

「もちろん、いいに決まっているわ。この温泉だって、貴女あなたのおかげで見つけられたようなものだもの」

　言いながら、浴よく場じように入ってくるなり、柚ゆ比び坂さかはダリルに向かって優しく微笑ほほえんだ。

　いやその、なんていうか、……うん、知ってたんだけど、やっぱり柚比坂はすごかった。白地に淡いブルーのストライプが入った水着からはみ出さんばかりの胸の存在感。日々の鍛錬で培われたくびれ。元々ぴんと背筋が伸びていて姿勢がいいから、並のグラビアモデルより遥はるかにかっこよく見える。

　思わず見とれてしまうほどに。

「……何よ」

　俺おれの視線に気付いた柚ゆ比び坂さかが、照れたように視線を逸そらしながら、言こと霊だまの首飾りと一緒に首から提さげたロケットペンダントに手を触れた。

「いや……別に」

　俺も照れて目を逸らす。何に照れたって、あのロケットペンダントを使ってくれていたことだ。単に便利だろうと思って買って、特に他意もなくあげたものだったけれど、使ってくれているってだけでこんなに嬉うれしい気持ちになるとは思わなかった。

「……なんですの？　この甘酸っぱい空気」

　不満げに、シェリスが頰ほおを膨ふくらませる。

「怪しい」

　ティーナも、シェリスの言葉にうなずいた。

「何を他人の将来の旦だん那な様に色目を使ってるんでございますの!?　そういう性悪な泥棒猫は、えい！　でございますわ！」












　そんな柚ゆ比び坂さかの背中を、どん！　とイルザが力一杯押した。

「きゃあっ！」

　シェリスほどではないにしても、身の丈三メートルの守護者もどきモンスターが使っていた金色の戦せん斧ぷを使いこなすイルザの怪かい力りきである。柚比坂はよろめいて、勢いよく浴よく槽そうに向かって──向かったはずが、なんとか踏ん張ろうとして、運悪く俺おれの方へとつんのめり、俺の胸板にタックルをしつつ浴槽へと落っこちた。

　言うまでもなく、俺と一緒に。

「きゃー！　ヨシュア様──っ」

　ごぼごぼごぼ。

　お湯の中で抱き合うような格かつ好こうになって、なんだかとても柔らかくて安心感を抱かせる感触がそこかしこにあった気もするが、あまりに突然のこととお湯をしこたま飲んでしまった苦しさで、とてもじゃないがラッキーと思える状態ではなかった。

「げほっ」

　なんとか水面に顔を出して空気の恩おん恵けいにあずかったときには、

「ちょっと貴女あなた！　いったい、どういう了見でわたくしのヨシュア様に狼ろう藉ぜきを働くんでございますの!?」

「はあ!?　誰のせいでこうなったと思ってるのよ！　だいたい、どうして貴女がここにいるの!?　パーティのメンバーでもないくせに、厚かましいにもほどがあるわ！」

「あら、わたくしは出資者の娘でしてよ？　しかも、ヨシュア様の許嫁いいなずけである以上、貴女にごちゃごちゃ言われることこそ心外でございますわ！」

　すでに戦火は拡大していた。

　っていうか、俺、いつイルザの許嫁になったんだ……？

「もう頭にきたわ！　いつか屋や敷しきを襲しゆう撃げきしてきたときの決着をつけてあげようじゃない！」

「ホホホ、ずぶ濡ぬれになってキャンキャンと、無様でございますわね」

　柚比坂の何かがぶちっとキレる音が、聞こえた気がした。

「あまねく水の元素よ、我が手に集つどいて、駆けよ、絡め取れ！」

　柚比坂の詠えい唱しようとともに、温泉のお湯がタコかイカの足のような形を取って、イルザ目がけて伸び、見事な脚きやく線せん美びを誇る右の太ももに巻き付いた。

「ひっ!?」

　お湯の触しよく手しゆはぐいんとイルザを引っ張って、浴槽の中にどぼーんと引きずり込む。

「あらあ、ずぶ濡れにしてしまって、ごめんあそばせ」

　お湯から顔を出したイルザを、形勢逆転とばかりに柚比坂が睥へい睨げいした。うわ、完全に黒柚比坂のオーラだ。

「おいおい、二人とも、ケンカすんなよ。せっかく完成した温泉が壊れちまうだろ」

「あんたは黙ってなさい！」

「ヨシュア様、これは女同士の戦い！　口出しは無用でございますわ！」

　二人にキッと睨にらまれて、俺おれは怯ひるみつつ、浴よく槽そうの外へと避難した。黒柚ゆ比び坂さかは怖いし、超人同士のケンカに巻き込まれたんじゃたまらない。

「アンナ殿が、魔法剣士の剣の補助なしでここまで魔法を使いこなせるようになっていたとは」

　感心したように、ティーナが言った。

「ということは、お互い武器がない分、魔法が使えるアンナ様の方が有利ですわね！」

　柚比坂を応援する気なのか、シェリスがぐっと拳こぶしを握る。

「あの……やめましょうよ、こんなこと……」

　そして、なぜか一番部外者的な立場であるはずのダリルが、涙目でシェリスとティーナの周りでオロオロと右往左往し続けていた。

　誰か止めてくれよ。

　半ば諦あきらめ気味にそう思いつつも、オープンに際しては、浴よく場じよう内には『ケンカ厳禁！』と大きくルールを表示し、監視員のような腕の立つスタッフを配置する必要があるのではないか、と真剣に考え始めていた。





　　　　＊






　翌朝。

　俺は目を覚ましてベッドで上体を起こすなり、自室の机の上に置かれた紙に目を留めた。

　一枚の、二つ折りになった紙。

　──なんだ、あれ。

　日記代わりに『冒険の書』にその日のできごとを書き留めるような習慣はできているが、メモ用紙を日常的に使うような習慣はない。

　昨日、寝る前に何かをメモした記憶もない。

　ベッドから降りて、机に歩み寄り、紙を手に取る。

　そして折られた紙を開いて、俺は目を見張った。

　その紙には──

『温泉の件から手を引いてください』

　そう書かれていた。それも、日本語で。

「なんだよこれ……どういうことだよ……」

　穴が空きそうなほど、その文字を見つめる。

　とても丁てい寧ねいな、綺き麗れいな文字だ。ペン字のお手本と言われても驚かないくらいの、癖くせのない読みやすい字。逆に、上う手ますぎて特徴が摑つかめない。

「いや、まず確認すべきは──」

　俺おれはパジャマのまま着替えもせず、その紙を持って自分の部屋を飛び出した。

「柚ゆ比び坂さかッ！」

　廊ろう下かを走って、おそらく時間的に朝食の用意をしてくれているはず、と食堂へ。

　案の定、柚比坂はエプロン姿で、食堂で焼きたてのオムレツを厨ちゆう房ぼうからテーブルへと運んでいた。

「どうしたの？　朝から騒々しいわね」

　柚比坂が振り返る。

　その瞬間、なぜか落ちていたシェリスのトゲトゲ鉄球につまずいた。

「うわっ」

　──なんでこんなところに!?

　まったく、なんて運が悪い……！

「ちょ、ちょっと！　なんでこっちに……!?」

「んなこと言われても……！」

　勢いよく駆け込んできたところをつまずいたのだ。自分が進む方向をコントロールできるはずもなく。

　柚比坂はオムレツが載ったトレイをサッとテーブルの上に避難させた。さすがの判断と素早さだったが、それで自身の避難が遅れた。

　それでも、柚比坂は激突を避けようと後ろに跳んだ。

　横に避けてくれれば良かったのだが、さすがに一瞬のことでそこまでは判断が間に合わなかったらしい。

　柚比坂の背中が壁にぶつかった。当然、それ以上は下がれない。

　俺は柚比坂にぶつかるまいと、壁に手を伸ばした。

　柚比坂が思わず目をつぶる。

　どん、と手が壁にぶつかった。痛え。

　が、両手を壁につく形で、どうにか俺は俺自身の突進力を止めることができた。無事に柚比坂との激突も回避できた。

　やった！

　が、現状、俺の両腕は柚比坂の頭を挟むように両脇を通って壁に触れているわけで。まるで、柚比坂を逃がすまいとしているように。

　つまり、お互いの顔の距離は──

　柚比坂がおそるおそる目を開けた。

　それと同時に、俺は、ごくりと唾つばを飲み込んでいた。

　震える長いまつげが、ハッキリ見えるほどの超至近距離。

　あと数センチ俺おれが前のめりになっていたら、唇と唇が触れていたかもしれない。

　柚ゆ比び坂さかの桜色の唇が息を吞のんだ。その唇の色に負けないほどに、真っ白い頰ほおが朱に染まっていく。

　たぶん、俺の顔は柚比坂以上に真っ赤になっていたことだろう。それが自覚できるほどに、俺は柚比坂の唇に目を奪われてフリーズしてしまっていた。

　その俺の胸板を、柚比坂がぐっと押した。

「ち、近いわ。いつまでそうしているのよ」

　顔を背そむけながら、柚比坂が唇を尖とがらせて、言った。

「あ、わ、悪い」

　壁から手を離し、逃げるように柚比坂から数歩離れる。

「そ、そういえば、アレだな。温泉ではしてくれてたのに、あのロケット、あれ以来身に着けてないのな」

　照れを誤ご魔ま化かすように、わざとらしく話題を逸そらそうと言った。

　が、途と端たんに柚比坂が不ふ機き嫌げんそうな顔になり、俺に白い目を向けてくる。

「やっぱり気づいてなかったのね」

　言いながら、柚比坂がエプロンを脱ぎ、腰に佩はいた愛用の剣を指さした。












　指の示す先、ベルトと鞘さやをつなぐ金具に革かわ紐ひもを通すようにして括くくられて、例のロケットペンダントは剣の柄つかの側そばで揺れていた。

　まるで、柄に彫り込まれた花の意い匠しようと、二輪並ぶようにして。

「こうすればいいんじゃないかって提案したのは誰だったかしらね」

「あ……あれ？　もしかして、結構前から……？」

　柚ゆ比び坂さかは呆あきれ気味にため息をつきながら、

「もらった日の翌日にはね。せっかく贈ってくれたものを放ほうっておくほど礼れい儀ぎ知らずじゃないわよ」

「いやあ、その……」

　かえって気まずくなった気がする。

　でもな、言い訳じゃないけど、女の子の腰の辺りの些さ細さいな変化を見逃さないくらいジロジロ見てるのもちょっとアレだろ？　ただでさえ、この世界の女の子の格かつ好こうは目のやり場に困るんだしさ。

「まあ、いいわ。別にあんたがそんなに気が回るとは思ってないし。ほら、それより早く着替えてきなさいよ。もうすぐシェリスさんとティーナさんも起きてくる頃だし、話があるならご飯を食べながら聞くわ」

「お、おう……」

　こうして、俺おれはすごすごと着替えのために食堂を出て自分の部屋に戻ったのだった。





　　　　＊






　朝食のオムレツには、角切りのフレッシュトマトを使ったソースがたっぷりとかかっていた。普通のケチャップよりトマトの酸味が強いが、それがオムレツのバターの濃厚な味や香りを爽さわやかに中和してくれて、思った以上にあっさりと食べられる。

　朝から卵とバターたっぷりの大きなオムレツなんて重いと思ってしまうが、これならいくらでも食べられそうだった。

　そして、現にティーナは四回目のお代わりを要求していた。

　……まあ、たぶんティーナなら起き抜けでもステーキや揚げ物だってペロリと食べてしまうんだろうけどな。

　それはさておき。

「なるほど、それで志し度どくんはあんなに慌てていたのね」

　例の警告文を読み、その紙をテーブルに置いて、柚比坂は言った。

「ああ。っていうか、そりゃ慌てるだろ？　念のために訊きくが、それ、お前が書いたんじゃないよな？」

「もちろん違うわよ。そもそも、志し度ど君と違って、私には書く動機がないでしょう？」

「待て。なんだよ、その俺おれが自作自演したみたいな言い方は」

「別に、そうは言っていないわよ。ただ、動機なら私よりあるでしょ、と言っただけ」

「いやいや、ねえよ、俺にも。超心外だ」

「でも、『きっとこれを書いて寄よ越こしたのは以前見かけた古ふる掛かけ君だから、本腰を入れて探そう』という主張はできるようになるわよ。古掛君にずいぶんこだわっていたものね、これは立派な動機なんじゃないかしら？」

　なるほど。

　……いや、納得しちゃダメだろ。

「あのなあ、いくらなんでも、仲間を騙だますような真ま似ねはしねえよ」

「そうですわ！　ヨシュア様はそんなことをする人ではありませんわ！」

「私もそう思う」

　シェリスとティーナの擁よう護ごが身にしみる。

「そうね。確かに、私もそう思うわ」

　意外なほどあっさりと、柚ゆ比び坂さかはそう言った。

「俺を疑ってたんじゃねえのかよ」

「違うわよ。あくまで動機の話。可能性の話よ」

「ＯＫ、確かに可能性は一個ずつ潰つぶしていくべきだよな。じゃあ、これを書いたのは俺でも柚比坂でもない、ってところまで話を進めるけど、いいか？」

「ええ」

　柚比坂がオムレツをナイフで切りながらうなずいた。

「じゃあ、さっきお前に先回りされちまったけど、この世界には俺とお前以外に、少なくとももう一人日本人がいるってことになる。俺はそいつが光こう一いち郎ろうだと思っているが、それは置いといても、これを書いた誰かはゲームガルドの人間ではないはずだ」

「いいえ、そうとは限らないわ」

　切ったオムレツを口に運びながら、柚比坂は言った。

「またか」

「あくまで可能性だけれど」

　オムレツを飲み込み、柚比坂は言葉を続ける。

「少なくとも、一〇〇〇年前にはこの世界に日本人が来ていた。それは、れっきとした事実よね」

「ああ、そうだな」

　現に、俺たちは一〇〇〇年前に死んだ日本人の幽ゆう霊れいと会っている。俺の大好きなゲーム、ドルクエ５のシナリオライター、有あり瀬せ香か奈な子この幽霊と。

「あちらとこちらで時間の流れがどうなっているのかはわからないけれど、でも、彼女の他にも、もっと近い時代で日本人が救世主としてゲームガルドに呼ばれていたとしてもおかしくはないわよね」

「まあ、そりゃあな」

「その人が、日本へ帰るのを諦あきらめてこの世界で結婚して子どもを作って、その子どもに日本語を教えていたとしたら？　学院長は、救世主の末まつ裔えいだと名乗る一族も多いと言っていたじゃない。そういう人たちに、ひっそりと日本語が伝わっている可能性は否定できないんじゃないかしら」

「そりゃゼロじゃないかもしれないが、さすがに屁へ理り屈くつに聞こえるぜ。それに、光こう一いち郎ろうだと仮定して、もし何かの目的で俺おれたちを監視していたりしたなら、この屋や敷しきに簡単に忍び込めたことだって説明できる。俺が落とした鍵かぎのブレスレットを拾ってさえいたなら、この屋敷の鍵なんて開け放題だからな」

「だから、飛ひ躍やくしすぎよ」

「これだって可能性の一つだろ？」

「そうね。私の屁理屈と同じ、ただの可能性よ」

　柚ゆ比び坂さかは一つため息をついて、

「ねえ、志し度ど君。私が屁理屈なんて言われる強引な推すい論ろんを立ててまで反論してるのは、この件に関しては志度君が冷静さを欠いているように見えるからなのよ」

　と静かに言った。

「えっ」

「まあ、気持ちはわかるわ。この世界に友達がいるかもしれなくて、なのに全然噂うわさにもなってなくて、その上妙に暗あん躍やくしてるっぽいとなれば、本当のところを確かめたくもなるわよね。真意を知りたくもなるわよね」

「ああ、そりゃあな」

「でも、だからこそ、結論を急ぎすぎてしまっているわ。というか、いつもの志度君とは逆の方法に走ってしまっている。いつもなら慎しん重ちようなくらい集めた情報を吟ぎん味みして、確信を持てるようになってから結論を導くのに、この件に関しては先に結論ありきで、その結論に合わせて情報を選んでいるように見えるわ」

　そう……だろうか。

「そんなつもりはないんだがな」

「まあ、あくまで私にはそう見える、というだけよ。後者のやり方で解ける謎なぞだってあるとは思うし、必ずしもダメだとは思わないわ。でも」

　柚比坂は、俺にビシッとフォークの先を向けた。

「あんたはこのパーティの頭脳労働担当で、リーダーなのよ。あんたの判断は、もうあんただけのものじゃないわ。私たち全員に大きく影響を与えるのよ」

「……」

　確かに、それはその通りかもしれないが。

「少なくとも、古ふる掛かけ君がゲームガルドに来ているかもしれない、という仮定と、ゲームガルドに日本語を伝承している人たちがいるかもしれない、という仮定は、どちらも『そうだとしたら説明がつく』というだけの推すい論ろんに過ぎないわ。例えば志し度ど君が一度死んで生き返ったからここが異世界だと認めざるを得なかったときや、過去にティーナさんがスマートフォンを見たことがあったから時間の流れが歪ゆがんでいることを認めざるを得なかったときのような、ありえない事実を肯定しないわけにはいかないような、決定的な証しよう拠ことは違う。でしょ？」

「……まあな」

　唯一の目撃者が俺おれ一人では、証明のしようがない。決定的な証拠にはならない。

「でもな、この警告文は温泉から手を引けと言ってきてる。結論が出なくても証拠がなくても、対応は決めなきゃならない」

「確かにそうですわね。もうオープンは明日ですもの」

「でも、ヨシュア殿とアンナ殿の話からして、従わなかったら何かをするとか何が起こるとかは書いてないっぽい」

「ああ、書いてないな。だから安心していいってわけじゃないと思うけど」

「安心はしないけれど、もう手を引く選択肢なんてないんじゃないかしら」

「ああ、それはその通りだな。すでにたくさんの人が関かかわっている以上、俺たちの都合だけで止やめるなんて言えない」

「確かに、今止めたりしたら、ヘンドリー商会やイステシア家、ダリルのお母さんにも迷めい惑わくをかけてしまう」

「ですわね」

　どうするか。

　少し考え込んで、俺は、

「委員長たちや他のパーティに応援を頼もう」

　と提案した。

「どっちみち、オープン初日は混雑が予想されるし、人の手はいくらあっても困らない。トップクラスの冒険者連中なら、腕だって信頼できる」

「警備員の補強、ということね」

「ああ。現状でも充分な人員をヘンドリー商会が用意してくれているけど、念には念を入れてな。万が一、この警告文の送り主が何か仕掛けてきたとしたら、現役冒険者に遊ゆう撃げき隊たい的に立ち回ってもらった方が効果的に応戦できると思うんだ」

「じゃあ、早速知り合いに片っ端から連絡ちてみますわ」

　シェリスが携帯典でん話わを取り出しながら言った。

「私も、これからリムルにお願いしに行ってくる」

「頼む」

「決まりね。……志し度ど君、古ふる掛かけ君らしき人がいないかどうか、私も普段から気を配っておくことにするわ。だから、今は温泉のオープンに集中しましょう」

「わかってる」

　こうして朝食を終えて、俺おれたちは温泉施し設せつオープンの最後の準備に取りかかった。





　　　　＊






「なるほど」

　俺と柚ゆ比び坂さかが説明した現状とお願いを聞いて、委員長が腕を組んでうなずいた。

　学院の前庭である。啓けい示じ板ばんのある中庭が封ふう鎖さされた日とほぼ同じメンバーが、シェリスやティーナ、委員長の呼びかけによって集合していた。

「そういうわけなんで、勝手な話で申し訳ないんだが、みんなの力を貸してもらえないだろうか」

　そう言って、頭を下げる。

「一つだけ言わせてもらおう」

　顔を上げると、集まったメンバーの中にいた銀色の鱗うろこのドラゴンが咳せき払ばらいをして、

「こんな面白そうなこと、なんでもっと早く声をかけてくれなかったんだ」

　鋭い牙きばを見せてニヤリと笑った。

　そのドラゴンの言葉に、そうだそうだ、とあちこちから声が上がる。

「もちろん、その仕事が終わったら評判のラーメンとやらを食べさせてもらえるんだろうな？」

「なんだ、お前まだ食ってないのか。メチャメチャ美う味まいぞ！」

「え、お前、食ったのか!?　ずいぶん並んだだろ」

「朝イチで行ったから、三〇分くらいかなあ」

「俺なんか二時間並んだぜ」

「マジか……」

「でも、オンセンで出すラーメンは味が違うんだろ？　噂うわさになってるぜ」

「冒険者日報のインタビューにそう書いてあったしな」

「オンセンもなあ、行こうと思ってはいたが、客として行っても混むだろうしな。だったら従業員として入ってあちこち見てくるのもいいかもしれん」

「何より、飛ぶ鳥落とす勢いの救世主様を脅おどすなんて、どんなヤツの仕し業わざなのか興味もあるわよね」

「同感だ。しばらくクエストを解くななんて言われて鬱うつ憤ぷんも溜たまっていたところだ。是非とも襲ってきてほしいものだな」

「物騒なこと言わないでよ。そんなに戦いたいならクエスト関係なくモンスターでも狩りに行けばいいじゃない。でも、救世主に恩を売っておくのは悪くないわよね」

　黙って聞いていたレーナが、

「つまり、全員が協力するってことなのね」

　と肩をすくめた。

「レーナは協力しないのです？」

　少し意地悪く、クビハネウサギを胸に抱いたサリナが訊きく。

「あたし自身はどうでもいいわ。でも、姐ねえさんが乗り気なんだし、姐さんの顔を立てて付き合うわよ」

　つーん、とすました態度で言ったレーナに、ティーナが、

「ありがとう」

　と頭を下げた。

「わたくちからもお礼を言いますわ」

「だーかーらー、別に救世主のためでも、ましてあんたなんかのためじゃないって言ってんの！」

「それでも、ありがとう」

「お礼とか言うなっ」

　ぎゃーぎゃーとティーナに喚わめくレーナを生温かい目で見つめながら、その場にいる全員がくすくすと笑い声を漏らした。

「みんなのノリが良くて助かるよ。これから早速現場で打ち合わせに参加してほしいんだけど、いいかな？」

　もちろん、と全員がうなずいてくれた。

　早速全員を引き連れて温泉施し設せつへ行き、正規のスタッフに引き合わせて、当日の配置や役割分担、有事の際の連携の取り方など、丸一日使って事細かに打ち合わせをしていった。

　さあ、とにかく、できる限りの手は打った。

　あとは、当日の出たとこ勝負。鬼が出るか蛇じやが出るか……。




　そして、いよいよ、ゲームガルド初の温泉施設はオープンの日を迎えた。





第六章▼　さて、温泉施設をオープンしようか。




　朝、俺おれたちが温泉施し設せつへとやって来たときには、すでに長ちよう蛇だの行列ができていた。

「マジか……。まだオープンまで二時間以上あるぞ……」

「大変な一日になりそうですわね」

「でも、初日から開店休業状態よりずっといい」

「ティーナさんの言う通りよ。これだけ期待されているならやりがいもあるわ。さあ、気合いを入れましょう」

　すでにダリルの父親が経営しているというタクシー会社所属のドラゴンたちは働き始めていて、ひっきりなしにカゴを持って飛び立っていったり、そのカゴにお客を乗せてやって来たりしていた。

　その目まぐるしい仕事ぶりを見るに、まだまだ行列は長くなりそうである。

　さらには、その行列目当てに温泉施設までの道には露ろ店てんが何軒も出ていたり、温泉施設の近くの土地を確保して店を開く者もいたりと、すでに商店街的な通りができあがってお祭りのような賑にぎわいになっていた。

　とにかく、関係者用の裏口から施設に入る。

　オープン準備に追われる施設内でも、行列の話題で持ちきりだった。

「あまりやりたくはないが、一定の人数を入場させたら一旦入場制限をかけるしかないんじゃねえか」

「なるべく二階のフードコートと一階の浴よく場じように分散して入ってもらえるように誘ゆう導どうしないとな」

「同感だ。入り口の案内係に念を押しとかないと」

「おい、オープンを三〇分繰り上げるってよ！」

「マジか!?」

「あんなに並んでる客を待たせるわけにもいかないだろ！　貸し出し用水着のチェック、急げよ！　そこでもたつくと客の流れが止まるからな！」

「脱衣所のロッカーの確認もちょっと押してるんだ！　手が空いてるヤツがいたら回ってくれ！」

　管理職的な立場のスタッフたちもそんな話をしながら作業を手伝い、警備補強要員のはずの学生たちも、来ている者は手伝いに駆り出されていた。

　飲食店のスタッフたちの中には、今から追加の食材を調達する算段をしている者も少なからずいるようだった。

　そんなところに、奥から大慌てでエプロン姿のダリルが駆けていた。

「あっ、皆さん、おはようございます……！」

「よう。どこもそうだが、『龍りゆうの鱗うろこ亭』も忙しそうだな」

「はい……！　今から追加のスープの材料を買い足しに行かなきゃいけなくて……。あ、あの、麵めんも足りなくなりそうなので、手伝ってもらっていいですか……？」

「だとさ、柚ゆ比び坂さか」

「ええ、わかったわ。とにかく、私はお店の様子を見てくるわ。麵の材料は足りているの？」

「ストックはありますけど……ちょっと不安なんで、一緒に買ってきます」

「お願いね。あと、それだと具の材料も忘れないで」

「あ、そうですね……！　わかりました……！」

　ダリルはうなずいて、そのまま施し設せつの外へと駆け出していった。

「じゃあ、シェリスさんを借りていくわね」

「そうだな、麵を追加で作るならシェリスを連れてった方がいいな。すまないけど、シェリス、頼む」

「了解ですわ」

　柚比坂とシェリスが二階へと走って行った。

　入れ替わるように、スタッフユニフォームである青いシャツを着込んだリックがやって来た。

「あ、ヨシュア君、来たね。早くユニフォームに着替えてきて。ヨシュア君は入り口でお出迎え兼誘ゆう導どう係だからね」

「おう」

「で、相談なんだけどさ、できればオープンまではイステシア家のお嬢様をなんとかしてほしいんだけど……」

「はあ？」

「いや、意気込んで朝一番でやって来て、手伝ってくれるのはいいんだけどさ……、行ってもらった先々の部署から、その、苦情が……ね。一緒に来たメイドさんたちがリカバーしてくれてるみたいなんで、致命的なことにはなってないそうだけど」

「あー、何が起こってるのか目に浮かぶようだ……」

　頭が痛い。

　いや、本人はやる気と善意に満ちているのだから、こういう言い方は可哀かわい相そうだな。何か、彼女に適した仕事があればいいのだが……。

「わかった、そっちはなんとかする」

「助かるよ。ティーナさんは浴室の方へ応援に行ってくれるかい？　石けんやシャンプーのチェックにまで人手が回ってないんだ」

「わかった」

　ティーナが浴よく場じようの方へと小走りに消えていった。

　俺おれも、急ぎ足で従業員用更衣室へ向かう。通路を歩きながら、リックに頼まれた難題をどうするか考えていると、向こうから当のイルザとメイドさんたちがやってきた。

「まあ、ヨシュア様！」

　俺の姿を見つけて、イルザが走ってくる。

「お、おう。なんか朝早くから来て手伝ってくれてるってな」

「いえ、そんな……！　このくらい、当然でございますわ！」

「それでな、イルザに頼みたい仕事があるんだ」

「まあ！」

　イルザの顔がパッと明るくなる。

「どんなお仕事でも、わたくしにお任せでございますわ！」

「今並んでくれてるお客さんたちを労ねぎらいたいんだ。行列の人数を数えて、お茶でも差し入れてくれないか。人数が人数だし、使い捨ての紙コップに安いお茶を一杯ずつでいいから。かかった費用はあとで領収書を持ってきてくれ」

「まあ、さすがヨシュア様、なんてお優しい……！　わかりました、さあ、聞きましたわね、貴女あなたたち！　早速お仕事でございますわよ！」

「おーい、あんまりお茶は奮ふん発ぱつするなよ！　一応、商売の一環だからな！」

　きびすを返したイルザの背中にそう声をかけるが、聞いているかどうかかなり怪しい。

　が、俺の意を汲くんでか、

「お茶の調達はわたくしどもがやりますので、お嬢様はお客様の人数の方をお願いいたします」

「お茶に関しましては、わたくしどもはプロですので」

　とメイドさんたちが心強い進言をしてくれていた。

　ふう、咄とつ嗟さにしてはなかなか適材適所の仕事を振ることができた気がする。単独で、しかも外でやってもらう仕事だから他のスタッフには迷めい惑わくをかけないし、個人的な財力もあるから大量のお茶を用意するくらいなら立て替えてもらうこともできる。

　一番の懸念はお客さんに悪気なく失礼を働いてしまう可能性だが、そこはメイドさんたちのフォローに期待したい。

　とりあえず、着替えて、今イルザに振った仕事のことをリックか、もっと上の責任者に報告しておかなければ。

　通路を進み、更衣室に入る。

　さて、気合いを入れよう。慣れない接客の方が、今となっては冒険よりも緊きん張ちようするのだから不ふ思し議ぎなものだ。
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　柚ゆ比び坂さかがいるなら大丈夫だろうと思いつつも、オープンまでまだ少し余裕があるので、着替えを終えたあと、ラーメン屋の様子を見に二階へと上がった。

「お早うございます。柚比坂、どうだ？」

　我らが『龍りゆうの鱗うろこ亭温泉店』のカウンター越しに、ダリルのお母さんにあいさつをしつつ、追加のスープを仕込んでいる柚比坂に声をかけた。

「大丈夫よ。必要な材料はダリルさんが買ってきてくれたし、煮込み時間は魔法で一気に短縮するわ」

「ダリル、もう戻ってきたのか」

「ええ、今は奥でシェリスさんと麵めんをこねているわよ。彼女、最近はなんだかすごく気合いが入っているわね」

　柚比坂が視線で示したのは、カウンターの中と奥の部屋とを仕切る、のれんのような布だった。

「家の手伝いなんかより、冒険に気合いを入れてほしいもんだよ。学生の本分は冒険なんだからね」

　ダリルのお母さんがやれやれ、と肩をすくめる。日本の親おや御ごさんが聞いたら「なんて贅ぜい沢たくな」と憤ふん慨がいしそうな悩みだ。

「入ってもいいですか？　奥の二人とも、ちょっと話したいんで」

「ダメな理由なんか一つもないよ」

　笑って、ダリルのお母さんは関係者用入り口のドアを開けてくれた。

　カウンターの内側に入り、奥へと足を踏み入れようと、のれんのような布に手をかける。

　と、その瞬間。

「──ダリルは、一生懸命ですよね」

　布一枚で隔てられた奥の部屋から、話し声が聞こえてきた。

「え、そうですか……？」

「そうですよ。特に最近は」

「だって、あたしは落ちこぼれドラゴンですから……。そっちで期待に応こたえられないなら、できることはもう家の手伝いくらいしか……」

「でも、食材を取ってこいとか、結構厳しく言われてたみたいじゃないですか」

「あたしの両親は、そうしてでもあたしに冒険をさせたかったんだと思います……。あたしのことを考えてくれてたんですから、ますます申し訳なくなっちゃうじゃないですか」

「……わたくちは、そんなふうには思えませんでしたわ」

「だって、シェリスちゃんは逃げずに冒険を頑張ろうって思ってたじゃないですか……。その諦あきらめない気持ちが、救世主様との出会いとか、大逆転を呼び寄せたんですよ……。あたしは、逃げ出しちゃいましたから」

「……」

「クラスのみんなも、お父さんとお母さんみたいにハッキリ言ってくれればまだ気は楽なんですけど……みんな、あたしを腫はれ物ものみたいに扱うんです。ことさら優しく……。気を遣ってくれてるんでしょうけど、かえってそれが辛つらくて……それで、逃げ出したんです。一生懸命でもなんでもなくて、あたしはダメな子なんですよ」

「そんなこと……」

「ハッキリ言ってくれるのは、家族だからこそですよね……。だから、あたしは頑張らないわけにはいかないと思うんです……。もう、逃げ場はありませんから……」

「家族だから、ですか……」

　何か思うところがあったのだろうか。それっきり、シェリスは黙り込んでしまった。

　そして、俺おれはというと、なんだか盗み聞きをしてしまったような形になって、入るに入れなくなって、途方に暮れてしまったのだった。
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　オープンはさらに一五分繰り上がり、予定の四五分前に温泉施し設せつは列を作っていたお客さんを迎え入れた。

　ちなみに、入場料……というか、入湯料は取っているものの、レンタル水着も込みで、ほんの小銭程度の額に留とどめている。入場料よりも、なるべく人を呼んで、タオルの貸し出しなどのオプション代や飲食店で稼かせぐ、という戦略だ。

　エントランスの受付でその小銭を支払っては中へと流れ込んでくる人の列に、

「押さないでください！　二階ではお食事やお飲みものも召し上がれます！　入浴の前に熱々のお食事はいかがでしょうか？　また、お風呂で汗を流したあとに冷たいお飲みものを是非どうぞ！」

　そう、声を張り上げる。

　こういうのはガラじゃないけど、この施設は『救世主がプロデュースした』っていうのが一つの売りになっているのだ。当の救世主としては、客寄せパンダも買って出ないわけにはいかない。

　ときおり握あく手しゆを求められたり、お茶をごちそうさま、ありがとうとお礼を言われたりもした。どうやら、イルザが「救世主からの差し入れ」と言いながらお茶を配ったらしい。なんか他にも要らんことを言い回っているんじゃないかと不安になるが、そこはメイドさんたちの良心に賭かけようと思う。

「二階ではお酒も召し上がれますが、酔っ払った状態での入浴は危険ですので、お酒はなるべく入浴後にお願いいたします！」

　さすがに長ちよう蛇だの列ができていただけあって、客足が途切れることはない。

　どのくらい経たってか、最初に入った客が「ラーメン美お味いしかった」とか「大勢でワイワイ入る風呂は楽しい」とか帰り際に言ってくれるお客さんに「ありがとうございました」というあいさつもする必要が出始める。その頃には、「二階が混んでるから、買った食べ物を外で食べていいか」と何度かお客さんに訊きかれたりもした。

　そんな中、突然外が騒がしくなった。

　何ごとか、と外から聞こえてくる声に耳を澄すませたが、

「志し度ど君、大変よ！」

「壁が……壁が動き始めましたわ！」

　と、息を切らせて二階から柚ゆ比び坂さかとシェリスが駆け下りてきた。その後ろから、

「待ってください……」

　とダリルも羽をバタバタさせながらついてきた。

「なんだって!?」

「本当。私も見た。二階の窓からもよく見えるはず」

　ティーナも外からエントランスに駆け込んできた。サッと後ろ手にパンを隠したところを見ると、お腹なかが空いてちょっとサボり……自主休きゆう憩けいに出ていたらしい。

「すみません、ちょっと通してください！」

　叫びながらお客さんを搔かき分け、外へと飛び出した。

　そして街の中のどこからでも見える檻おりの壁に目をやると、今まさに光の群れが集まって壁を再構成している真っ最中だった。壁が光の粒りゆう子しになって宙を飛び、今まであった位置より外側に光が集まって再び壁になる。それが、この世界における『クエスト』が解かれた瞬間に起こる現象、世界が広がるその瞬間だ。

　まだまだ長い列を成しているお客さんたちも、突如起こった光のショーに目を奪われていた。

「いったい、誰がクエストを解いたんでございますの!?」

　外でお茶配りを続けていたイルザも駆け寄ってきた。柚比坂とシェリスとティーナも、それぞれ持ち場で警備をやっていた委員長や他の学生の面々も、リックも、何ごとか、と言いながら温泉施し設せつの入り口前に集まってきた。

「どういうことだ……？」

　俺おれが首を傾かしげた瞬間に、

「ちょっと、どういうことなの!?　あたしたちの『冒険の書』にクエストをクリアしたって文字が浮かび上がってるわ！」

　手伝ってくれていた学生の一人が叫んだ。

　慌てて、『冒険の書』を持っているリーダーたちが自分のそれを確認し始める。もちろん、俺おれも例外ではない。

『風の月一三日／温泉で三〇〇人を癒いやし、クエストをクリア』

　俺の『冒険の書』にも、そんな文字が浮かび上がっていた。

　俺も、一緒に『冒険の書』を覗のぞき込こんだ柚ゆ比び坂さかもシェリスもティーナも、愕がく然ぜんとしてしばらく声が出せなかった。

　そんな中、施し設せつから出てきたお客としてきてくれていた学生たちから、

「おい、俺たちの『冒険の書』にも『温泉で癒やされてクエストクリアをアシスト』って文字が浮かび上がってるぞ！」

　という声が上がり始める。

　大規模だな、最初に入浴した三〇〇人全員がアシストかよ。

　とはいえ、何人クリアに関かかわった学生がいたとしても──、

「俺たちが主犯か……。くそ、なんでこうなるんだよ……！」

「確かに、この条件なら私たちが中心にやったことになる」

「そうですわね……。でも、どうしてあの文もん言ごんでこういう答えになりますの……？」

「まったくだ。確かに、お湯は液体なんだから警戒するべきではあったのかもしれないけどさ……」

　言いながら、虫食いの文言をメモしたページを探す。

『日の水を受けし皿より天に●●る白き水●●●て三●●●を●●せ』

　解答と照らし合わせる限り、後半は『三〇〇人を癒やせ』だろう。この温泉の浴よく槽そうにつかった人数が三〇〇人を超えた時点でクリアと判定されたのだろう。

　となると、『白き水』のあとも、『を使って』とかなのではないかと推測できる。

　しかし、どうして前半部分が温泉を意味することになるんだ。

「白き水……あ！」

　ハッとした顔で、柚比坂が叫んだ。

「志し度ど君、漢字よ！　白と水という字を組み合わせると、温泉の『泉』の字になるわ！」

「ちょ、待てよ！　漢字だって!?　おかしいだろ！　なんでゲームガルドのクエストで漢字が出てくるんだよ!?」

「私に訊きかれても困るわよ！　でも、水、つまりさんずいと日と皿で『温』っていう字になるじゃない！　『温』と『泉』が揃そろってるなんてできすぎてるわ」

　確かに、有あり瀬せ香か奈な子この件で、何かしら日本との繫つながりのようなものを感じてはいたが、それにしても……。

「どういうことですの？」

「つまり、俺おれたちの世界の文字を使った謎なぞだったってことだよ。しかし、ゲームガルドの人間に解けないクエストなんて、ありうるのか……？」

　前回のクエストにも、有あり瀬せさんと交渉をできるのは日本語を理解できる俺と柚ゆ比び坂さかだけ、というアドバンテージはあったが、単に倒しただけでもクリアだったはずだから、誰にでもクリアするチャンスはあった。

　けれど、今回のクエストが柚比坂の言うように漢字を使ったリドルだったとすると、もはや俺たち以外に解かせる気がないとしか思えない。

「でも、ここが」

　とティーナが『天に』のあとの虫食い部分を指さして、

「もし『のぼる』とか『流れる』なら、ゲームガルドの人間にもある程度推測はできると思う。天にのぼったり流れたりするのは湧わき出だしてくることだし、皿はともかく、日の水は特別な水だと思うし、白き水は湯ゆ気げを連想させる。もちろん、つかると身体からだにいいお湯があるなんて、ヨシュア殿たちがいなかったら想像しなかったかもしれないけど」

「あとから考えれば、という話だな。答えがわかればそう言えるが、ヒント無しでその連想は難しいだろう」

　委員長が自分の『冒険の書』を仕し舞まいながら言った。

「確かに……、あたしは気味が悪い沼だと思って避けて通ってましたし……」

　ダリルが言う通り、あの真っ黒い沼と日の水だの白き水だのという言葉は結びつきにくい。俺たちもまんまと騙だまされてしまったわけだし。

『日の水を受けし皿より天に流れる白き水を使って三〇〇人を癒いやせ』か──。

「っていうか、今問題にするべきはそこじゃねえよな」

　たぶん、そう言った俺はかなり難しい顔をしていただろう。

　それで俺の言いたいことを察したのか、俺の仲間たちのみならず、委員長たちや他の学生たちも一様に黙り込んで不安げな顔をした。

　偶然の事故とはいえ、クエストを解いてしまったのだ。それはつまり、法を犯おかしてしまったということなのだ。

「おい、あれ……！」

　学生の誰かが空を指さした。

　その場にいた全員が見上げたその先には、人を乗せてこちらへ飛んでくるドラゴンの一団の姿があった。

「竜りゆう騎き士し団ですわ……！」

　竜騎士団──。

　竜に跨またがって戦うことに特化したクラス、竜騎士。そして、竜騎士を背に乗せることに特化したドラゴンのクラス、騎き士し竜りゆう。そんな相あい性しよう抜ばつ群ぐんのコンビによって結成された、高機動高火力の、ゲームガルドにおける警察組織。

「そりゃ来るよな」

　現状、法で禁止され、報ほう奨しようも止められた上で、クエストを解くメリットがあるのは俺おれと柚ゆ比び坂さかだけ──異世界から来た人間だけなのだ。

　まず俺たちを疑う、至極当然の思考だ。しかもそれが正解なのだから困る。

　飛来した竜りゆう騎き士したちは、俺たちを包囲するように降りてきた。

　そして、その竜騎士たちの先頭にいたのは、ピンク色の長い髪を風に舞わせながらドラゴンに乗って降りてきたのは──

「お姉様……」

　シェリスが愕がく然ぜんとした顔で、うめくように呟つぶやいた。

　そう、レッドドラゴンである教頭先生に跨またがった、我らが学院の学院長、レオナ・ラフローリアその人だった。

「なんで学院長が……？」

「壁が動いた日に一番派手なことをやっていたのがヨシュアさんたちだったので、確認に来たのです。もちろん違うと信じていますが、万が一、教え子が問題を起こしたとなれば駆けつけるのは教師の務つとめでしょう？　ですので、竜騎士団にお願いして指揮権を預かってきたのです」

　確かに冒険者の大半は学生なわけで、冒険者が犯人ならほぼ教え子ってことになるだろうけど……だからって、指揮権とかそうホイホイ渡されるものなのか……？　いや、なんかシェリスの家は竜騎士系の名門だって話だし、母親が竜騎士団のお偉いさんだって言ってた気もするから、これがラフローリア家の力なのだろうけど。

「とにかく、『冒険の書』を検あらためさせてもらおう」

　野太い声で、学院長を背に乗せたレッドドラゴンの教頭先生が言う。

「いきなり疑ってかかるのって酷ひどくないですか？」

「では、違うのですね？」

「……いや、その……悪気はなかったんですけどね……」

　学院長は難しい顔をし、教頭先生は深いため息をついた。

「学院長、教頭先生」

　言いながら、柚比坂が一歩進み出た。

「信じてもらうのは難しいかもしれませんけど、これは事故です。私たちが以前、クエストを解いてしまわないために全文を開示してほしい、とお願いしたことは覚えていらっしゃいますよね？　そのお願いが拒否された結果、私たちはクエストの内容を把は握あくすることができず、他のことをしているうちに、偶然にクリアの条件を満たしてしまったんです」

「そんなことだろうとは思っていました」

　やれやれ、と学院長が困った顔をした。

「だが、規則は規則だ」

　教頭先生が、野太い声で言った。

「そんな……」

　悔しそうに柚ゆ比び坂さかが唇を嚙かむ。

　が、それはそうだろう。学院長や教頭先生の立場では、そう言うしかない。

　そして、俺おれたちの言い分は、たぶん信用されないだろう。学院長や教頭先生はともかく、評ひよう議ぎ会かいとか竜りゆう騎き士し団の偉い人たちには。こうなってしまった以上、何もかもが言い訳にしか聞こえないはず。

　参ったな。委員長や、他の学生たちは俺たちが手伝いを頼んだばっかりに、クエストクリアに巻き込んでしまった。その点については、事故だとしても、明らかに俺の責任だ。

　──くそっ。

　俺は意を決して、柚比坂の肩を叩たたき、柚比坂より更に前に出た。

「リーダーは俺です。すべての責任は俺にあります。捕らえるにしても、罰するにしても、俺だけにしてもらえませんか」

「ちょ、あんた──志し度ど君、何を言っているの!?」

「ヨシュア殿、そんなことを言われたら、さすがに私も怒る」

「ああ、ヨシュア様、わたくしを庇かばってそんなことを仰おつしやるんでございますのね……！」

「え？　え？　ど、どうしてヨシュアさんが……」

「……」

　柚比坂とティーナが怒ったり、イルザがとんちんかんなことを言って一人で感激したり、ダリルがオロオロしたり、シェリスが無言で姉夫婦を睨にらんだりしても、事態は何も変わらない。竜騎士たちは、俺たちに槍やりを突き付けて包囲を狭めてくる。

　俺は聖なるダガーと早抜きの矢筒クイツクドロウ・クウイヴアーをベルトから外してホールドアップした。

「抵抗の意志はありません。同行にも取り調べにも素直に応じます、俺だけなら」

　困惑して顔を見合わせる竜騎士たちに、捕まるべく手を上げたまま歩み寄る。怖くないと言えば噓うそになる。実は足もガクガクいってる。

　捕まったからって酷ひどい目に遭あわされるとは思わないけれど、でも、パーティの仲間はもちろん、協力してくれた委員長たちが捕まるなんて展開はゴメンだった。

　が。

　周囲がざわめく中、無言のまま俺の脇をすり抜けて、シェリスが学院長の真ん前に仁に王おう立だちした。

　小柄なシェリスの肩が震えていた。

　それでも、シェリスは毅き然ぜんと胸を張り、

「ヨシュア様は何も悪くありませんわッ！」

　と大声で叫んだ。

　まるで、トゲトゲ鉄球を振るうときの裂れつ帛ぱくの気合いを思わせる声だった。

「冒険者がクエストを解いて何が悪いんですの!?　どんな思いで、ヨシュア様やアンナ様が冒険に出ているのか、お姉様たちは……偉い人たちはわかっていますの!?　救世主だなんだってみんな持ち上げるだけ持ち上げて、でも、ヨシュア様たちは、自分のお家うちに帰ることも、家族に──妹に会うこともできないでいますのよ!?」

　シェリスの剣けん幕まくに、ざわついていた学生たちも、列を成していたお客さんたちまでもがしんと静まり返る。

「ヨシュア様は、目が見えない妹のマリア様を、それはそれは大切に思っていらっしゃいますわ！　アンナ様も、妹さんのことを心配して、元の世界に帰ろうと頑張っていらっしゃいますわ！　なのに、帰るためにはクエストを解くちかありませんのに、それをやめろだなんて、それがこの世界の客人に言うことですの!?」

　シェリスの言葉に、学院長が目を逸そらした。

　けれど、シェリスの言葉は止まらない。

「そもそも、大人の仕事は現役でクエストに挑んでいる冒険者を支援することのはずですわ！　違いますの!?　特に評ひよう議ぎ会かいや学院の偉い人たちは、命を張っている冒険者のサポートをするのも重要なお仕事なんじゃありませんの!?　それが、クエストが解かれすぎて整備が間に合わないなんて、お粗そ末まつすぎますわ！　そんなの、自分たちが無能だって宣言してるのと一緒なんじゃありませんの!?　そんな無能な人たちが、自分たちが無能なことをヨシュア様の──救世主様のせいにしてるだけですわよ！　恥を知るべきですわ！　罪があるというなら、救世主様の支援も満足にできない無能な人たちの方ですわ！」

　静せい寂じやくの中、あれだけ尊そん敬けいし、敬けい愛あいしていた姉に、全身全霊で刃向かうシェリスの気迫だけが満ちているようだった。

　誰もが圧倒されるほどに。当の学院長や教頭先生たち竜りゆう騎き士し団の面々はもちろん、お客さんたちや委員長たち、そして俺おれたちまでが。

「あ、あの……！」

　そのシェリスのとなりに、ダリルが走り出た。緊きん張ちようで顔を真っ赤にしながら、尻尾しつぽが力なくぺたんと地面にくっついてしまっていながら、しかし、泣きそうな目はいつものようにオドオドはしておらず、強い決意が宿っていた。

「証言します……！　救世主様たちは、クエストを解こうとしてこのオンセン施し設せつを造ったんじゃありません……！　あ、あたしのお父さんが倒れて、それで家計がすっごいピンチになってしまって……それで、あたしたちの一家を助けるためにここまでやってくれたんです……！」

　ときおり言葉につまりながらのダリルの言葉は、しかし、だからこその信しん憑ぴよう性せいをもって聞く者の耳に届いた。

「そういえば、そんな記事を新聞で読んだぜ」

「俺おれも読んだぜ。罪人どころか、救世主様って超優しいよな」

「ってか、大人の仕事は冒険者の支援って、確かにあの子の言う通りだと思わねえ？」

「そうね。そう言われると、大人として恥ずかしいわ」

「ママー、きゅうせいしゅさまはなんでおこられてるの？」

　お客さんたちのヒソヒソ話が、非難の目が、竜りゆう騎き士し団へと向けられ始める。そんな人々の中には、銃のようなカメラで写真を撮りまくる、記者のコルネさんの姿もあった。

　さらに、委員長が自らの『冒険の書』を掲かかげて、

「救世主殿が罪人だというのなら、私のことも捕らえて頂こう！　ここに証しよう拠こもある。クエストクリアした、とな！」

　と高らかに言い放った。

「ふん、付き合わされるのも面倒だけど、庇かばわれるのはもっと癪しやくだわ。こんなことで借りを作りたくもないし」

「要約すると、自分も捕まえろと言っているのです。もちろん、私も同じ意見なのです」

　レーナとサリナが、委員長の両脇でそう言った。

「あー、もう！　落ちこぼれのシェリスにああも言われたんじゃ、黙ってちゃ女が廃すたるわね！　私たちのパーティもよ！　救世主に協力したわ！　さあ、捕らえなさいよ！」

「おい、その言い方は撤てつ回かいするべきだぜ。今のを聞いて思ったが、あいつはもう落ちこぼれなんかじゃねえし、救世主殿のおこぼれを頂いてるだけでもなさそうだぜ。いっぱしの戦士の顔をしてやがる。あ、俺も共犯だぞ！」

「いいね。正直、ずっとクエストクリア禁止なんて気に食わなかったんだ。喜んで共犯を名乗らせてもらおうか」

「我々もだ。トップクラスの冒険者が全員共犯か、面白い。逃げも隠れもせんぞ！」

「ええと……その理屈だと、ビジネスパートナーのヘンドリー商会もグループまとめて共犯ってことかなあ。あ、最初にオンセンに入った三〇〇人のお客さんもアシストした扱いだから、すごい人数の共犯者が出ちゃうね。牢ろう屋やに入りきるのかな、これ」

　困ったように、しかしちょっとだけ面白そうな顔で、リックが呟つぶやいた。

　その後も、学生たちから次々と声が上がり、ついには施し設せつから出てきたお客の中からも、

「最初の三〇〇人じゃなくても、オンセンを満まん喫きつした俺たちも共犯だよな」

　なんて声が上がり始めた。

「ちょっと待て、みんなノリが良すぎだろ！」

「志し度ど君、一番最初に一人で被かぶろうとした人が言っても説得力ないわよ」

「そういう問題じゃなくてだな……」

「じゃあ、どういう問題だというのだ。悪いが、救世主殿だけにいい格かつ好こうはさせないぞ」

　イタズラっぽく笑って、委員長が言う。

　そうだそうだ、と学生たちがこぞって声を上げる。

　まったく、こいつらときたら……。

「まったく、こんなときばかり団結しおって」

　苦々しげに、教頭先生も呟つぶやく。

「でも……、あなた。わたくしには、あの子たちの言い分の方が……」

　教頭先生とは逆に、学院長は迷いまくっているようだった。

「妹に甘いのは相変わらずか。しかしな、わかっているのか。それでは、ラフローリアの家にも迷めい惑わくがかかることになる。他の学生にも示しがつかん」

「でも、あの子たちは、誰もが自分のことより仲間のことを思いやって行動しているわ。そんな教え子を目にして、一教師としては嬉うれしく思えてなりません」

「うむ、それは同感だが、それとこれとは話が別だ」

「悪法も法、確かにそれはその通りです。でも、すでにわたくしたちは、誰の目から見ても悪役になってしまっていますわ」

「それは……」

　教頭先生が周囲を見回し、黙り込んだ。

　列を成していたお客さんも、施し設せつから様子を見に出てきたお客さんも、騒ぎを聞きつけて集まってきた野や次じ馬うまも、どちらに好意的かは明白だった。

「わたくしたちは現役時代、クエストを解くことができませんでした。でも、それでもクエストを解こうと毎日毎日冒険に明け暮れていたじゃありませんか。そのときにクエストを解くな、なんて言われたらどう思ったでしょう？」

「……」

「きっと、納得できなかったと思いますわ。なのに、ヨシュアさんは憤いきどおる他の学生たちをなだめて、さらに『間違って解かないために情報を開示してほしい』とまで言ってくれました。それを信用しなかったのはわたくしたち大人です。どちらに非があるかと言われれば、今命を張っている教え子たちを信用しなかったわたくしたちなのではないでしょうか。信じた結果、彼らがクエストを解いてしまったわけではないのですから」

「あの、ラフローリア学院長殿」

　竜りゆう騎き士しの一人が、言いにくそうに、

「自分も同感であります。自分は、彼らを捕らえたくない」

　と小さな声で言った。

「自分もであります。我々は、冒険者だった頃のことをいつの間にか忘れていたのかもしれません」

「ここまでの彼らの発言を見る限り、今回のクエストクリアが故意ではないことは明白です。我々のすべきことは、帰ってそのことを報告することなのでは」

　次々と、竜りゆう騎き士しや騎き士し竜りゆうの間からもそんな言葉が出る。

「お義に兄い様さま！」

　シェリスが、いつになく強い語気で教頭先生に──姉の夫に呼びかける。

「お姉様は、もうわかっていらっしゃるはずですわ。ご自身が成し遂げられなかったクエストクリアの夢を次代に託すために教師になったお姉様ですもの。クエストを解ける学生が現れたら、惜しみない支援で冒険を助けるのが自分の役目だって、お姉様は言ってまちたもの。お義兄様は、そのお姉様にヨシュア様を捕らえさせますの!?　一〇〇年の停滞を打破した救世主様を？　一番たくさんクエストを解いている救世主様を？」

「う、うむ、それは……」

　詰め寄られて、教頭先生が気け圧おされたように言い淀よどんだ。

「そんなの──」

　大きな瞳ひとみから、ポロリと涙を零こぼしながら、シェリスは大きく息を吸い込んで、

「絶対に間違ってますわ─────っ！」












　叫んだ。

　義理の妹の言葉に、教頭先生はあきらめ顔でうつむいた。学院長も、一度顔を伏せた。

　そして、目元を指で拭ぬぐう。

「あなた」

　背に乗せた妻に呼びかけられて、教頭先生はバツ悪そうに、

「ああ。確かに、教師である我々は一番学生たちを信じなければいけない立場だ。家の都合だのお偉えら方がたの顔色だのを気にするなど、大切なモノを見失っていたかもしれん……」

　ああ、なんか助かりそう。たぶん学院長と教頭先生はこのあと色々大変になっちゃいそうだけど。

「えーと、でも、なんか熱くなっちゃいましたけど、教頭先生は事実確認のために俺おれたちに事情を聞きに来たんでしょ？　どうやら事情もわかってもらえたみたいですし」

「いや……うむ、まあ、そうとも言えるが……」

「学院長だって、俺たちを信じて評ひよう議ぎ会かいに情報開示を掛け合ってくれたんですよね？」

「ですが、拒否されて帰ってきたのですから、情けない話です。もっと食い下がって、意地でも開示を認めさせるべきでした。もっと言えば、クエストクリアの禁止自体、もっと強く反対するべきでした。まったく、妹に諭さとされるなんて、情けない姉ですね……」

「お姉様……」

　優しく微笑ほほえんだ学院長の顔を見て、シェリスもポロポロ涙を零こぼしながらも満面の笑みを浮かべた。

　やれやれ、なんとか丸く収まったか。

　……が。

　こうなってくると、気になってくるのはあの脅きよう迫はく文だ。

　あれは、『このまま温泉施し設せつの建設を続けるとクエストをクリアしてしまうからやめろ』ということだったのではないのか？　ここまで特に妨ぼう害がいらしき動きもないのだから、単なる利害からの脅おどしとは考えにくい気がする。

　そもそも、利害関係でそれほど大きな対立は起こっていないのだ。確かに、二階のフードコートに店を出したいという希望は多くて、お断りするしかなかった店も多い。しかし、そういう店のほとんどは温泉施設の近くに新店舗を構えたりして貪どん欲よくに稼かせいでいる。

　また、ドワーフの地下工房街の地上部分にあるレストラン街などは一時的に客を取られてしまうかもしれないが、そもそも地下で働くドワーフたちを相手に商売しているのだから、常に職場が近い人たちが客として入るはず。

　では？

　あの脅迫文が『クエストを解かせないため』に出されたのだとしたら、犯人は開示されていなかったクエストの内容を知っている者に限られる。かつ、温泉がクエストを解く鍵かぎであることを解き明かさなければならない。

　それはつまり、漢字のリドルを解くことができ、温泉について知っている人間、ということにならないか？　もしくは、クエストを出題した者だ。

　柚ゆ比び坂さかの言うように、こだわりすぎだろうか。

　だが、先走り上等で言うなら──、

　俺おれにはお前だとしか思えないぞ、光こう一いち郎ろう。

　例えば、お前が今回のクエストを俺たちに解かせない方向で、ずっと暗あん躍やくしていたのだとしたら……？

　なんだか姉夫婦と妹の和解みたいな、いい話っぽい空気になっているが──、

「あの」

　あえて読むべき空気を無視して、俺は『発言します』という意図で手を挙げ、言った。

「なんか評ひよう議ぎ会かいが頭が固いから悪い、みたいな感じになってますけど、そうじゃない気がします。根拠とか証しよう拠こはないんで、たぶん納得のいく説明はできないんですけど」

　そう前置きして、自分の頭を指さして、

「俺や柚比坂みたいな黒い髪の、俺と同い年なんですけど、背の低い男子が評議会の人たちとたびたび密みつ会かいしてる、みたいなことがある気がするんですよね。学院長、心当たりはありませんか？　もしかしたら、フード付きのマントを目ま深ぶかに被かぶって顔を隠してるかもしれませんけど」

　そう訊きいた。

　返事を聞くまでもなく、学院長の顔色が変わった。

　カマをかけてみただけのつもりだったけど、これは案外大物がかかったかもしれない。

「以前、柚比坂が言っていたんですが……普通は前例のない事案に対しては、合ごう議ぎ制せいの政治形態では消極的になるものです。これは俺も同感です。なのに、今回の件は、冒険者主義とも言うべきゲームガルドの有り様にさえ反する法案の決定があまりにも迅じん速そくでした。これはとても不自然です」

「……」

「こういう場合、決定が早いのは一人で意志決定ができる政治形態です。つまり、評議会に対して有無を言わせず決定を強制できる誰かがいる、と考えた方が納得できる」

　俺の言葉に、ざわめきが広がっていく。評議会に上からものを言える存在がいる、という俺の言葉が衝しよう撃げきだったのかもしれない。

「例えば──、俺や柚比坂がクエストを解くためにこの世界に喚よばれたように、クエストを解かせないために異世界から喚ばれてきた裏救世主のような存在がいるとしたら？　そんなヤツが、ずっとこの世界の裏側で暗躍していて、評議会にも大きな影響力を持っているとしたら？」

「……ヨシュアさんは、そんな者がこの世界にいる、と？」

「想像の話です。そういう者がいると考えれば、ちょっと妙だなって思っていたいくつかのことに説明がつくなあ、っていう。でも、学院長の顔色を見ると、何か思い当たる節があるみたいですね」

　学院長は小さくため息をついた。

「ヨシュアさん、そういうところ、可愛かわいげがありませんよ？」

「すみませんけど、最初から自分に可愛げがあるなんて思ってません。で、学院長のお心当たりについて、話してもらえませんか」

「……わたくしも、詳しく知っているわけではありません。ただ、ヨシュアさんが言ったような男の子が、ずいぶん昔に何度か評ひよう議ぎ会かいの委員である父を訪ねてきたことがあったというだけで」

　それが何年前であったとしても、俺おれたちの世界とゲームガルドの時間の流れが違うかもしれない、という可能性を見み出いだしている今、それほど不ふ思し議ぎではない。

「学院長、それ、たぶんビンゴです」

　言いながら、リックを見やる。リックはサッと目を逸そらしやがったが。

「そいつは何者ですか？　名前は？」

「わたくしも、何度か見かけたことがある程度で、直接話したことはありませんから……。ただ、父は彼のことをルミエルと呼んでいたように思います」

「ルミエル……。リュミエール、かしら。フランス語で光という意味ね」

　柚ゆ比び坂さかが呟つぶやいた。

「だな」

　フランス語どころか英語さえちんぷんかんぷんな俺だが、その単語だけは知っている。

「光こう一いち郎ろうがゲームで主人公によく付ける名前だ」

「それって……」

　柚比坂が息を吞のむ。が、俺は努めて冷静さを保ちつつ、首を横に振った。

「状況証しよう拠こが一個増えただけだし、学院長が見たって男の子もただの知り合いで人違いかもしれないけどな。結局、見たのは俺一人だし、以前お前に言われたように冷静さを保って考えるなら、まだ俺の想像の域を出てねえよ」

　だが、ここでこうして、これだけたくさんの人の前で、存在の可能性の話をすることには意味がある。

　少しでも噂うわさか何かになれば、牽けん制せいくらいにはなるだろう。

　そして、意思表示にもなる。こちらは一手打ったぞ、次はお前の手番だ、という意思表示に。

　闇やみ雲くもに探しても意味はない。柚比坂のその主張は正しい。リックにも、言えない事情だってあるだろう。評ひよう議ぎ会かいにまで影響力があるのなら、脅おどされでもしたら従うしかない。無理に聞き出そうとすれば、ろくなことにはならない気がする。

　だったら、炙あぶり出せばいい。

　さあ、次の一手、光こう一いち郎ろう、お前はどう打つ？

　俺おれがそんな考えを巡らせるのを他よ所そに、教頭先生がバサッと翼を広げた。

　そして、学院長は、

「とにかく、裏救世主の可能性はさておき、わたくしたちはこれから、クエストが解かれてしまったのは事故であると報告してきます。一緒に、クエストクリアの禁止を撤てつ回かいするよう嘆たん願がんしてくるつもりです」

　と意を決したように言った。

「お姉様……！」

　パッと、シェリスの顔が綻ほころぶ。

「自じ慢まんの妹に怒られないように、しっかり働かなければいけないものね」

　そう微笑ほほえんで、学院長は教頭先生に飛び立とうと合図をした。

　が、教頭先生は首を横に振って、

「それは私がやっておこう。お前はこの場に残って容よう疑ぎ者しやの生徒を見張っていてくれ」

「え？　でも……」

「そういう名目で、たまには妹と楽しんでこい、と言っているのだ。罪滅ぼし、というわけではないがな」

　そう言って教頭先生は学院長に背中から降りるよう促うながした。

「ありがとう、あなた……」

　そして、学院長の感謝の声を背中で聞いて、教頭先生は飛び立った。

　他の竜りゆう騎き士し団員たちも、あとに続いて空に舞う。

　竜騎士団の編隊の影は、すぐに青い空に吸い込まれるように小さくなっていった。

　その影が見えなくなると同時に、ヘナヘナとダリルがその場で座り込んでしまった。

「はああああ、き、緊きん張ちようしましたあ……」

「確かにな」

　苦笑する。見渡せば、委員長たちや他の学生たちも、ホッとした顔で緊張からの解放を満まん喫きつしていた。

「ごめんなさいね」

　申し訳なさそうに、学院長が俺たちも含めた学生たちに頭を下げた。

「だから、学院長は悪くありませんって。真面目まじめに仕事をやってただけなんですから。それはそうと、みんな、ありがとうな。シェリスも、大好きな学院長夫婦を相手にすげえ頑張ってくれて、助かったよ」

　シェリスの肩をポン、と叩たたく。

　結果的に、今回の一件で一番頑張ってくれたのも、一番成長したのもシェリスだった。今まで遠えん慮りよがちで本音を言えなかった姉に、あれだけ本気でぶつかったのだから。

　と、シェリスは、顔を真っ赤にして、残った学院長をチラチラ見ながら、

「あ、あの……あのっ、お姉様が、わたくちのことを、自じ慢まんの妹だって……！」

　と興奮気味に、熱に浮かされるように言った。

　どうやら、いざ希望が叶かなったら、嬉うれしさのあまり、どうしていいのかわからなくなってしまったらしい。

「だから言っただろ。学院長がシェリスのことをそう簡単に嫌きらいになるわけないって」

　俺おれの言葉に、学院長が、

「それはそうよ」

　と、にっこりと微笑ほほえんだ。

「でも、でも……」

「だいたいなあ、どんなに周りからダメだって言われ続けても前向きに努力を諦あきらめず、結果クエストを解くまでになって、しかも自分を慕ってくれるこんな可愛かわいい妹を嫌いになるヤツなんてどこを探せばいるんだよ」

　俺の言葉に、シェリスの顔がますます赤くなった。耳の先まで真っ赤で、今にも沸ふつ騰とうしそうなほどに。

「そ、そ、そんな、可愛いだなんて……」

　あ。

　しまっ──

　すでに、シェリスの手には愛用のトゲトゲ鉄球がしっかりと握られている。っていうか、それ、今まで持ってたっけ……？

「待て！　シェリス、話せばわかる！」

　慌てて逃げようとするが、俺は知っている。それが無駄な努力であるということを。

「い、い、いやですわ─────っ！」

　両目をぎゅっとつぶってシェリスが放ったトゲトゲ鉄球は、案の定、運悪く俺の逃げ出した先へ唸うなりを上げながら飛んできて──

　成長したって思ったが、あれは噓うそだ。ってか、俺の勘かん違ちがいだったっぽい。

　そんなことを思った俺を直撃し、冥めい府ふへと導いた。

　あーあ、しばらくこの展開なかったから、もう大丈夫かなって思ってたのに。世の中、なかなか思った通りにはいかないものだ。





エピローグ




　その後、俺おれもいつものように生き返らせてもらい、温泉施し設せつの営業も再開して、夜も更ふけてきた頃に激動のオープン初日を終えた。

　ちなみに、騒動後はシェリスには仕事から外れてもらい、学院長と温泉を堪たん能のうしてもらった。一緒にラーメンを食べたり、温泉に入ったり、湯上がりに冷たい果物やジュースを楽しんだりと、それはそれは満まん喫きつしたらしい。

　さすがに、教頭先生に任せっきりにはできない、と学院長は二時間ほど遊んでお帰りになったようだけれど。シェリスもわがままを言わず見送ったそうだ。

　そして、学院長が帰る頃には、散々従業員やお客さんから話を聞いて回っていた記者のコルネさんの姿も見えなくなっていた。きっと今頃、今日の出来事を記事にしているか、もしかしたらすでに号外を配っているかしているのだろう。それで話題になれば、明日はもっとたくさんのお客さんが来るかもしれない。

　で、お客さんが全員帰ったあとも、掃除とかレンタル水着の洗濯とかシャンプーやリンスなどの備品のチェックに売り上げの計算など、やるべき仕事はたくさんある。

　それらを手伝って、掃除以外の作業を終わらせて、関係者全員で二階のフードコートに集まっての祝しゆく杯はいと相あい成なった。どうせ今から始まる打ち上げでまた汚れるだろうし、掃除は明日の朝やればいい。

　で、俺は乾かん杯ぱいの音おん頭どを取れとみんなの前に引きずり出された。

「えーと、予想外のアクシデントもありましたが、温泉施設としても、二階の各店舗も、予測を遥はるかに上回る売り上げだったそうです。それもこれも皆さんの頑張りのおかげです。今夜は大いに飲んで食べて、温泉で汗を流して、明日への英気を養ってください！　あ、でも、今日汚しすぎると明日の朝、掃除が大変になるのでほどほどに。というわけで」

　俺はジュースの入ったコップを高く掲かかげて、

「乾杯！」

　と叫んだ。

　フードコートに乾杯の声と、グラスを合わせる音が満ちる。

　二階のどの店もほとんど売れ残りは出なかったため、買い出し部隊が近くの店から買い集めてきたお総菜などがテーブルに並んでいる。みんなの手に行き渡っている飲みものも、ほとんどが同じように買ってきたものだった。

「志し度ど君、御お神輿みこし役、ご苦労様」

「お疲れ様ですわ」

「（もぐもぐ）」

　乾かん杯ぱいの音おん頭どを取り終えた俺おれのところに、仲間たちがやってくる。すでにティーナは飲みものなんかどこかに置いて、両手に串くし焼やきを持っている。ああ、なんかこの顔ぶれを見るとすごく落ち着く。

「まあ、一応は発ほつ起き人にんみたいな立ち位置だしな」

　と苦笑したところに、ダリルとダリルのお母さんがやってきた。その後ろには、タクシー会社から温泉施し設せつの送迎係に転向したドラゴンたちもズラリと並んでいる。

「あ、あの……！　色々、ありがとうございました……！」

「本当に、たいしたもんだよ。こんな立派な施設を建てて、あんなにお客を集めちまうんだからね」

「いえ、今日はようやくスタートラインに立ったところです。問題はここからですよ」

「確かにそうだね。これだけお膳ぜん立だてしてもらったんだ、これで上う手まくいかなくなったら救世主様の顔も潰つぶすことになっちまう。気合いを入れないとね」

　うんうん、とダリルのお母さんがうなずく。

「あの、それで……ヨシュアさん、せっかくパーティに誘って頂いたんですけど、お店も本店とオンセン店の二つあって大変だと思うんで、あたしは家の手伝いをしようかなって思います……。なので」

　ダリルがそこまで言ったところで、となりのお母さんが「はあ？」と言いながら娘の頭にげんこつを落とした。

「いたっ、ちょ、お母さん、何を……」

「あんたバカかい!?　救世主様に誘われてたって!?　なんでそれを早く言わないんだい。ホントにバカだね、この子は！　こんなチャンス、あんたの一生にもう二度とあるわけないじゃないか！　土下座してでも入れてもらいな！」

「でも、お母さん……」

　反論しかけたダリルの頭を、お母さんは無む理り矢や理り押さえつけるようにして下げさせた。

「うるさいよ！　人手なんか雇やとえばいいんだよ。でも、救世主様に誘ってもらったあんたの代わりは他にいないんだ。店を手伝うとか継ぐとか、そんなのは引退してからだって遅くないじゃないか。ほら、お願いしな！　連れて行ってくださいって！」

「いやあの、さすがに本人の意志を無視しては……」

　お母さんの剣けん幕まくに気け圧おされつつも、柚ゆ比び坂さかが言う。

「いいのよ。この子は昔から引っ込み思案すぎて、このくらいお尻を引っぱたかないと動けないんだから！」

「でも、今日は、ダリルは自分から学院長に俺たちがこの温泉を造ろうとした理由を証言してくれましたよ」

「え、本当かい？」

　驚くダリルのお母さんに、

「本当ですわ」

「確かに、証言していた」

　とシェリスとティーナがうなずいた。

「なんだい、やればできるんじゃないか。だったら、その調子で冒険も前向きにやればいいんだよ！」

「……でも、あたし、空も飛べないし……ドラゴンとしては半はん端ぱで……」

「関係ないって。空を飛べなくたって冒険はできる。俺おれたちだって飛べないし」

「……でも」

「とりあえず、『でも』は禁止ですわ。ねえ、ダリルはお父様とお母様の期待に応こたえたいんじゃありませんの？」

　シェリスが、ダリルの手を両手で摑つかんだ。

「それは……」

「大丈夫ですわ。わたくちも、ティーナも、落ちこぼれと言われ続けてまちたのに、ヨシュア様は活かつ躍やくの場を与えてくださいましたわ。ですから、きっとダリルだって……ですわよね、ヨシュア様！」

「おう。っていうか、ダリルの場合、ドラゴン基準で見るから落ちこぼれなだけだろ。実際、素手でモンスターを薙なぎ倒す腕力と、火属性を無効化してモンスターの攻撃をものともしない鱗うろこがあるんだから、超即戦力だと思うぜ。特に、特とく殊しゆな条件が一切なしで強いところがいい。今俺たちのパーティに足りない継続戦闘能力の大幅な強化になるからな」

「え……」

　ダリルはもじもじしながら、

「あたし、お役に立てるんですか……？」

　と上目遣いに訊きいた。

「ああ。とってもな」

　即答でうなずく。

「でも……、腕力や防御力だけなら、ドワーフの戦士でも仲間にした方が強いんじゃ……」

「関係ない」

「でも……でも……」

「でも、は禁止だろ。俺は能力の高い低いより、出会いを重要視したいと思ってる。これまでもそうしてきたし、それで上う手まくやれてる気もしてる。だから、洞どう窟くつで偶然出会ったことを、こうして一緒に商売をやったりした過程を大事にしたいんだよ」

「たしかに、救世主殿は私の誘いを断って、この世界で最初に出会ったというシェリスとティーナを選んだくらいだものな」

　いつからいたのか、不敵に笑って委員長が言った。

「失礼な話よね、リムル姐ねえさんを──聖なる盾たて隊を振るなんて」

「でも、実際にそれで救世主様は何度もクエストをクリアしているのです」

　委員長の両脇で、レーナがツンケンしてサリナがそれをクスリと笑う。

「つまり、聖なる盾隊もその程度ということでございますわね！」

　また部外者が首を突っ込んできた。

「そして、その女自身が言った通り、単純に戦力としては生きつ粋すいの戦士の方が上でございますわ！　このわたくしのように！」

「いいえ、お嬢様、そもそも救世主様はその戦力を重要視していないと仰おつしやったばかりでございます」

「さらに、お嬢様がダリル様より優れているという確証もございません」

「そして一番重要な点として、お嬢様は救世主様からパーティに誘われてはいらっしゃいません」

「厚かましいことを言う前に、そろそろ門限でございます。さあ、お嬢様、お屋や敷しきにお戻りください」

　散々正論を聞かされたあと、イルザは首根っこをメイドさんに摑つかまれ引きずられながら、

「ヨシュア様、名な残ごり惜しゅうございますわ────っ！」

　という言葉を残して消えていった。

「何しに来たんですの……？」

「どうせまたヨシュア殿を強奪する気だったに違いない」

「それをいち早く察して連れ帰ってくれたメイドさんたちはとても優秀ね」

　苦笑交じりに、我がパーティの女性陣が顔を見合わせる。

「まあ、とにかく、しばらく試してみてもいいんじゃないかな。それでダメだと思ったら、そのときは辞めればいいんじゃねえか？」

「でも……」

「禁止、ですわよ」

「……わ、わかりました。じゃあ、とりあえずで……」

　消え入りそうなダリルの声に、元タクシー会社のドラゴンたちから、わっと歓かん声せいが上がった。

「よし、では、救世主殿のパーティに新たなメンバーが加わったことを祝して、もう一度乾かん杯ぱいといこう！」

　委員長が大声で言って、グラスを掲かかげた。

　その音おん頭どに乗って、騒ぎ足りない連中が口々に「乾杯！」と叫び、その度にダリルは恥ずかしそうに顔を伏せる。

「それにしても、なんで落ちこぼればっかり好きこのんで集めてんのよ」

　そう言ったレーナの頭を、ティーナが杖つえでポカッと叩たたいた。

「痛いったいわね！　何すんのよ！」

「私のことはともかく、仲間の侮ぶ辱じよくは許さない」

「だからっていきなり叩くなんて……ッ」

「いや、今のはレーナが悪い」

　委員長がレーナの長い耳を引っ張った。

「いたた、痛いってば、ちょ、姐ねえさん痛い！」

「私も同感なのです。いくらリムル姐様が救世主様に選ばれなかったのが悔しかったからといって、誰かを侮辱することは正当化されないのです」

「別にいいですわよ」

　笑って、シェリスは委員長の手に触れて、レーナの耳を解放するよう促うながした。

「本当のことですもの。わたくちも、ティーナも、一人では役立たずですわ。でも、パーティとして結束したら、他のパーティには絶対に負けない自信はありますわよ？　もちろん、ダリルも含めて、ですわ」

　そう言って、にっこりとレーナに微笑ほほえみかける。

「……悪かったわよ」












　バツ悪そうに、レーナは言った。

「確かに、認めるわ。あんたたちは強い。それは、墳ふん墓ぼでもこの目で見たし……」

　そして、レーナは俺おれたちにビシッと指を突き付けて、

「でも！　だから！　あんたたちを強いと認めた上で、あたしたちはさらに上を行ってみせるわ！　追い越してみせる！」

　と言い放った。

「ってことならいいのよね？　ね、リムル姐ねえさん！」

「ふむ、そうだな。正々堂々なら何も言うことはない」

「最初からそう言えばよかったのです」

　俺は困り果てて頭を搔かいた。

「よせよ、どう考えたって聖なる盾たて隊は俺たちより強いだろ」

「あたしたちよりたくさんクエストを解いてるくせに、何言ってんのよっ！」

「いや、それとこれとは……」

「次は、次のクエストこそは、あたしたちが単独で解いてみせるんだからねっ！」

「そうか、頑張ってくれ」

「むっかー！　そういう余裕の態度がむかつくのよ！」

「はいはい、ケンカは終わりにしましょう」

　パンパンと柚ゆ比び坂さかが手を叩たたいた。

「せっかくオープン初日が好評で終わったことを祝ってるんだから、ケンカや言い争いなんて無ぶ粋すいだわ。今からラーメンを作るから、それを食べて仲直りしなさいな」

　柚比坂のラーメンという言葉で、また周囲から歓かん声せいが上がる。みんなどんだけ好きなんだよ、ラーメン。いや、俺も好きだけどさ。

「でも、完売御おん礼れいだったんだろ？　材料はあるのか？」

「さっき、買い出し部隊に頼んで買ってきてもらったのよ。スープも、魔法をフル稼か働どうさせればそんなに時間もかからないと思うわ」

「ラーメンは正義」

　キラキラと目を輝かせて、ティーナが力説する。その言葉に同意した連中が、また「ラーメンに乾かん杯ぱい！」とか言って騒ぎ始めた。

　こうしてレーナも矛を収めざるをえなくなり、柚比坂は厨ちゆう房ぼうへと入っていった。その背中を、手伝う、と言ってシェリスとダリルが追いかけ、一人、また一人と『龍りゆうの鱗うろこ亭温泉店』のスタッフも厨房へと入っていく。

　そんな中、俺は例の『温泉の件から手を引いてください』と警告文が書かれた紙に、言こと霊だまの首飾りを外して──これを着けたままだと、強制的に書く文字がゲームガルドの言葉に変換されてしまうから──、『言いたいことがあるなら顔を見せろ、直接言いに来い』と日本語で書き込んだ。

　そして、再び首飾りを着けて、それを持ってリックへと歩み寄る。

「おい、リック」

　そう呼びかけながら、二つに折った紙をリックに差し出した。

「あの客の素す性じようを言えとはもう言わねえよ。言いたくても言えない事情だってあるかもしれないしな。でも、今度会ったら、これを俺おれからだって渡してくれ」

「う、うん……」

　おずおずと、リックが紙を受け取った。

「見ちゃまずい？」

「いや。別に構わない」

　リックが紙に目を落とし、首を傾かしげた。

「……なんて書いてあるんだい？」

「たいしたことじゃない。もし、その客が読めないのなら、この話は全部終わりだ。俺の勘かん違ちがいだったんだろう。そんなことはないと思うけどな」

「わかった。これはこのリック・ヘンドリーが責任を持って本人に手渡すよ」

「よろしくな」

　一つ、引っかかっていることがある。

　なぜ、光こう一いち郎ろうは──あの警告文の差出人は、あんなギリギリのタイミングで手を引けなどと言ってきたのか、ということだ。

　クエストを解かせたくないなら、もっと早くなんらかの手を打つべきだったはずだ。なのに、評ひよう議ぎ会かいに働きかけてクエストクリアを禁止したあと、次の手があの警告文というのはちょっと間が空きすぎている。

　もちろん、その理由について、俺ができるのは推測だけだ。証しよう拠こは何もない。

　けれど、こう考えるのは、決して飛ひ躍やくではない気がする。

　何もしてこなかった期間、光一郎は日本に帰っていたのではないか──と。

　学院長が見たのもずいぶん昔だというし、そのときからずっとゲームガルドにいたとは考えにくい。

　時間の流れが違うという仮説が正しければ、ちょっと帰ったつもりでも、ゲームガルドでは結構な時間が経たってしまうことになる。

　一度帰って、もう一度来てみたら俺たちが偶然クエストを解きそうになっていた。それで、慌ててあんな警告文を出すことになったのではないか？

　だとしたら、日本に帰るためにあの塔を目指す必要はなくなる。光一郎を捕まえて、どうやって行き来しているのか、白状させればいいのだから。

　さあ、食いついてこい。

　挑発に乗ってこい。

「知恵比べといこうじゃないか、光こう一いち郎ろう。まさかＲＰＧで対戦とはな」

「えっ？」

　リックが、また首を傾かしげる。

「いや、なんでもない。ほら、ラーメンができたみたいだぜ」

　闘志を作り笑いで隠すようにリックに言って、柚ゆ比び坂さかたちがいる『龍りゆうの鱗うろこ亭温泉店』のカウンターを指さし、そっちへ歩き出す。味み噌そラーメンのいい香りが、ここにまで漂ってくるようだった。

　このゲームの本質が見えてきた気がする。

　相手が光一郎だとしても、そうじゃないとしても、負けはしない。

　柚比坂のためにも。

　真ま理り亜あのためにも。




　さて、この世界を──神様とやらが仕掛けてくる底意地の悪いゲームを、攻略してやろうじゃないか。




　決意を新たにして、俺おれは、グッと拳こぶしを強く握りしめた。





あとがき







　これは、異世界にラーメンブームを巻き起こそうとした二人の仕掛け人の物語である。

　どうも、おかざきです。

　噓うそは言ってないよ！　それが全部でもないけど。

　ええと、ラーメンは美お味いしいですよね。でも、ダイエット的には天敵です。家で作るとそんなに高カロリーにはならないんですけどね。でもほら、お店のは色々マシマシじゃないですか。具とか。背せ脂あぶらとか。

　しかも、ついでに餃子ぎようざとか半チャーハンとかチャーシューご飯とかサイドメニューを頼みたくなるという孔こう明めいの罠わな！　あれは卑ひ怯きようだと思います。そして極めつけに、お店のラーメンは絶対に家では出せない味だったりするわけで。ぐぬぬ。

　実際、ラーメンは世界に認められつつあるらしいです。今や寿す司しと並んで日本食の代表格になりつつあるのだとか。一瞬、日本食の定義は？　とか言いたくなりますけど、まあ発はつ祥しようの中国の拉麵ラーメンとはもはや完全に別物なので、いいんじゃないかな。もちろん、私は中国の麵めん料理も大好きです。刀とう削しよう麵めんとかね。

　ともかく、文化なんてものは変わっていくものなので、例えばよその国では珍ちん妙みような日本料理があったりするわけです。なんでそんなふうに変わってしまったのかも興味深いですが、私の考えでは、美お味いしければＯＫです。その土地で愛されているならＯＫです。きっとそれが新しい文化になる。カリフォルニアロールみたいにね。

　あ、当然、異論は認めます。

　でもね、伝統を守ることは大事ですが、もう一方で寛かん容ような心も持ちたいなあと私は思うのです。何より、未知の美味しいものが生まれる可能性を潰つぶしたくないですし。

　さて、では謝辞を。

　今回も素敵なイラストを描いてくださいましたぺこ先生、ありがとうございました。無む茶ちやなキャラデザとかお願いしちゃってすみませんでした。今回から正式に担当になったＳさんにも、心からの感謝を。前担当のＫさんが「なんで呼んでくれなかったんだ！」って悔しがるような飲み……もとい、打ち合わせをやりましょう！

　編集長様、編集部のみなさま、この本の作成や販売に関かかわってくださったすべてのみなさま、ありがとうございました。

　そして、ここまで読んでくださったあなた様にも、最大級の感謝を。

　次の巻も全力投球でバリバリ書いていきますので、よろしくお願いいたします。さて、次はどんな食べ物を出そうかなあ……。
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